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「月日が経たつのは早いものだな」

　ラハ・ラドマ王おう太たい子しと連名で送られてきた娘からの手紙を前に、エスカ・トロネア国王レグナトールはしみじみと呟つぶやいた。

　広い執しつ務む室しつにいるのは、主あるじであるレグナトールと、この国の王太子であるセリスのみ。他の秘ひ書しよ官かんは少しばかり席を外はずしている。

「子どもはすぐ、親の手を振ふり払はらおうとしてくる」

「親の忠告は耳に痛いですから」

「違ちがいない」

　己おのれの若かりし頃を思い出したか、レグナトールは小さく笑った。

「何にせよ、子の不ふ徳とくは親の責任。始末をつける必要がある」

「心得ています」

「結構。しかしもしかすれば、これがお前と顔を合わせる最後となるかもしれないのか」

「縁えん起ぎでもない。もっとも、そのときはご心配なく。俺おれと父上なら、すぐに天上の国で再会できますから」

　どうせ一いち蓮れん托たく生しようだ。セリスが負ければレグナトールも生き残れない。

「そうだな。それも悪くはないか」

「悪くないのですか」

　今のは否定してほしい冗じよう談だんだったのだが。

「子が適度に育って手を離れれば、親になった人間の余よ生せいなど二に義ぎ的てきなものだ。私に恐おそれなどないよ。だがお前に未み練れんがあるのならば、無事にエスカ・トロネアに戻ってこい」

「もちろんです」

　即そく答とうしてみせれば、王はただ苦く笑しようするに留とどまった。その笑えみに覇は気きはない。

　当然だろう。どちらにしろ、子どものうちのどちらかは失うのだから。

「可か愛わいげのない」

「俺にそんなものがあったら困るでしょうに」

「面おも白しろ味みは大切だとも。主おもに、親孝行のために」

「善ぜん処しよします」

　本気と戯たわむれ、半々のやり取りを交かわしてから、セリスは父王に一礼する。

「では、しばらく留守にしますので、よろしくお願いします」

「気を付けて行ってきなさい。フローレンスにもよろしく伝えておいてくれ。娘が人生を幸せに生きてくれるのなら、至上の喜びであると」

「はい」

　セリスが執務室を後にすると、入れ替わるように秘書官たちが戻もどっていく。

　王への挨あい拶さつは済んだ。次は本格的に旅の準備に取りかかろう──と、自室へと向かう途と中ちゆうで、姉きよう弟だいたちのお茶会に出くわす。

「まあ、セリスお兄様！」

　真っ先に声を上げセリスに向かって手を振ったのは、第三王女ヴァレリア。揃そろった顔かお触ぶれの中ではまあまあ友好的だと言っていい存在だ。

「やあ、兄上。久しぶり」

　続いて気取らない様子で挨拶をしてきたのは、第二王子であるクレイル。──そして。

「ごきげんよう、セリス。偶ぐう然ぜんね」

　同席者たちの挨拶を締しめ括くくったのは、華はなやかな美び貌ぼうに淑しとやかな笑みを浮かべて異い母ぼ弟ていを見る、第一王女リュシエラ。

「ごきげんよう。皆健けん勝しようそうで何よりだ。だが、姉上。こういうのは偶然とは言わないぞ？」

　セリスは彼女の厚い面つらの皮に負けず劣おとらずの和なごやかさで応じた。

　ついでに、現状の自分たちには幾いく分ぶんか不似合いであるが、家族として大切な部分を指摘する。

「見送りの代わりに、声をかけてくれたんだろう？」

「……ええ。見送りには行けないかもしれないから、今のうちにと思ったのは、そうね」

　──であれば、おそらく互いに顔を合わせるのは、これが最後。

　セリスか、リュシエラか。勝者が決まってしまうところにまで、表面化させることを彼女は決断してしまったから。

　セリスにリュシエラ個人への恨うらみはない。リュシエラもおそらく同じ。強しいて言うなら、リュシエラは同じ国に生を受けても尚なお交まじわれない、セリスと己の血筋は嫌きらいかもしれない。

「側そく妃ひ殿でん下かのお加減はどうだ？」

「変わらないわ。二十年以上も前から、ずっと」

「そうか」

　だからリュシエラも変われずにいる。

　けれどそれでもと、セリスは思う。エスカ・トロネア王族には許されない、と。

「なあ、姉上。俺たちが尽つくすべきはエスカ・トロネアだ。血筋じゃない」

　国の益えきのために、国に育てられた、国のもの。

　義務を全まつとうするために権利を与えられている存在だ。

「そうね。でも、王族である前に人間でもあるわ。貴方あなたには許せないのでしょうけれど」

「ああ。俺には理解してやれない」

「正しいわ。……痛いほどに」

　そっと目を伏ふせると、リュシエラは僅かな間だけ悲ひ愁しゆうを覗かせ、息をつく。

　それからすぐに顔を上げ、穏おだやかに微び笑しようした。

「忙いそがしくなるのでしょう？　もう行った方がいいわ」

「ああ。では、またな」

「ごきげんよう。──さようなら」

　セリスが濁にごした別べつ離りの言葉を、リシュエラはあえて口にする。その覚かく悟ごを受け、セリスも姉弟に背を向けて歩き出した。

（さようなら、か）

　その言葉に覚える感かん傷しようぐらいは、セリスにも残っている。

　だからといって、やるべき何かが変わるわけではないけれど。
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　視界を舞まう粉雪が、陽の光を浴あびてちらちらときらめく。

　他の地域であれば春が巡めぐった季節には不似合いな光景だが、ラハ・ラドマの王都スノウフラウでは例年通り。肌はだをひんやりと刺さす空気も、少女が愛いとしくて堪たまらない北のもの。

「ああ……！　本っ当に素す晴ばらしいわ、ラハ・ラドマ！」

　人の心を解ほぐす暖あたたかな日差しを紡つむいだかのような、淡あわく優しい色合いの金きん髪ぱつに、瑞みず々みずしい青葉の緑の瞳ひとみ。始まりを告げる季節の輝かがやきを連想させる、可か憐れんで華はなやかな色彩だ。

　その少女──フローレンスは、優美な面おも立だちに相応ふさわしい、明るく柔やわらかな笑みを浮かべて心からの感動を口にする。

　西大陸の権けん威い、花か冠かんの王国、現げん世せの楽園エスカ・トロネア。大陸中の人々から称しよう賛さんに事欠かない大国の、第二王女に生まれたフローレンス・テア・エスカトロネアは、紆う余よ曲きよく折せつを経て念ねん願がんの地、ラハ・ラドマに戻もどって来た。

　肺に満ちる、澄すんだ冷たい空気がとても心地ここちいい。清せい涼りような冷気が体を巡る度たびに生きる実感と安あん堵どを得るのだ。

（空気が美お味いしい！　思う存分呼吸ができるって、なんて幸せなの！）

　この地を一度失いかけたためだろうか。フローレンスの胸に満ちる感激は、帰国してしばらく経たった今も、まったく衰おとろえずに続いている。

「ええ、本当に。やはり姫があるべき地は、ラハ・ラドマをおいて他にありませんわね」

「その通りだわ。わたしもうどこにも行かないから！」

　日々を健すこやかに過ごすのを一いつ緒しよに喜んでくれる侍じ女じよのミリアに、フローレンスは力一杯断言する。

「そう言っていただけて嬉うれしく思います。わたしも、フローレンス様が王宮にいらっしゃらないのは、どうにも落ち着かないと思っておりましたから」

　満面の笑みで応おうじてくれたのはラハ・ラドマの侍女であるジゼルだ。大だい砂さ漠ばく帝てい国こくから出戻ってきたフローレンスを、抱ほう擁ようと共に変わらぬ笑顔で迎むかえてくれた。

「噂うわさはこちらにも伝わっております。帝国の空気がお体に合わなかったのだと……」

　ジゼルの言葉に帝国を離はなれるための名めい目もくを思い出してしまい、フローレンスは若じやつ干かん頰ほおを引きつらせる。

「ええ、まあ、す、少しね」

「ラハ・ラドマの気候が合うのでしたら、そうですよね」

　やや答えに突つっかかったフローレンスに、しかしジゼルは不ふ審しんに感じた様子もなく同意を見せた。

　フローレンスは長らく病弱の引きこもり王女として過ごしてきていて、現在も対外的にはそのままだ。丸きりの噓うそでもない。

　フローレンスの体は幼少期から花アレルギーを発はつ症しようさせ、しかも年を経るごとに重じゆう症しよう化かしていった。一年中花の咲さき誇ほこる故こ郷きようエスカ・トロネアでは、一時たりともアレルギーが収まらない。とても表に出られる状態ではなかったのだ。

　西大陸最大の権力を持つエスカ・トロネアの第二王女が、雪と氷しかない北ほく端たんの辺へん境きよう小国に輿こし入いれを望んだ、切実な理由の正体がそれである。

　引きこもるための病弱設定が大だい活かつ躍やくして、帝国では皇こう帝ていとの政せい略りやく結婚を無事破は棄きに持ち込めたのだが、実はフローレンスは破棄が決まった詳しよう細さいをよく憶おぼえていない。むしろ永遠に闇やみに葬ほうむっておくべき予感がしている。

　ままならない体質から逃のがれる方法を模索し続けて、今こん日にちまで来た。

　寒冷な気候のために、花が少ないラハ・ラドマへと移り住む。それに必要な、手段としてのみの結婚だった。──初めは。

（帰ってこられて、よかった。わたし、やっぱりラハ・ラドマが大好きだわ）

　心身の安あん寧ねいを得る目的で、打だ算さんしかなかった婚こん約やくは、かけがえのない約束へと形を変えた。気候風土が楽だから、というだけではない。フローレンスはラハ・ラドマ国民の、過か酷こくな地であるがゆえに育はぐくまれてきた、優しく誠実な気質を愛している。

　そして何よりも、……誰だれよりも。

　そっとフローレンスの指が、あるべき場所に戻ってきた左手の薬指の指輪に触ふれる。

　大切な男ひ性とへと想おもいを馳はせれば、自然とフローレンスの表情は幸福そうに綻ほころんだ。そんな主あるじの姿に、侍女二人も同様の幸せを分かち合うかのように微笑ほほえむ。

「送った招しよう待たい状じよう、そろそろお返事がくる頃かしら」

「ええ、近きん隣りんの国々からはきっと」

「こんなに大勢のお客様をお招きするのは初めてです。無礼のないようにしなくては……」

　王太子の結婚式とはいえ、辺境の小国ラハ・ラドマである。通常ならばせいぜい隣りん接せつする数ヶ国が参加するぐらいだが、今回は話が別だ。

　ラハ・ラドマ王おう太たい子しのというよりも、エスカ・トロネア第二王女の結婚式として、大陸中の国々から事前に参列の打だ診しんを受けている。

　表舞台に出る機会がほとんどなかったフローレンスだが、エスカ・トロネア王族の名は、それだけで追つい従しようを誘うのだ。

　ラハ・ラドマに来てからのフローレンスの活動が活発であるのも、もしかしたら影響しているかもしれない。

　帝国皇帝メヘラザーテと親交を持ったからとか、西大陸と中央大陸の衝しよう突とつを、軽度の段階で収めたのに一役買った件とか、そういうのが。

　中には花嫁の介かい添ぞえ人にんとして訪れる可能性のあるエスカ・トロネア王か、実じつ兄けいの王太子と顔を合わせるだけでも、という控えめな者もいるだろう。

　ラハ・ラドマは観光客もあまり訪れない最果ての北の地。特とく殊しゆな気候だからこその、他では代えられない魅み力りよくがあるとフローレンスは確信しているが、まずは実際に知ってもらわなければ話にならない。だから、どんな理由であっても客人は大だい歓かん迎げいだ。

　今は暖気に入ろうという時期で、ラハ・ラドマ特有の冷れい涼りようさを楽しめつつ、身体的な負担は軽い季節。客を迎えるのに最も適している。

　フローレンスがこの地に根を下ろすつもりでスノウフラウを訪れたのも、丁度一年前の今頃だった。

　懐なつかしい。──そんな感かん慨がいが胸に湧わく。

　軽かろやかな気持ちのまま、フローレンスは緊きん張ちようした様子のジゼルに笑いかけた。

「そんなに肩かた肘ひじ張らなくても大だい丈じよう夫ぶよ、ジゼル。晴れの日に起こった些さ細さいな間違いを声こわ高だかに非ひ難なんするような無ぶ粋すいな人がいたら、その人の方が悪いのだから」

　だから手て抜ぬきをしていい、ということではない。ただ、まずは肩かたの力を抜いてほしかった。おどけて言ったフローレンスに、ジゼルはきょと、と一いつ拍ぱく置いてから。

「はい」

　と、素直に笑みを見せてくれた。

「ふふ。ごめんね、楽観的で。楽しみにしすぎているせいだわ、きっと」

　催さい事じをこんなにも待ち遠しく感じるなど、初めての経験である。初めてづくしだから新しん鮮せんで刺し激げき的てきだし、形式以上の感情を持つ友人に招待状を送れたのも、要よう因いんの一つになっていると思う。一年前だったらは考えられない快かい挙きよだ。

　知り合ってからこれまで、何やかやと忙せわしなくて満足に連れん絡らくも取っていないが、クラウディアは元気だろうか。

　ラハ・ラドマとシェイル・コーレスで揉もめていた、氷の売買契けい約やくで彼女と争ったのも、今は良いい思い出である。

　残念ながらまだそれほど親しくはない──が、フローレンスの中では、彼女はれっきとした友人枠わくだ。きちんと面識のある友人に手紙を送る、祝い事に呼べる友人がいる。

　──なんて素晴らしい！

　フローレンスの脳は、一日、一日と巡る日付を削けずりながら、その日を待まち侘わびていた。

　うっかりすれば鼻歌でも飛び出しそうだが、フローレンスが侍女二人を引き連れて歩いているのは回かい廊ろう。誰に見られるとも知れない場所で、はしたない真ま似ねはできない。

　ラハ・ラドマ人の気き質しつからして、目もく撃げきされても微笑ましく見守られるだけかもしれないが、そういう問題ではないのだ。

　ややあって辿たどり着ついた目的地でフローレンスは足を止め、二人を振り返る。

「じゃあ、二人とも。ここで待っていて」

「承知いたしました」

　東の庭園の入り口にミリアとジゼルを残し、フローレンスは一人で庭の奥へと向かう。待ち合わせ相手の背中がすぐに見つかって、湧いて出てきた気持ちのままに駆かけ出だした。

「イスカ──、っきゃ!?」

「！」
















　フローレンスに気付いたのだろう、待ち合わせ相手の青年──ラハ・ラドマ王太子であるイスカ・ヴァル・ラハラドマは、振り向くと同時に駆け寄り、転びかけたフローレンスを難なく受け止めた。

　濁にごりのない艶つややかな雪の白はく髪はつと、冷たい海の色を映うつした灰かい青せいの瞳。隙すきのない怜れい悧りで端たん整せいな美び貌ぼうは、今は少し、困こん惑わくした表情を浮かべている。

「大丈夫か？」

「は、はい。すみません……」

　引きこもり生活が改善されて大分経つが、どうにも運動能力はあんまり成長してくれない。

　みっともなさへの羞しゆう恥ちから小さく呻うめいて、それから改めて、フローレンスは自分たちの体たい勢せいに気が付いた。

　しっかりと摑つかんでしまっていたイスカの腕うでを外し、慌あわてて姿勢を正す。

「し、失礼しました」

「いや、まったく。──放そうとしなかったのを、俺の答えだと思ってほしい」

　あのままで構わなかった、と言げん外がいに告げられてフローレンスの肌は一気に火ほ照てった。この地では気温のせいにできないから困る。

「だが気を付けてくれ。危ないからな。足は？　痛みはないか？」

「はい、大丈夫です。多分」

　焦あせる必要などなかったのに、どうして走ってしまったのか。

　その理由は、考えるまでもなく分かっている。

「急がなくてはならない予定ができたのか？」

「ち、違ちがうのです。ただ……」

　やっぱり訊きかれてしまった。上う手まい言い訳も思い付かなくて、フローレンスは己おのれがとっさに取ってしまった行動の理由を、白はく状じようする。

「……貴方あなたがいたから」

「──！」

　静かな葉は擦ずれの音の中にさえ消え入りそうな声での囁ささやきだったのに、どうやらイスカははっきりと聞き取った。完かん璧ぺきな美貌に朱しゆを上らせ、二人揃そろってしばし沈ちん黙もくする。

「そ、そうか。それは、その──……ありがとう」

「い、いえ……」

　これでイスカと見合ったままでいろとか、無理だ。

　自然と俯うつむき、下に落ちたフローレンスの視線の先に黄色い色しき彩さいが映る。よく知る花か弁べんの形にはっとして、この場に呼ばれた目的に意識を引き戻された。

　顔を上げた先にあるのは、ガラスを用いて作られた小さな温室。それはラハ・ラドマの財政的に必然となる規模のもの。

　そんな温室の一角で、植えられた黄き薔ば薇らの一部が見頃を迎えていた。その側には開花を控ひかえた同種の花もある。

　これはエスカ・トロネアの慣習に従うために用意された花だ。

　約束の白薔薇に始まり、式のブーケには誓ちかいの黄薔薇を、そして初夜のあとには祝福の赤薔薇を飾かざる。

　イスカはフローレンスをラハ・ラドマに迎えたときと同様、エスカ・トロネアの結婚の流りゆう儀ぎに従ってくれるつもりなのだ。

　この際、赤薔薇は省はぶいてもいい。しかし黄薔薇は絶対に外せない。エスカ・トロネアの王女が自国の風習を無視し、ラハ・ラドマ王太子が軽視したように見えては、きっと意味深に取られてしまう。実情は花アレルギーなだけなのに。

　イスカはフローレンスのため、様々な種類の黄薔薇を用意してくれた。あとはフローレンスが、どれならどの程度耐たえられるかを確認していくだけだ。

　侍女によって人の出入りを制限された庭園の、さらに奥。植物の壁かべとガラスで外部と隔へだてられた密室。そして想いを通わせた婚約者との時間。

　──これだけ艶つやめかしい状況に発展しそうな条件が揃っているのに。

「では、フローレンス」

　必要だと分かっている。感謝もしている。

　だが。だがしかし。

「試ためしていこうか」

　ここは今、地じ獄ごくに侵しん食しよくされていると思った。
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　フローレンスが挙式のために薔薇と格闘を繰り広げた、その少し後。

　重い空気に支配された無音の執しつ務む室しつの中で、従じゆう者しやのアルフルードが机を叩たたく指が、コツコツと苛いら立だたしげな音を立てる。

　規則的に連なるだけの音をそう捉とらえるのは、イスカが彼の心情を理解して、かつ、無理もないと分かっているからだ。

「殿でん下か。そろそろ決めないと、式に間に合いませんよ」

「分かってる。分かってはいるんだ……」

　机の上に広げられた十数枚の紙面に描えがかれているのは、どれも指輪の意い匠しよう。フローレンスとの結婚指輪用である。

　とりあえず候補として考えた花を画えに起こしてもらってみた。手間をかけさせる引け目は感じたが、自信を持ってこの花だと言える感覚が得られなかったのだ。

　それがただの引き延のばし案と化してしまっているのは、今に至ってもまだ決められないイスカの責任に他ならない。

　難しい顔で唸うなる主へと、アルフルードがうんざりとしたため息をつき、投げやりな提案をしてきた。

「ならもう裏返しにして混ぜて、選んだ案に決めましょう」

「待て！　それはあんまりだろう！」

「どれも真しん剣けんに考えられた意匠ですよ。バレなきゃいいんです。殿下が選んで決めたことに違いはありませんし」

「絶対駄だ目めだ！」

「じゃあ早く決めてくださいよ！」

　二人のやり取りが一段落した瞬しゆん間かんを見計らったように、来客用の長なが椅い子すから、くすくすと上品な笑い声が響ひびいた。

　そこには四十近い実じつ年ねん齢れいよりもやや若く見える、まだ充じゆう分ぶんに張りと艶を維い持じした美しい女性がいる。月光に照らされて輝く雪の白髪に、青色を強く配した紫むらさきの瞳。怜悧で硬こう質しつな印象の顔立ちに、一目見れば誰もが蕩とろけて虜とりこになりそうな魔ま性しようの笑みを浮かべた彼女は、イスカとアルフルードを嫣えん然ぜんと眺ながめていた。

　声を発した瞬間から、その場のすべては彼女の付属物と化し、色いろ褪あせた背景へとなり下がる。香かおり立つような色いろ香かに、支配力さえ持つ雰ふん囲い気き。

　そんな女性の唇くちびるから紡がれた言葉は──。

「困った子ねえ。そんなところばっかりお父さんそっくり」

　さほど困っておらず、言葉ほどには咎とがめていない、『お母さん』のものだった。

「父上も同じように悩なやんでいたのですか？」

「殿下。血筋に逃にげるのはやめてください」

　心なしかほっとしたイスカの心境をばっさり切り捨て、アルフルードは現実逃とう避ひを許してくれない。

「あらあら」

「王おう妃ひ殿下も。どうせ惚のろ気け話ばなしに持っていくのなら、私たちには理解しえない女性の心理をお教え願います」

「そうねえ……」

　頰に手を当て、小首を傾かしげるラハ・ラドマ王妃アレイシャは、直視でもしようものなら鳥とり肌はだが立つほど妖よう艶えんだ。思案に細められた瞳が、見る者に緊張を否いや応おうなく強しいる。たとえ考えている内容が、息子むすこの結婚指輪についてという平和極きわまりないものであっても。

「本当に、何でもいいのよ」

「何でも……」

「そう。『何』であるかということは、問題ではないの。込められた想いこそが嬉しいのだもの」

「……それは、分かるのですが」

　母の言葉にイスカはうなずく。帝国で迎えた誕生日に、フローレンスが揃いで持ちたいからと贈おくってくれた器うつわは、嬉しかった。品自体も素晴らしかったが、彼女が想いを乗せて選んでくれた品だったから、より一いつ層そう。

「貴方が指輪に込めたい想いは何？」

「──……」

　イスカは机の上の図案群を見て、考えた。

　ここにある物はすべて、イスカが願った意味を含ふくむ花を意匠に使っている。愛や幸福、絆きずなや尊敬。どれも正しくフローレンスに贈りたい気持ちだ。

　間ま違ちがってはいない。けれど、しっくりこない。

（つまりそれは、違う、ということなのだろう）

　意に満たないままで決めたら、記念品以上にはならない気がする。

（そうではなくて、俺は……）

「ああ、そうだわ。すっかり寛くつろいでしまったわね。忘れてしまう前に、用件を伝えておかなくては」

　アレイシャが唐とう突とつに上げた声と手を打つ音に、形を取りかけていたイスカの思考が散ってしまった。だが引っかかったところの感覚は残っているので問題ない。後でゆっくりと考えをまとめたい、と思った。

　だから今はアレイシャに話の先を促うながす。

「他に用があったのですか？」

「ええ。送った招待状にいくつかお返事が届いたから、貴方に知らせておこうと思って」

「さすがにエスカ・トロネア王女が絡からむと速いですね」

　直球なアルフルードの台詞せりふに、イスカは苦笑いを零こぼした。フローレンスとの結婚に恥はじる気持ちも後ろめたさもないが、露ろ骨こつな対応の違いには、国力差をひしひしと感じざるを得ない。

「出席する国が多いのは分かっていたことだと思いますが、予想外の返事がありましたか？」

「ええ、少し驚おどろいてしまって。近隣の国々と──セリス殿下と聖せい王おう陛へい下かから、ご出席のお返事をいただいたの」

「!!」

　アレイシャの告げた言葉に、イスカとアルフルードは息を吞のむ。

　セリスはいい。イスカとフローレンスの結婚に否いなを唱となえる理由が、彼にはもうないはずだ。動く以上は思おも惑わくがあるのだろうし、それがイスカたちにとって好ましいかどうかは分からなくとも、エスカ・トロネアの王女を娶めとる以上、避さけられない。だから構わない。

　しかし聖王アリオン──聖ソエル・メイカルダ正教会の出席は意味が違う。

「面めん倒どうなことになりそうですね」

「……ああ」

　正教会はイスカとフローレンスの婚こん姻いんを望んでいない。にもかかわらず出席をするからには、嬉しくない謀はかりごとを持参してくるに決まっている。

「ただ仲良くしていただきたいだけなのだけれど、駄目なのかしらねえ……」

「大丈夫ですよ、母上」

　寂さびしそうに表情を曇くもらせたアレイシャに、イスカは確信を持って言い切った。

「俺たちの祖そ先せんは、奴ど隷れいから人へと戻りました。そして人の命を売る鬼き人じんの国から、辺境小国になれました。俺は先日、メヘラザーテ陛下と確かな友になれたと思います」

　──世界は、人の意志でできている。

「歩みましょう。望む道を真まっ直すぐに。どれだけ遠くとも、間違えなければ必ず辿り着けます」

　それは夢を語ったものではなく、己の信念に柱を打ち立てた、目標を紡いだ言葉。

　ただ信じて目指せばいいのだと人に対して説けるぐらいに、イスカにとって理想は現実へと変わった。

「……そう」

　力強く未来を請うけ負おった息子に、アレイシャは微笑む。

「頼もしくなったわね、イスカ」

「俺を信じてくれた皆みなに支えられています。迷う理由がありません」

　沢たく山さんの経験をした。出会うこともなかったかもしれない人々と触れ合った。すべてが貴重な財産だ。

　そしてその中央にいる女性に恥じないよう、彼女と向き合える自分で在ありたい。

　揺ゆらぎのないイスカの姿勢に、アルフルードは眩まぶしい憧どう憬けいの眼まな差ざしを向けてから、不敵な笑えみを浮かべた。

「その覚かく悟ごがあるなら、聖王来らい訪ほうはただの吉きつ報ぽうですね。何事もなく終わらせて、正教会がラハ・ラドマ王太子の結婚を祝福した事実だけいただきましょう」

「そのつもりだ」

（きっと、上手くいく）

　何しろこちらには、才智に優れた策さく略りやく家かがついているのだから。
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（やっと、終わった……）

　自室のソファにぐったりと座り込んだフローレンスの瞳は、生せい気きが抜けて虚うつろとなっていた。今は解放された安堵より、削られた体力、気力の方が大きい。回復までもうしばらく必要だ。

　薔薇はしばらく見たくない。……残念ながらすぐに目ま見みえると分かっているし、そのための準備なのだけれど。

　しかし苦く行ぎように耐えた甲か斐いはあった。体があまり反応しない黄薔薇を見つけられたのだ。ついでに、赤薔薇も。せっかくなので、こちらも慣習に倣ならうことにした。

　式を半月後に控えたそんな頃。乏とぼしい元気を気合いで補おぎなえる相手の訪れを告げられた。

　エスカ・トロネアからフローレンスの兄、セリスが到とう着ちやくしたのだ。

　多た忙ぼうな身の上を考えれば、余よ裕ゆうを持ちすぎた来訪である。つまり、それだけの時間を作るべき何かが発生した、ということだ。

　その辺あたりの事情も気になるが、兄との再会は普ふ通つうに嬉しい。

　フローレンスとイスカは、揃ってセリスを出迎えた。まずはイスカが歓かん待たいの言葉を述のべる。

「お久しぶりです、義あ兄に上うえ。ようこそ、ラハ・ラドマへ」

「ああ、久しぶりだな義弟おとうと。──少し見ないうちに雄お々おしくなったな？」

「そうかもしれません」

　セリスと相あい対たいするイスカには、確かに揺らぎが消えていた。大国と小国という、埋うめ難がたい差に抱いだいていた気き後おくれも払ふつ拭しよくした様子だ。

　ただ人として相手と向き合う。真の自然体でイスカはそこにいた。

　そんなイスカに、セリスは楽しげに微び笑しようする。

「大変結構。その調子で末永く妹を頼たのむ」

「はい。必ず」

「着いて早々すまないが、二人に話がある。このまま時間を貰もらえるか？」

「もちろんです」

　出迎えだけならば、イスカかフローレンス、どちらかがいれば充分だった。あえて二人で迎えたのは、フローレンスたちもセリスに話があったからだ。

　今の王宮は、ラハ・ラドマ比でではあるが、かつてないほど客の滞たい在ざいが多い。余計な人間の勘かん繰ぐりを受けないために、自然に三人で話す流れに持っていきたかった。

（よくない状じよう況きようだろうと、覚悟はしているつもりだけど）

　いざ知るべき時が来ると緊張が走る。フローレンスは、知らずのうちに喉のどを鳴らした。

　セリスを伴ともない、客室として開放してある棟とうに落ち着く。火の踊おどる暖だん炉ろで温められた部屋に入ると、セリスはふっと力を抜いた息をついた。

　フローレンスは大分慣れたが、外からの客人はセリスと同じ反応を見せる者がほとんどだ。外気の寒さが堪こたえるらしい。

「さて。どこから話したものかな」

　皆が腰こしを落ち着けると、早々にセリスが口火を切った。

「では、わたしから。お兄様、親しん善ぜん大たい使しの件、ありがとうございました」

　エスカ・トロネアから正式に任命され、フローレンスの大使としての立場は公的なものとなっている。

　話が重苦しくなるのは分かっているから、先に明るい話題から入るのは悪くあるまい。セリスも表情を和やわらげて乗ってくれた。

「こちらとしても絶ぜつ妙みような時期だった。よくやってくれたな、フローレンス」

「エスカ・トロネアの役に立てたのなら、幸いでしたわ」

「そう言えるか。やっぱりお前を送ってよかったよ」

「嫁とつぎ先に尽つくすのが、王女としての務つとめ。その点で言えば、わたしの行いは相応しくなかったかもしれません。けれど及きゆう第だい点てんはいただけたようで何よりですわ」

　祖国を優先する人間を自国の王族として迎えたい国民はいない。エスカ・トロネアという国の信用のためにも、母国より、自国となる嫁ぎ先を優先するべきだ。

　そういう意味でフローレンスは、帝国に尽くしたとはとても言えない。国どころか、個人の感情で動いてしまっている。

　しかし両国に利を提示し、上手く落としどころを見つけ、達成した。だから及きゆう第だい点てんなのだ。

「安心した。お前は安全より最善を選ぶようになっていたからな」

「お兄様より、少しばかり分ぶの悪い勝負をかけただけですわ。わたしが賭かけ代しろに乗せなくてはならなかった代価の重さは、お兄様とは比べ物になりませんし」

　だから踏ふみ出だせた。それだけだ。

（お兄様から見れば、わたしが得ようとしたものは、代価を賭かけて臨のぞむほどのものではなかったのでしょうけど）

　エスカ・トロネアにいたときのフローレンスなら、セリスと同じように考えていたはず。

　だが、今は違う。愛した気持ちを捨てられない。

「わたしの理想はイスカです。けれどどうやら、目標はやはりお兄様のようですわ」

「光栄だな。もし会って詰なじられたらどうしようかと思っていたよ」

「落らく胆たんさせずにいられたこと、光栄に思います。それに、もしわたしがお兄様を詰るのなら、その前にわたしも同様にされなくてはなりませんわ」

　セリスはエスカ・トロネア王太子として、西大陸のためにフローレンスを帝国に差し出した。犠ぎ牲せいを許容する判断は、無情と言われても否定できない。だがそれと似たようなことを、かつてフローレンスもセリスにしている。

「実はわたし、ウルアトシェ閣かつ下かが騎き士し団だん領りように攻せめ込こんだとき、お兄様を見捨てたのです。ラハ・ラドマには関わる必要のない戦いくさでしたから」

　力になりたい気持ちはあった。けれど現実にフローレンスが選んだのは、関わらないでおく道。

　救きゆう援えんに行くことを選んだのは、イスカとアルフルードだ。

「俺がお前でもそうしたよ」

「わたしがお兄様でも、帝国の要求を受け入れたでしょう」

　なぜならそれは、当然だから。お互いに。

　穏おだやかに微笑するフローレンスに、セリスは満足げにうなずいた。

「お前がエスカ・トロネアの王女であることを、俺は誇りに思う。一時は二勢力以上を一度に相手にすると覚悟したからな」

　さほど労を感じさせない調子で語ったセリスは──心なしか顔色が悪い。旅の疲つかれのせいか、それとも。

「お兄様、少しお瘦やせになりました？」

「食事が若干物ぶつ騒そうになったせいかな。まあ、そっちは大した問題じゃない」

　セリスは自分の身辺がより不ふ穏おんになっている事実をさらりと認みとめる。おかげでフローレンスにも、異母姉あねである第一王女リュシエラと正教会が、何を考えているかが分かってしまった。

「ついに乱暴な手段に出るつもりなのですね」

「時を待つ理由がなくなったからな」

　セリスの答えに、フローレンスは目を伏ふせる。

　正教会は事を起こす前に、大砂漠帝国の力を削そぐべく画かく策さくしていた。西大陸を割る戦となったとき、もしくは政変によって情勢が揺らいだとき、長年の忌いみ敵がたきであった帝国に隙を突かれないようにするためだ。

　そちらが叶かなわなかったので、次策として利益の提示による不ふ干かん渉しようを皇帝に求めてきたが、フローレンスとイスカの友となったメヘラザーテは正教会の手を取らなかった。

　帝国は不干渉どころかエスカ・トロネアに助じよ勢せいを決め、勢力図は大きく変化している。

（大たい勢せいが傾かたむいて、諦あきらめてくれればと思っていたのに）

　今の状況で正教会が打てる手段は二つ。

　一つは、セリスの暗殺。王太子であるセリスが死ねば、自然、その位はリュシエラと同腹である第二王子へと移る。セリスを支持している父王は抵てい抗こうするだろうが、そうなればリュシエラに対たい抗こうしうる血筋の持ち主は、その時点で第三王女ヴァレリアしかいない。

　フローレンスはヴァレリアと面識がなく、どのような人物であるかを知らなかった。リュシエラと同腹であるにもかかわらずセリスとはそう仲が悪くない、と聞きき及およんでいる程度だ。

　しかし想像に足る情報はすでに揃っている。

（お姉様たちと対立を深めていただろう状況で、仲は悪くなかったとお兄様が言ったのだから、ヴァレリアは中立か、信用はできない自じ陣じん）

　とはいえその彼女が、父王の後うしろ盾だてがあるとしても同腹の第一王女、第二王子を相手に、対抗馬として立ち上がってくれるかは──正直、厳しいだろう。

　セリスを殺せば、正教会はさほどの混乱を引き起こさずに、エスカ・トロネア王の首を挿すげ替かえ、新しい王と懇こん意いにできる。

　もう一つは、聖王アリオンの暗殺。

　こちらは乱暴な言いがかりとなるが、最も容易たやすい方法だ。自国の重要人物を手にかけ、敵対したい相手の責任にする。戦争を起こしたいときの常じよう套とう手しゆ段だんだ。

「……なぜ、そのような暴挙に訴うつたえなければならないのでしょうか」

　この場にはいない相手への疑問を、イスカは口にする。

「話し合うことはできませんか。事が起きる前に」

「皇帝を動かしたお前だ。気持ちは分かる」

　対話によって道を切きり拓ひらく。理想を成なし得えてしまったからこそ、イスカは可能性を捨てられない。

　セリスはイスカの意志を認めたうえで、しかし首を横に振ふる。

「だが無理だ。皇帝は国の主として戦争をした。だからフローレンスとの婚姻という交こう渉しようの余地があったんだ。一時的であってもな。そのあとお前が皇帝を歩み寄らせたことは奇き跡せきだと、俺は思っている」

　セリスが作った時間でイスカはメヘラザーテと話す機会を得て、彼の民たみと臣しん下かと共に信しん頼らいを結んだ。

　だがそのためには、互いに受け入れる気持ちが存在しなくてはならない。幸いにして、メヘラザーテには充分な素そ養ようがあった。

　けれど。

「自分のために戦争をしようって奴やつを説得するのは難しい。……俺の姉上はな、王族として生きているというのに、『個人』なんだ。絶対に聞き入れない」

　セリスの強い断だん言げんに、イスカは言葉を継つげなかった。

　数字によって行動を決めるセリスだが、感情がないわけでは──やはり、ない。

（人の心を疎おろそかにするなとわたしに教えたのは、お兄様だもの）

　傷付けられた心が生む力を知っているからこその、忠ちゆう告こく。

　そして対立するようになった姉きよう弟だいに情があるのだから、行動しなかったわけがない。

　弟として、兄として、王太子として。

　しかしどの言葉も届かなかった。だから諦めた。その先に続く結果への覚悟と共に。

　己よりずっと深い繫がりを持つセリスが下した決けつ断だんに、リュシエラと面めん識しきさえないイスカが何を言えるはずもない。

「お前たちの様子を見るに、大方の事情は察さつしているな？」

「おそらく大体は。けれど、改めてお話を伺うかがいたいとは思っていますわ」

「素直で結構」

　メヘラザーテから得た情報で、粗あら方かたは把は握あくできていると思うが、当事者のセリスから聞く方が確実だ。セリスももう隠かくし立だてをする気のない様子でうなずいて返す。

　ここにきてようやく、フローレンスとイスカはセリスと話せる舞台に上がったのだ。

「エスカ・トロネアは今、どうなっているのでしょう」

「ヴァレリアが俺の派は閥ばつに付いた。が、ここまでが限界だ。姉上を封ふうじるまでは叶わなかった」

「仕方ないと思いますわ」

　リュシエラは王宮内で二割程度の勢力を自陣に引き込めば、正教会が進軍に足る財の確保を達成する。様々な思惑の絡み合うエスカ・トロネアで、個人が八割以上の勢力を掌しよう握あくするなど不可能だ。

　それでもセリスが王宮内で拡大した勢力は、間違いなく情勢を動かした。

「お前たちのおかげで、正教会をこの賭けの舞台に引ひき摺ずり出せた。感謝する」

　正教会は無理を押せば、今でも進軍だけなら可能だ。

　しかし大砂漠帝国が彼らにその選せん択たくをさせない。武力衝突を現状で強行すれば、帝国に背後の隙を突かれるだけだ。それを防ぐために正教会が仕し掛かけていた策略は、フローレンスとイスカの手によって潰ついえている。

　侵攻したところで、あげられる戦果は南方に近いいくつかの国を陥かん落らくさせるのがせいぜいだ。長く空あければ帝国軍の聖王庁侵しん略りやくを許してしまうため、早々に引き返さなくてはならない。

　それで手にするのは僅わずかな財と大陸中の反感。割に合わないにもほどがある。

　セリスが余裕のある軍事行動を許さず、ラハ・ラドマが武力のうえで脅きよう威いとなり、帝国がエスカ・トロネアについた今、正教会は無理をしなくてはならなくなった。

　自ら手を伸ばしてきた正教会を叩き落とす好こう機き。セリスがずっと待ち望んでいた展開だ。

「いつまでも身内に構っていたら、どこから足を掬すくわれるか知れたものじゃない。そろそろ決着を付けないとな」

「ええ、そうですわね」

「では、正教会への対策に移ろう。彼らの目的はラハ・ラドマ国内での、俺と聖王の暗殺。これをどう防ぐか」

「難しい状況ですわね」

　セリスに関してはまだいい。自身の状況を正しく理解し、敵に対して備える心積もりがある。ラハ・ラドマの護ご衛えいを受け入れ、連れん携けいを取って対処すれば済む問題だ。エスカ・トロネア兵では荷が重くとも、ラハ・ラドマの精せい鋭えいは聖騎士相手でも引けを取らないし、地の利もこちらにある。

　だから、問題はアリオンだ。

（聖下は教きよう義ぎにとても忠実に育てられている。ラハ・ラドマのことも良く思っていない）

　現世における神の代理人だと教えられ、真実そうと思い込んでいるアリオンに、正面から忠告しても無む駄だだ。自分に傅かしずく教徒たちを疑うなど絶対にない。

　正教会はラハ・ラドマ国内でアリオンを襲おそい、それをラハ・ラドマがやったのだと言えばいいのだ。それだけでアリオンはラハ・ラドマへの聖せい裁さいを宣言する。

　あとは帰き郷きよう途と中ちゆうでエスカ・トロネアの人間にアリオンを殺さつ害がいさせれば完成だ。

　セリスや父王──エスカ・トロネア現政権の仕し業わざに見せかけ、後に第二王子クレイルを立たせたときに不都合がないよう、襲撃犯に自白の一つもさせればいいのだ。

　祝福に訪れた慈じ悲ひ深ぶかき聖王を手にかけたとして、エスカ・トロネア現政権とラハ・ラドマに暴ぼう虐ぎやく者しやの烙らく印いんを押し、聖戦の正義を唱える。そうして正教会の忠実な信徒は幼い聖人の死を悼いたんで激げき怒どし、理由を得た野心家たちはそれに便びん乗じようして、自国の地位向上を狙ねらって動き出す。混こん沌とんの時代の幕開けだ。

　つまりフローレンスたちは、こちらを蔑べつ視しし近寄ろうともせず、自身に降りかかる事態への危機感すら持っていない聖王を護まもり通さなければならないのである。

（だから、まずやるべきなのは──……）

「聖下に、ご自身の立ち位置を自覚していただかなくてはなりませんわ」

「それができればずいぶん楽になる。だが、難しいだろう」

　否定的な答えを返してから、セリスはフローレンスを見み据すえたまま、続けた。

「なあ、フローレンス。どうせなら途中まで乗っかってしまわないか？　帝国の支し援えんがある今なら、必要最低限の被ひ害がいを吞み込むだけで上手く片付く。聖戦を利用して、加か担たんした勢力の実権を根こそぎ奪うばってしまえばいい」

　あえてアリオンを見殺しにして、聖戦を起こさせる。

　そこでセリスが生き残り、エスカ・トロネアが采さい配はいを振るえる状態であれば、正教会を敗北に追い込むのは充分に可能だ。

　大たい義ぎ名めい分ぶんなど勝った者が捻ひねり出だし、歴史にしてしまうもの。特に今回のような、ただの覇は権けん争あらそいであれば。

　セリスにとっては有効だろう。その形で負ければ、正教会は立ち直れないほど力を落とす。代わりに、エスカ・トロネアが支配者としてますます力を得る。

　悪くはない。一気に問題が片付く。──しかし。

「お断りいたします」

　微笑みながら、フローレンスは突っぱねた。何かを犠ぎ牲せいにする展開は、フローレンスやイスカが望むものではない。

　それを起こさせないために、動くのだ。

「……だろうな。俺も借りばかり作るのは好きじゃない。だが、今後の脅威がなくなることも事実だ。それは考えておいてくれ」

「はい」

　セリスの発言は覚悟を促す警けい告こくである。フローレンスは事実として、平静に受け止めた。

　初めからその道へ進む必要はないが、アリオンに聖戦を宣言されてしまう事態も考え、心積もりはしておくべき。すぐに動かなくては、余計に被害が拡大するだけなのだから。

　フローレンスの反応を認めて、セリスは話を戻す。

「話をするにも、聖下と周りの連中を引き離すのは容よう易いじゃないぞ」

　アリオンと話ができればまだ何とかなるかもしれないが、彼は傀かい儡らいの聖王。余計なものを見聞きしないよう、常に護衛という名の監かん視しがついている。

「そこはきっと、何とかできます。内側で協力してくれる人に心当たりがありますから」

　その手の工作に長たけた人間が正教会に紛まぎれ込こんでいるのを、フローレンスは知っていた。

「それは頼もしい」

「ええ……。性格はとても奇き怪かいで、裏切られないよう気を付けなくてはいけませんが」

　しかしこれは、きっと彼にとっても楽しいことだから、上手く話を持っていけば嬉き々きとして協力してくれるはず。

「話す機会を得たとして、聖下は聞き入れてくださるだろうか」

「普通に話しては、まず無理ですわ」

　イスカの不安をフローレンスは肯こう定ていした。噓はつけない。

　考こう慮りよの余地なく絶対だ。十二年間の刷すり込こみ教育を受けた者に、会ったばかりに等しい人間の言葉が届くわけがない。少々強ごう引いんな手段に出る必要がある。

「聖下は教義にとても忠実に育てられていますので、こちらもそこを利用します。──アルフルード、貴方に手配を頼みたいものがあるわ。後で付き合ってちょうだい」

「承しよう知ちしました」

　具体的には明かさなかったが、アルフルードは問い返すことなく諾だくを答えた。

「どちらにしろ協力者との連携が必ひつ須すなので、上手くいく算さん段だんが付いたらお兄様にもご報告しますわ」

「分かった。俺の方には聖下へ働きかける手札はないから諦めていたが、お前が言うなら安心して待たせてもらおう」

「はい。良い報告ができるよう、力を尽くしますわ」

　不確定要素が多すぎるからまだ説明する段階にない、というのも事実。

　だが言わなかった本音には、その計画をイスカに告げるための覚悟の時間が欲しかったから──というのも、混ざっている。

　あまり、誇れる手段ではないから。

「ラハ・ラドマ内での聖下の安全は、わたしたちで請うけ負おいます」

　客人であるセリスを奔ほん走そうさせるには無理がある。彼は彼で、自分の身を護ることを第一に考えてもらわなくてはならない。

　情勢による流れとしてだけなら、起こり得る展開の一つとして受けとめている。しかしフローレンスの中には、世局を理解して尚なお、拭ぬぐいきれない憤いきどおりが存在していた。

（どうして、今なのかしら……！）

　正教会にしてみれば都合のいい舞台というだけだろうが、フローレンスにとっては人生の一大催事イベント。よりによって結婚式を謀ぼう略りやくの場にしなくてもと、腹立たしくなる。

　フローレンスが真剣な顔の下に私的な怒いかりを滾たぎらせていると、不意にセリスがくだけた苦く笑しようをした。

「お前の結婚式に、悪いと思っているよ。せめて本番ぐらいは邪じや魔まが入らなくて済むよう、俺も手を尽くそう」

「え!?」

　びくっとしてフローレンスは肩を跳はね上あげる。顔に出したつもりはなかったのに。

「イスカとの婚約破棄が嫌いやで、皇帝と話を付けてきたんだろう。気持ちがあるなら特別な一日になる。残念に思って当然だ」

「……」

　セリスの言葉を聞いているうちに、フローレンスは居いた堪たまれなくなって顔を俯けた。

（よ、よく考えなくても、結構なことしてたわね……！）

　政治的な意味合いだけではなく、感情的な部分で。

　当時は円満に状況を覆くつがえすのに必死だった。だが余裕を取り戻してから改めて考えてみると、あれは自分の気持ちを大々的に公表するに等しい行こう為いだったのではないだろうか。

「密みつ入にゆう国こくまで決行する相手だ。見事としか言いようがない。なあ？」

　言って今度は、もう一人の当事者であるイスカへと目を向ける。

「フローレンスは俺の理想を認めてくれました。だから俺も、彼女に噓をつきたくなかった。愛した女性を奪われて仕方ないと諦めるのは、俺が望む結果ではなかったから」

　多分にからかいを含んだセリスの物言いに一いつ切さい動じず、イスカは真しん摯しに肯定した。

　実際、恥じる必要などない気持ちだ。それを堂々と口にできる人ひと柄がらに、感動さえ覚える。

　──ただし目の前で、自分たちのことでとなると、感動より先に羞しゆう恥ちが際きわ立だつ。

（うぅ……っ。早く終われ、この話題！）

　視線を床ゆかに逃がしてやり過ごそうとしていたフローレンスは、頭ず上じようでイスカが自分を見て浮かべた微笑に気付かない。

「貴方も背を押してくれたでしょう」

（え!?）

　だが次に発されたイスカの言葉に、フローレンスは羞恥心を吹っ飛ばし、勢いよく顔を上げた。まさか、という気持ちで。

「悪いな。俺はそんなに優しくないんだ。きちんと考えて、さっさと諦めてほしかったのが本音だな」

　そしてやはり、セリスからは真逆の意図だったと答えが返された。人の言葉を素直に受け取るイスカだから、いい方に回っただけなのだと。

（それはそうよね）

　フローレンスは納なつ得とくした。しなかったのは当人であるイスカだ。

「約束を、果たしてくださるつもりはあったのだと感じましたが」

「まあ、それは噓じゃない」

「だから、ありがたく思っています」

　認めたセリスに、イスカは変わらない謝しや意いを示した。

「ああ、まったく。大した男だ、お前は」

　今度はセリスも否定せず、おどけて、しかしきっと真実の、降こう参さんの台詞を口にする。

「これはもう、お前たちの成せい功こう譚たんを題材にした恋愛活劇を作るしかないな。──ん？　あ、本当に悪くない。逆ぎやつ境きようからの大団円は、多くの人々に好まれる結末だからな」

「やめてくださいっ」

「ラハ・ラドマの名前を売るのにもいい手段だと思うぞ？　どうだ、義弟」

　フローレンスには実利を囁き、さらに先にイスカを懐かい柔じゆうしにかかってきた。

（イ、イスカは、どうなんだろう）

　恥ずかしいから遠慮したいのは本当だが、イスカにはあまり強く否と言ってほしくないような……複雑な心境だ。どきどきしながらイスカを見ると。

「皆の誇りを適切に扱あつかってくれるのなら、俺に否はありませんが」

　イスカの心配は、フローレンスともセリスともかけ離れた場所にあった。

　拍ひよう子し抜ぬけはしたが、ほんわかした優しい気持ちになる。それでこそだと思ったのだ。

「約束しよう」

　セリスにとっては些細な部分なので快かい諾だくし、続いて、フローレンスの説得に戻ってくる。和なごんでいる場合じゃなかった。

「これは売れるぞ、フローレンス？」

（く……っ）

　まったく本当に、弱いところを突いてくる人だ。

　羞恥と利益の間で揺れる葛かつ藤とうの末、フローレンスの心の天てん秤びんは確たる角度で傾く。

「…………実話を元にした仮想の物語です、とはっきり銘めい打うつのなら」

「妥だ協きようしようか」

　主役の片方がエスカ・トロネアの王女なので、セリスは相当乗り気なようだ。これは本当に作られることを覚悟せねばなるまい。

「まあ、先すぎる明るい展望はともかく、目前の問題を解決しないとな。頼たよれる妹のおかげで、俺は大分楽ができそうだが」

「お任まかせください。……ですのでどうか、少しは体を労いたわってください」

　命が危険に晒されている中で本当にのんびりできるはずもないが、日頃の政務から離れて休養できる機会でもある。

「……じゃあ、そうさせてもらうかな」

　フローレンスの心配を、セリスは穏やかな表情で受け入れた。

「では、そろそろ失礼します」

　久しぶりに会った親しい兄と話が弾はずんだにしても、時間を取りすぎだ。この辺で話を切り上げ、フローレンスとイスカは挨あい拶さつをして部屋を出る。

　それから主しゆ棟とうに戻るまでの間、イスカはずっと考え込み、沈黙したままだった。

「どうなさいましたか？」

　賓ひん客かくの目がなくなる主棟に入ってから、フローレンスはイスカを見上げて訊たずねる。気になったことがあるのなら、共有させてほしい。

「ああ、いや。そうではなく。──すまない、心配させたな」

　はっとした様子でイスカは微笑すると、不安に硬かたくなった表情を解ほぐすように、何気なくフローレンスの頰を撫なでてきた。柔らかく触れてくる熱はくすぐったくて、けれど優しくて、ほっとする。

「聖下のことを考えていたんだ」

「聖下の……ですか」

「俺は聖下にお会いする機会をここまで得てこられなかった。どのような方だろう？」

　イスカの問いにフローレンスが答えられる印象は一つしかない。目を伏せ、感じたままを告げる。

「……可か哀わい想そうな方でしたわ」

　聖王アリオン・ディ・ソエルメイカルダは孤こ児じ院いん出身だ。一歳の頃に神しん託たくで選ばれ、聖王に据すえられた。それからずっと、聖王庁の籠かごの鳥。

　聖席の権力者たちにとって都合のよい情報しか与えてもらえず、自身で考えることさえ許されない。当然のように、己の不自由さに気付いてもいない様子だった。

「聖下のお言葉は、聖下の意志ではないのです。与えられた原げん稿こうを鵜う吞のみにして読み上げているだけ」

「……そうか」

　フローレンスの心情と同様に、イスカの眉まゆもまた、切なそうにしかめられる。

「では何としても、話さなくてはな」

「はい」

　その先でアリオンがどういう決断をするかは、分からない。だがまずは、始めなくては。

　正教会の傲ごう慢まんに遠えん慮りよしてやる理由など、フローレンスたちには存在しない。

「聖下にご自身の状況をご理解いただくのは、先方の謀の回かい避ひのためですが……。同時に、ラハ・ラドマという国を知っていただければとも思っています」

　アリオンは名目だけの聖王だ。しかし彼が聖王の地位に在るのも揺るぎない事実。

　アリオンの口から発される言葉には、それだけで力がある。

（もしも思い込みをなくしたあとの聖下が、ラハ・ラドマを認めてくだされば……！）

　そこまで願うのは難しいだろうか。だが、どれだけの益えきをもたらしてくれるかを考えれば、働きかけるぐらいはしたい。

「なら、そちらも頑がん張ばらないとな」

「はい。わたしも頑張ります」

　ぐっ、と握にぎり拳こぶしを作り、意気込んで言ってしまってから我に返る。動作で感情を表すなんて、幼かった。つい気持ちがそのまま出てしまって、フローレンスはうろたえる。

　こうなれば、何食わぬ顔をしてさっさと手を下ろすしかない。

　しかしフローレンスが考えを実行する前に、イスカの手の平がフローレンスの拳こぶしの上に載のってしまった。引くに引けない。

「ああ。やってみせよう」

　身分に相応しくない気合いの入れ方だったのに、当然の顔をしてイスカはフローレンスに同意を示した。温かな熱を感じながら、フローレンスはふと、理解する。

　真っ直ぐに、心をこそ汲くんでくれるイスカだから、気持ちのままの振ふる舞まいが零れ出てしまうのだ。

　当たり前のように自分を肯定してくれる人の温ぬくもりが、嬉しくて愛しくて──大切にしたい。そう、心に沁しみた。

　もう距きよ離りなど感じない。受け入れ切った想いを自覚して、照れに少しだけ頰を赤くしながらも、フローレンスは笑顔でうなずく。

「はい！」

　絶対に、何も起こさせない。

　そして人の欲によって囚とらわれた一人の少年が、そこから解放されるようにと──願わずにはいられなかった。
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　この時期のラハ・ラドマは、大分大人しくはなるものの、降こう雪せつが皆かい無むではない。

　だが人の世の祝い事を、天候もまた祝福するかのように、ここしばらくは綺き麗れいな青空を見せていた。

　正教会信徒であれば、これは聖王がための青天だと言うかもしれない。

　聖王一行がラハ・ラドマに到着したのは、セリスから僅か一週間遅おくれ。距離を考えれば、正教会の方が先に出発していたのは確実だ。

　ラハ・ラドマの地へ聖王を踏み入れさせるなど大おお事ごとだろうに、揉めることなく、上層部の意見が一いつ致ちした背景が窺うかがえる。

　……もしくは、意見を貫つらぬき通せる誰かの一声で決まったのか。

　まずは護衛の聖せい騎き士したちが馬から下り立つ。その中に赤毛の青年を見つけて、フローレンスはほっとした。

　同時に、できれば関わりたくないという私的な感情も湧き上がってしまって、急いでそれを振り払う。今回協力してもらうのは、全面的にこちらの都合だ。敬けい意いと感謝を尽くすべきである。

　それから聖王の乗る馬車の扉とびらが開かれ、第四聖席に座すメレディス・パルポワが降りてきた。

（やはり来たわね）

　メレディスにとっても、計画成功のために失敗できない局面だ。必ず来ると思っていた。

　しかしメレディスの態度には、相変わらず気負いや焦りは感じられない。

　……それはそうだろう。彼女にとって、舞台に上げられた役者は眺めるだけのもので、所しよ詮せん他ひ人と事ごと。メレディスは己の安全を守るため、決して当事者にならない。万が一のときも、代わりに責任を負う生いけ贄にえを差し出すだけ。

（腹立たしい……！）

　許せない気持ちはある。だが外側から彼女を追おい詰つめるのは難しい。聖王庁では独自の法によって規律が守られ、俗ぞく世せいからの介かい入にゆうは阻はばまれる傾けい向こうにある。そしてフローレンスの最優先事じ項こうも、メレディスの排はい斥せきではない。彼女の謀略を打うち砕くだくことだ。

　メレディスに続いて馬車を降りたのは、第三聖席ソロン・サンレット。純じゆん粋すいな実力で選ばれた筆ひつ頭とう聖騎士でもある。

（……あの状況で、生き延びていたのね）

　最後に目にしたときと変わりない、威い圧あつ的てきな印象の大おお柄がらな男性。帝国で遭そう遇ぐうし一戦交まじえたときに、彼はかなりの大おお怪け我がを負ったはずだが、いたって頑がん健けんそうだ。

　人命の損そん失しつとならなかった安堵よりも、悪いが慄おののく気持ちの方が勝まさった。

　そして聖騎士たちに守られながら最後に姿を見せたのが、聖王アリオン。黄金の巻き毛に青い瞳をした、愛らしい容よう貌ぼうの少年だ。しかしその顔に浮かぶ表情は、一目で分かるほど不ふ服ふくを訴えている。
















　抱いた不満はすぐに声に出された。歓迎の言葉を待たずに、アリオンは口を開く。

「これは一体、どうしたことか」

「いかがなさいましたか、聖下」

　厭いとわしげに──否、恐きよう怖ふと呼んだ方が近い様子で顔を歪ゆがめつつ、アリオンは周囲を見回し、続ける。

「聖水はどこだ。清めた聖せい布ふを早く敷しけ。穢けがれの地に、我わが聖なる身を触れさせるわけにはゆかぬであろう」

　発された言葉に、出迎えに揃ったラハ・ラドマ側の人々の間に、落胆と諦めの混ざった空気が満ちた。

「む……。それは……」

　アリオンの要求に、ソロンは口ごもる。備えがないようだ。

　アリオンの主張は彼に施ほどこされてきた教育そのままであり、教えてきた側のソロンが「穢けがれを気にする必要はない」とは言えない。かといって口が回る性た質ちでもなく、上手い言い訳を答えられないようだ。

「それは凡ぼん百ぴやくの者の場合ですわ、聖下」

　ソロンに代わって口を開いたメレディスに、アリオンは素直に顔を向ける。

「聖下は神に選ばれしお方です。御おん身みに宿る神しん威いがこの地を浄じよう化かすることはあれど、その身が邪よこしまなるものに侵おかされるなどあり得ません」

「……そう、であるか？」

「御ぎよ意いに。どうぞ、安心してお進みください」

「うむ」

　メレディスの再度の肯定を受け、アリオンはあっさり納得すると馬車から降り、地に足を着けた。

「助かった」

「役割だけきちんと果たしてくれれば構わないわ。ない引き出しは開けられないもの」

　肩を竦すくめたメレディスに、ソロンは面倒そうに息をつく。

「そうでなければ困る。まったく……」

　それから顔を上げ、フローレンスと共に出迎えているイスカへと、同意を求める眼差しを向けてきた。刃やいばを交えて感ずるものがあったのか、どうやらソロンはイスカを同類認にん定ていしているようだ。

　ソロンは西大陸全体で見ても、戦せん闘とう能のう力りよくにおいて上位の実力者に違いない。そしてイスカも。それは彼らが人生の多くの時間を武術に費ついやし、ときに犠牲を払った証明である。

　ソロンは自身の生き方に満足しているようだった。しかしイスカは投げかけられた視線に対し、哀あい惜せきを帯おびた表情で微かすかに首を横に振る。イスカの反応に、ソロンは不満げに眉を寄せた。

「改めまして、聖王陛下。ようこそラハ・ラドマにお越しくださいました。心より歓迎申し上げます」

　ソロンから目線を外はずしたイスカは、気温以上に冷え切った空気の中、穏やかに歓待の意を述べる。偽いつわりではない敬意は周囲に満ちた重たい気配を癒いやし、言葉が終わる頃にはぎこちなさも消え失せていた。

「余よを迎えられた僥ぎよう倖こうを、神に伏し感謝せよ。犯おかした罪は未いまだ消えずとも、其方そなたたちの生は深き慈悲によって許されている。余の訪れをその証あかしと思え」

「──……」

　イスカの答えは、さすがに一拍窮きゆうした。

「聖下に足を運んでいただいたこと、光栄に思います」

「うむ」

　絞しぼり出だした答えはアリオンの言葉を完全に肯定した形ではなかったが、幸いアリオンは気に留とめずに首しゆ肯こうする。

「そして、フローレンス姫。其方もつくづく、神に期待された娘であるな。こうも立て続けに困こん難なんに見み舞まわれるとは」

「ありがたきことですわ」

「良い心がけだ。其方は帝国皇帝との婚姻という試練を乗のり越こえた。此こ度たびの余の祝福も、其方の力となるよう祈いのっておる」

（うーん……）

　フローレンスは目に見えるものしか信じない主義だが、確かにメヘラザーテとのあれこれは上手くいった。もしやアリオンには、真実聖人じみた力があるのだろうか。

　もっとも、あってもなくてもフローレンスにとってイスカとの婚姻が幸せでしかない以上、文字通りの意味としてしか効果を成さないはず。

「大変、心強く思います」

（祝福してもらえるだけでラハ・ラドマに意味があるのは間違いないしね！）

　フローレンスが膝ひざを折って礼をし終えたところで、イスカが挨拶の締しめに入る。

「では、聖下。どうぞ心安くお寛くつろぎくださいますよう」

「うむ」

　イスカに促され、アリオンはソロンとメレディスのみを連れて宮きゆう殿でんへと入っていく。聖席であるソロンとメレディスは貴族と同等の扱いだが、他の聖騎士は他国の護衛と同じように、別べつ棟とうで過ごしてもらうことになる。

　そして正教会の全員がその場を去ったあとで、フローレンスは赤毛の聖騎士が立っていた辺りへと行き、周囲を調べた。

（わたしたち宛あてに残すつもりがあるのなら、多分……）

　期待通り探し物はすぐに見つかって、雪に埋もれた紙片を拾い上げる。書かれていたのは僅か一文。

『貴女あなたと語ったあの場所で』と。

　紙片を横から覗のぞき見たイスカは、首を傾げる。

「いくつか候補がある書き方だが」

「いえ。この状況で何時間も王宮を離れて闘とう技ぎ場じようへ行けとは言わないでしょう。以前滞在していた部屋も、今空いているかどうかは彼には分かりません。ですからこれは……」

　指示に該がい当とうするのは一ヶ所だけ。

　かつてフローレンスが毒花による歓迎から逃げるために〝ハイヴィス・クライメル〟を連れ出した、北の庭園だ。
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「やあやあフローレンス姫、イスカ殿下、それとアルにプライエル殿どの、久しぶり」

　フローレンスたちが伝言に従い庭園を訪れると、そこではすでにカフィエズが待っていた。ただし聖騎士ではなく、西大陸貴族の装よそおいである。髪かみ色いろも顔付きさえも変えて、残っているのは声と口調ぐらいだ。

　恐おそろしいことに、これがまた自然で似合う。どこにでもするりと入り込む技ぎ能のうは、本当に優ゆう秀しゆうだ。

「取れる時間はどれぐらい？」

「要件を話すぐらいはどうとでも言い繕つくろうよ」

「余裕はないのね。──でもまずは、感謝をさせてちょうだい。来てくれてありがとう」

「どういたしまして」

　カフィエズの真しんの役職は帝国工作員で、部下も正教会内部にいるらしい発言を、フローレンスは過去に耳にしている。しかしさすがに同行させることはできなかったようだ。

　むしろ厳選されただろうラハ・ラドマ行きの聖騎士の中に、平然と紛れ込んできた彼の実力こそ驚きよう嘆たんに値あたいする。

　カフィエズならばやるだろうと思っていたが、姿を見て安堵したのは間違いない。これで計画が進められる。

　能力だけは信頼に値あたいする人材だ。能力だけは。

　フローレンスは考えただけだが、アルフルードはためらわず直言する。

「それでもう少し精神的にマトモならな。お前、ちったァ殿下を見習ってみねーか」

「くっ、ふっ。浅いね、アル。僕の能力は僕だから価値があるんだよ。考えてごらん。僕の能力持ったイスカ殿下とか、何の役にも立たないよ」

　カフィエズが得意とする潜せん入にゆう工作には、人を欺あざむき陥おとしいれる技術と覚悟が必要だ。負の感情も娯ご楽らくにして遊べるカフィエズには向いているが、善良なイスカにはまず不可能。

「……」

　カフィエズの言葉に、沈黙が流れる。

　一いつ瞬しゆん自分に向けた意識を、さっと逸そらした皆の心中を敏びん感かんに悟さとり、イスカは表情を引きつらせた。

「待て。どうして俺に飛び火した？」

「君が愛されているからだよ！」

「そう……なのか？」

　わざと話を外しているのに、前後が間違っていないので軌き道どう修正しにくい。

（話わ術じゆつって怖こわいわよね……）

　しかし幸い、フローレンスは論ろん点てんを見失うほど振り回される思考をしていなかった。カフィエズの戯たわむれをぶつりと断つ。

「変わりなくて残念だけれど何よりだわ。では、本題に入りましょう」

　聖騎士の一人が長らく所在不明なのは危険だ。騒ぎにつながる。

「うん。じゃあ君たちがどうするつもりなのかを聞こうか」

　ここにいる以上はフローレンスたちに協力する心積もりがあるのだろうし、きっとメヘラザーテも言い含めてくれている。しかし素直に従うかはまた別だ。

　だがカフィエズからはこちらの動きをそれなりに楽しみにしている様子が窺える。主導を任せた、試している言い方だった。

　彼の期待を裏切らなければ大丈夫だと判断し、依頼を口にする。

「聖下を城下の案内に連れ出したいの。パルポワ卿きようからわたしに申し入れさせるように仕向けてちょうだい」

「不可能ではないと思うけど。君、結構無茶言うよね」

　ソロンの驚きよう異い的てきな戦闘能力、及び精神性を目の当たりにしたあと、フローレンスは彼らのことを精査し直した。

　正教会はかつて大砂漠帝国相手に大勝したラハ・ラドマが、文字通り『鬼き人じん』と呼ばれるほどの力を身に付けているのを知り、本気でその力を得る──超こえる術を模も索さくしたらしい。緩ゆるやかに力を求めなくなったラハ・ラドマや、人を生き物として扱う以下のことはしなかった帝国とは一線を画かくするやり方で。

　聖王庁はその性質上、物量で戦力を補うのは難しい。強大な力を得るためには、全員が精鋭になる必要がある。

　親から子へ、子から孫へ──。優すぐれた心身を持つ者同士を掛かけ合あわせ、鍛きたえ、現在に至る。

　ラハ・ラドマが力を付けてきた歴史と似ているが、大きく違うのは彼らが『今』使われるために磨みがかれ続けてきた優良血統種だということ。

　身体能力は自分よりもソロンの方がはるかに上回る──と、イスカから聞いている。だからこそ常時活かつ性せいという異常な負ふ荷かに聖騎士たちの肉体は耐え、生きていられるのだ。

　聖王庁の中で、聖王庁のためだけに鍛え上げられた剣けんである聖騎士は、己の意見など持たない。面倒な思考を持つ強大な力など、即そく座ざに処分対象となる。

　だからカフィエズが聖王の視察を進言するには、相当上手くやらなければそれだけで危険なのだ。

「失敗したら逃げてちょうだい」

「あ、いいんだ？」

「もちろんよ。貴方はメヘラザーテ陛下からお預かりしている人材だもの」

「陛下は気にしないと思うけどね」

　それが必要だったと納得すれば、黙もくして受け入れるだろう。メヘラザーテは喪うしなうことにも慣れている。

　フローレンスもそうだと思う。だが言うべき言葉は変わらない。

「犠牲は出したくないの」

　そもそも、そのために策を巡らせているのだから。

　正教会にとっての最善は、セリス、アリオンの順に始末する展開だが、今の状況で多くは求めまい。アリオンを害する機会を、積極的に作ろうと画策するはず。

「くっ、ふ。君、実は賭け事好きだろう」

「いいえ。これは賭けじゃないわ」

　今後のラハ・ラドマのために手にしておきたい条件。ただそれだけ。

「わたし、お兄様と皇帝陛下をもう少し見習おうと思ったの。いたずらに守っていては勝しよう機きを逃すわ。今は動くべきときよ」

（たとえ隙を生んだとしても、ね）

「正直言うと、僕は乗り気になれないなあ」

　言葉そのままに不服を滲にじませ、カフィエズはフローレンスの反応を眺める。対するフローレンスは、あえて堂々と満面の笑みを返してやった。

「貴方がそう言うなら自信がついたわ。じゃあ実行ということで」

　カフィエズは停てい滞たいを嫌きらう。

　メヘラザーテが教えてくれた彼の性質をはき違えなければ、カフィエズは比ひ較かく的てき精せい勤きんに協力してくれる。カフィエズの面おも白しろいこととは、何も騒そう乱らんに限定されない。

　帝国では咲かせるのに苦労しただろう花冠の王女エスカ・トロネアラを見事育て上げたように──本当に単純に、変化を見るのが好きなのだ、きっと。ただし、二度目は興味を持たない。咲かせただけで満足するか、その先、さらに美しさを追求する精神性を持つかは、まだ付き合いの浅いフローレンスには判断しかねる。

　注意すべきなのは、彼が魅力を感じる要素を、正教会以上にこちらが保たもち続けること。

　変化を好むカフィエズが乗り気ではないと言ったからには、フローレンスがこの計画によって得ようとしている未来は、成功の目があると彼も考えたのだ。

　無事に事が成されれば、西大陸の世情が安定する。つまり面白くなくなる。だから意欲の減げん退たいを訴えてきた。

　しかし彼の気を引き立てる展望が皆無なわけではない。フローレンスにはカフィエズに断られない確信があった。

　カフィエズも一拍遅れてフローレンスと同じ思考を辿ったようで、小さく笑う。

「くっ、ふ。まあいいか。君が目指すそこに至るまでは楽しいからね」

「そしてその先は、辿り着いてからのお楽しみよ。見ているといいわ。和がもたらす発展の様子を」

　文化の発展には賢けん人じんが必要だ。そして賢人は教育なくして生まれない。教育を施すには余裕がいる。多くの人々の生活に余裕ができれば、才能が芽め吹ぶきやすくなるのだ。

　それもまた変化であり、何より──カフィエズ自身にも訪れるかもしれない。

「その間に、貴方の趣しゆ味みが変わっている可能性もあるわね」

「僕がねえ……。どうかなあ」

　懐かい疑ぎ的てきにカフィエズは首を捻る。フローレンスとしても希望を言っただけなので、本気で思っているわけではない。そもそも、言った通り未来は誰にも分からないのだから。

「すみませんが、諸もろ々もろ、解説をお願いできますか」

　とりあえずフローレンスとカフィエズのやり取りが一段落した頃合いを見計らって、アルフルードが挙きよ手しゆをしつつそう言った。

「聖下の視察に、この間頼まれたものをどう使うんです。今更情じよう緒ちよ教育でも始める気ですか？」

「まさか。もっと衝しよう撃げき的てきに使うのよ」

　フローレンスの答えに、アルフルード同様、イスカもただ首を捻る。

「この間アルに頼んでいたものって、犬だよな？　衝撃的に、とはどういう……？」

　生き物が関わっているからだろう、不安そうだ。もちろん心配されるような酷ひどい扱いをするつもりはない。犬にもアリオンにも危険はないようにする。

（……まあ、犬の方は『待て』が長くてちょっと辛つらいかもだけど）

　そのために、躾しつけの行き届いたソリ引き用の大型犬を見み繕つくろってもらった。

「駄目だなあ、二人とも。君たちはもうちょっと──」

「聖下は聖典の教えを信じていて、自みずからが神の代理人であることを疑っていない。この二つが揃っているなら、聖下にとって聖典が綴つづる聖人の奇跡は歴史になる」

「ちょっ、フローレンス姫！　僕、蔑ないがしろにされるのは嫌いだよ！」

「中身のある発言だけ相手にしてあげるわ」

「うわぁ……」

　カフィエズから微び妙みようそうな声が上がったが、楽しんでいる気配もするから大丈夫だ。

　フローレンスにとって──というか、中央から北に生きるほとんどの人々にとって、聖人の偉い業ぎようとは、事実に大量の脚きやく色しよくを盛った『物語』だという認にん識しきである。

　道に迷った聖人が鳥の声を聞いて目的地に辿り着いたとか、雷らい雨うが起きて蛮ばん族ぞくの侵しん略りやくを退しりぞけたとか、開かい拓たく民みんを襲おうとした猛もう獣じゆうに語りかけ大人しくさせたとか──そんな逸いつ話わを真剣に信じる者はそうそういない。

　だが心の底から信じているなら、その人にとっては史実だ。

「正教会の教育を逆さか手てに取るの。神の代理人であれば当然可能であろう、聖典に描かれている事実を、体験してもらうのよ」

「伝えられているような奇跡は現実には起こらない、と知ってもらうわけですか。自分が聖人であることを疑うか、もしくは聖典の正しさが揺らぐか」

　どちらにしろ、ヒビは入る。

「聖典には、動物と意思を通わせる描びよう写しやが少なからずある。だから犬なのか」

「はい」

　本ほん能のうに忠実な獣けものだからこそ、己の身に宿っているはずの神の威い光こうが届かなかったとき、現実を誤ご魔ま化かせない。

「正教会の聖王と接せつ触しよくできる稀まれな機会は逃せませんわ。これは好機でもあるのです」

　負けるつもりで戦う者はいないが、負けた場合のことは考えておかなくてはならない。被害をどう抑おさえるかは重要だ。

　正教会の意思を牛ぎゆう耳じる第四聖席メレディス・パルポワは、勝利に重点を置く策を取る。

　帝国の南州総そう督とくを巡る事件の中で、フローレンスはメレディスの性格をいくらか知った。あのときの行動だけで判断できる。それぐらいメレディスが取った方針は徹てつ底ていしていた。

　メレディスの被害を抑えるやり方とは、自分を守るためだけのもの。他人を切り捨て、己に降りかかる悪影響のみを最小限に留めようとする。

　当然、自分の利のためになら同様の非ひ道どうも厭わない。

　聖王アリオンを尊とうとい犠牲にして、目的を達成しようとしている今のように。

（ならばこちらが拾ってやるまでのこと）

「まずは一つ、聖下の常識を壊こわします。そのための城じよう下か視し察さつです。ラハ・ラドマの民と直接触れ合っていただきましょう」

「……効ききますかね？」

　フローレンスの言葉に、アルフルードは難しそうな表情で言った。ラハ・ラドマ国民を蔑さげすむ偏へん見けんに満ちたアリオンが、少しばかり民と直じかに話したところで、その心境に劇げき的てきな変化が起きるかどうかといえば……無理だろう。

「単たん一いつでの奏そう功こうは期待してないわ。そちらは思い返してもらったときに効果が出ればいいの。経験しておけば、記き憶おくに残るから」

　そこまで言って、フローレンスは口を閉とざす。少しだけ、覚悟を決める間を置いた。

（人として、褒ほめられる考えではないわ）

　イスカに提案するのが怖かった。だが言わないわけにはいかない。イスカに伝えずフローレンスの独断で動くのは、あまりに身勝手だからだ。

　嫌けん悪お感かんを抱かれるかもしれない。でも、必要だとフローレンスは判断した。

　……これしか思い付かなかった、というのも事実。

　だから唾つばを嚥えん下かし口の中を湿しめらせると、迷いのない口調を作って言葉を発する。

「本命は、聖下を危機に直面させること。彼のための奇跡は起こらず、神の手が都合よく差さし伸のべられもしないと理解していただくために」

　考えさせるつもりはない。痛感してもらう。

「フローレンス、それは……」

　イスカがためらう声を上げた。彼が言わんとする内容は、その一言だけで察せられる。

　聖典と同じようにできなかったと、そう知ってもらうだけで充分なのではないか、と思っているのだ。

（それではきっと、届かない）

　こちらがアリオンと接触できる機会は限られている。一いち撃げきで打ち砕くだけの最大効果を狙っていくべきだ。

「必要だと考えます」

　荒あら療りよう治じになる。アリオンには怖い思いをさせるし、今まで信じていたものが一気に失われるのだ。精神にも強い負ふ担たんがかかるだろう。しかもそれを、意図して行う。

　傷付けるのが前ぜん提ていの案に、イスカが賛成できない気持ちは分かる。だから非難は受け止めるつもりだ。

　真正面から視線が交こう錯さくして、イスカは少し、良心が咎めたような顔をした。フローレンスと同じように。

「分かった」

　だが次に発された言葉はただひと言、肯定だ。

「おや、意外だ。君はもっと嫌がるかと思った」

「聖下にすまなく思う気持ちはある。だがそんなことはフローレンスだって同じだろう」

　カフィエズの言葉にイスカは首を振り、きっぱりと答えた。

「そのうえでフローレンスが必要だと言うのなら、俺が逃げるのは卑ひ怯きようだ」

「……わたしは、貴方ほど優しくありませんから」

　イスカがどうしても無理だと言うなら、案を捨てるつもりでいたのは本当だ。しかしフローレンスには彼を説得できる自信があって、落ち着く先も予想の範はん囲い内。そしてラハ・ラドマにとって望ましいからと、真っ先に口にできるぐらいには、アリオンの心に負担をかけることをただの数字で判断している。

「……だから、貴方の判断を仰あおぎたかった」

　黙だまって実行してしまっては、ただの暴走だ。それを避けるために、イスカの意思は絶対に確かめなくてはならない。

　イスカならば、人として守るべき一線を違たがえはしないという信頼があった。

　どれだけ有効であっても、許されざる禁じ手というものが世の中には存在する。自分の常識だけでは不安だったから、イスカを頼った。

「本当に、いいと思っていらっしゃいますか？」

　フローレンスが言ったからとか、代案がないからとかではなくて、イスカの中で本当に許せるのか。

　もう一度問われてイスカは瞑めい目もくし──己の心と向き合ってから、うなずいた。

「ああ。そのように育てられたのは聖下の責任ではないが、それでも聖下には知るべきだった多くのものを、きちんと受け止めてほしいと思う」

　他者の都合で籠の鳥として囲われてきたアリオンが受けた教育は、暴力と呼んで差さし支つかえない。

　歪んだ価値観で生きているのが、アリオンの咎ではないからこそ。

「一度に叩きつけることになるのは申し訳ないが、聖下には自身で判断する権利があるはずだ」

　そのために必要な過程だと、認めたイスカの答えにも迷いはなかった。

　ならばと、フローレンスは決める。

「ではこれより、聖下を正教会から切り離すための工作へと移りましょう。そして彼を護り抜きます」

　戦争を止める。そしてさらに、その一歩先へと進むために。
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　アリオンの城じよう下か視し察さつは、ほどなくして叶かなった。

（カフィエズが上う手まく仕向けてくれたおかげね。懸け念ねんはついてきたけど……）

　視察の話を切り出させるのは成功したが、メレディスから条件を一つ付けられている。

　それはラハ・ラドマ側の人間の随ずい行こうはフローレンスのみ、というもの。警けい戒かい心しんしか湧わかない。

　聖王の障さわりになるとか失礼な言い訳を付けてきたが、要は邪じや魔まだからに決まっている。

　フローレンスはそっと、緊きん張ちようを含ふくんだ息を吐はいた。

（攻こう勢せいに出るというのは、怖こわいことね）

　どうしたって相手に突つけ入らせる隙すきが生まれる。可能性のすべてに対策を取っていたら、とてもではないが手が回らない。だが最低限の条件は整えたつもりだ。

　正教会側の付つき添そいは、幸いにしてカフィエズだった。計画の成功率が上がったのは喜ばしいが、同時に気がかりでもある。

「……貴方あなた、素す性じようがバレているわけではないのよね？　まだ無理をしてもらう段階ではないわよ。どうやって決まった人選なの」

「細工有りのくじ引き。人選はサンレット卿きように任まかされて、彼は面めん倒どうがってくじにしたからそこにちょっとね」

「そう」

　ソロンはその手のことに頓とん着ちやくしないだろうから、それ自体には安あん堵どする。だが。

「でも、もう危ないと思うわ」

「そうだね。悪いけど、次から何かあっても、もう君たちとは接せつ触しよくできないよ」

「分かってるわ。ありがとう」

　アリオンの視察を誘ゆう導どうしたうえ、その付き人となって同行し、そこでメレディスの仕し掛かけた何かが失敗したら、間違いなくカフィエズは疑われる。後のためにも、彼には聖せい騎き士しでいてもらわなくては困るのだ。

　危ない線を踏ふんでいる自覚は、カフィエズの方が余よ程ほどあるはず。それでも同行を選んだのは、フローレンス側に付き人が許されなかった以上、堂々と側にいられるのが、正教会の聖騎士だけだからだ。

　何かが起こったときにすぐ対処できるように備えて、という配はい慮りよだが──

「必要なかったかな？」

「いいえ。安心は増したわ。ただ、それを貴方にさせたわたしは不ふ甲が斐いないわね」

「付つけ焼やき刃ばの連れん携けいなんてこんなものだよ」

「……関係はあるわね」

　間違いなく一いち因いんではあるが、何となく、慰なぐさめられている気がする。

「ってことは、もともと僕の同行は期待してなかったよね？　護ご衛えいはどうするつもりだったのさ」

「町中での心配はしていないわ」

　正教会がアリオンを害するのなら、人目のない所か、もしくは人目のある所でラハ・ラドマ、もしくはエスカ・トロネアの責任にできる状じよう況きようを作らなくてはならない。だが町中ではどちらの条件も成立させるのは困こん難なんだ。

　城下には結婚式に向け早々に訪おとずれて、暇ひまを持て余した多た国こく籍せきの貴族がいる。彼らの口をすべて塞ふさぐなど、現実的ではない。勝敗が決まる前にエスカ・トロネアにケンカを売ろうと言う物好きはまずいないし、フローレンスが王おう太たい子し妃ひとなる以上、ラハ・ラドマも同じである。

（問題はその先、なのよね）

　せっかく隣となりに情報源がいるので、聞いておくことにする。もっとも、自分から口にしないあたり、望のぞみは薄うすいだろうが。

「パルポワ卿きようの行動は把は握あくしている？」

「詳しよう細さいは追えなかった。でも彼女が聖騎士を動かしていたのは確かだよ」

「……でしょうね」

　視察に何かが仕掛けられた確信だけは持てた。覚かく悟ごをしておこう。

　少し距きよ離りを置いてあるが、ラハ・ラドマ兵に護衛としてついてきてもらってはいる。

　カフィエズ以外の聖騎士たちにも、今のところ動きはないようだ。あったとしても、彼らの監かん視しを請うけ負おったイスカが対応してくれる。イスカの空間認にん識しき力りよくがあれば、監視している相手の人数が変化したのを見落とす、などという事態は起こらない。

　それはカフィエズの正体が発覚していない証あかしでもある。もしカフィエズが怪あやしまれているのなら、アリオンとフローレンスの余計な接触を阻はばむための人員がつくはずだからだ。とっくにバレていて、一いつ緒しよくたに片付けようとされているのでない限り。

　後ろに従うカフィエズと背中で受け答えをしていると、先を行くアリオンが振り返って声をかけてくる。

「フローレンス姫、どうした？」

「いいえ、聖下。何でもありませんわ。参りましょう」

「うむ」

　メレディスがラハ・ラドマの人間の同行を許さなかったのは邪魔だからだが、アリオンも同程度には望んでいなかった。この視察にも意い欲よくは感じられない。

　一つ意外だったのは、付き添いの信しん徒とが一人だけという状況に、アリオンが不ふ審しんを感じていないことだ。大勢に傅かしずかれるのが日常の生活を送っていれば、多少なりと違い和わ感かんを覚えそうだが──。

「聖下、その、従者が一人というのは不ふ便べんではありませんか？」

「其方そなたは不思議なことを言う。従じゆう者しやなど、式典のときに控ひかえ侍はべるのがせいぜいであろう。教養を学び終え、今の余よは多くの時間を私室にて神への祈いのりを捧ささげるのに使っておるが、聖せい務むを邪魔する者などおらぬ。扉とびらの向こうに聖騎士が一人いる程度だ」

「そう……なのですね」

　正教会は必要以外の手間をかけなくて済むよう、アリオンの日々を予想以上に窮きゆう屈くつにしているようだ。

　自分がいるのは設しつらえがいいだけの牢ろう獄ごくであると、アリオンは気付いていない。不ふ遇ぐうを意識しないまま、逆にフローレンスへと同情の眼まな差ざしを送る。

「しかし、其方も哀あわれであるな。せっかく帝てい国こくから戻もどれたというのに、また奴ど隷れいの国に来なくてはならぬとは」

「そう思われますか？」

「当然であろう」

　言って、門から足を踏み出したその一歩は──柔らかな粉こな雪ゆきによって迎えられた。

「む？」

　沈み込む感かん触しよくに戸と惑まどったのだろう。アリオンは首を傾かしげ、そろりと足を浮かす。

「おお……？」

　型通りに残った足あし跡あとに、楽しげな声を上げた。何ということのない現象だが、ほとんど外出などできないアリオンにすれば、些さ細さいな変化も重大な初体験になる。

　昨夜久しぶりに雪が降ったので、真っ白な新雪によりくっきり足跡がつく。
















　アリオンは辺りを見渡し、雪かきを終えた道ではなく、人の手が入っていない雪の上を選んで歩き出す。

（分かる、分かるわ……。わたしも思ったもの……！）

　アリオンの年齢であれば、フローレンスも新雪に足跡を付けて回って、はしゃいだかもしれない。

「気に入りましたか？」

「！」

　笑いを堪こらえる声でカフィエズに訊きかれ、アリオンははっと目を見開く。それから自らの行いを省かえりみて、白はく磁じの肌はだをみるみる紅こう潮ちようさせる。

「な、何を馬ば鹿かな！　この地は穢けがれに満ちていて、そこにある物はすべて不ふ浄じようで……。だから、別に面おも白しろくなどない！　余は聖王であるのだぞ。不浄なものが気に入るなど、あるわけがないであろう！」

（あ、楽しかったんだ）

　必死に言いい募つのるアリオンの心境など、誰だれから見ても筒つつ抜ぬけだ。そして引きこもりだったフローレンスには、今のアリオンの気持ちがよく分かる。

「自由に外を歩くのって、それだけで楽しいですものね」

　自分がこの地を踏んで抱いだいた感情を思い出しながら、そう言った。

　事情は違ちがうが、アリオンも聖王庁の外に出て、ましてや己おのれの足で歩くなど、数えるほどしかない生活を送っている。

　フローレンスの言葉にアリオンは食ってかかってきた勢いを収め、不思議そうな表情を浮かべた。

「楽しい……？」

　アリオンの年ねん齢れいであれば多くの人がとうに経験し、感覚で理解している感情。基礎的なそれさえ戸と惑まどいを持って受け止めたアリオンの様子に、ずくりと胸が痛む。

（……惨むごいことを）

　アリオンが見る世界は、さぞ色いろ褪あせた姿をしているだろう。

　けれどそれしか知らないから、気付けない。

「心が弾はずみませんか？」

「……よく、分からぬ」

　自身の胸に手を当てて訊たずねたフローレンスと同様にして、何かを感じようとしたアリオンだが、すぐに小さく頭かぶりを振ふった。

「しかしよくないものだとは分かる。間違ったものに心を動かすなどあってはならぬ。余は常に正しくなくてはならぬのだ。聖王なのだから」

　言い聞かせるようにそう言って、アリオンは姿勢を正してフローレンスを見上げる。

「つまらぬ寄り道をした。正しき道に戻ろう。卑いやしき奴隷とはいえ人は人。魂たましいの罪つみが許されることはなくとも、神の慈じ悲ひは存在する。それを教えるのも余の役目だ」

　アリオンの答えは頑かたくなだった。己の心が感じたことさえ、自身で否定する。都合の悪いものは邪なるものだと教えられて育ってきたから。

（必ず、崩くずさなくては）

　心の自由さえ奪う身勝手が許されて、まかり通っていいはずがない。

「……では、参りましょう」

「うむ」

　城下へと続く坂を下りつつ、フローレンスはアリオンの常識に少しでもひびを入れる試みを開始した。

「聖下。今日までに多少なりとラハ・ラドマの民たみと触ふれ合あう機会があったかと思います。彼らと他国の人々と、何か違いはありましたか？」

「神の光の下にある信徒と、そこから外はずれた奴隷だ。違いしかなかろう」

「では、わたしはどちらでしょう？」

「其方はエスカ・トロネアの王女。神に選ばれし者の末まつ裔えいだ。余に近しくさえある尊き信徒よ」

「間もなくラハ・ラドマの人間となる身ですわ。その前は、帝国皇こう帝ていの妃きさきでした」

　己の遍へん歴れきを語りつつ、もう一度、問う。

「わたしはどちらだと思いますか？」

　変わっているのは、肩かた書がきだけ。

「……」

　投げかけられた内容に、アリオンは窮きゆうした。助けを求めてカフィエズを見上げるが、彼は聖騎士ではないから『正しい』答えなど与えてくれない。

「どう思われますか？」

　視線を受けたカフィエズは空そら々ぞらしく笑い返して、自身で考えるよう促うながした。

　アリオンは困こん惑わくした顔のまま、首を横に振る。

「…………。分からぬ。教わったことがない」

「それはおかしい。神の代理人たる貴方が、神のもとにある者かどうかさえ分からないだなどと。それでは神は万ばん能のうではないかのようだ」

「!?」

　不ふ遜そんなカフィエズの言いい様ように、アリオンはぎょっと目を瞠みはった。数瞬を経て驚おどろきから立ち直ると、強い語ご調ちようで糾きゆう弾だんする。

「口を慎つつしめ！　神は万能だ！」

「では、貴方に答えてくださらないだけですか？　代理人たる貴方に」

「──!?」

　アリオンは深く混乱に陥おちいった様子で足を止め、カフィエズを睨にらむ。

「……其方は一体、何を言っている」

「聖下のご意見を伺うかがってみたかっただけですわ」

　カフィエズがさらに追い討ちをかけようとするのを遮さえぎり、フローレンスは話を締しめ括くくる。

　──まだ早い。ここまででいい。

　フローレンスの視線を受け、カフィエズは僅わずかに肩を竦すくめて、しかし、従った。

「……」

　場に沈ちん黙もくが落ちる。アリオンのための静せい寂じやくだ。

　周りが無言になったのにさえ気付かない様子で、アリオンは己の思考の中に沈しずんでいた。
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　自分自身で考えろ、というのはアリオンにとって大たい層そう衝しよう撃げきだったようで、その後の城下視察にはほとんど身が入っていなかった。

　アリオンに余計なものを見せたくない正教会がくっついてくるのは承しよう知ちの上。視察そのものは絶対に邪じや魔まされると思っていた。そのため、住民との触れ合いが要かなめになる組み込み方はしていない。

　だが付き添いの聖騎士がカフィエズなら、あると読んでいた妨ぼう害がいが消える。せっかくの機会だ、しっかりラハ・ラドマ国民と接してほしい気持ちはあるが──余裕がないアリオンには難しいだろう。

　それでも交流した事実は残るから、のちの判断材料の一つとなって生きてくるはず。

　町の主要部を一通り巡ると、フローレンスは本題へ取りかかることにした。アリオンの脆ぜい弱じやくな体力で一日中連れ回すわけにはいかないので、頃合いである。

「聖下、こちらへ」

「うむ……？」

　フローレンスの誘導に大人しくついていきかけたアリオンは、しかし途と中ちゆうで足を止めた。案内の不自然さに気付けるぐらいには、先程の会話で受けた動どう揺ようから回復したようだ。

「待て。その先は町の外であろう？」

　スノウフラウの町と外との区切りは、地面に打ち立てられた二本の柱のみ。誰に説明されるまでもなく、アリオンはそこが境さかいであると気が付いた。

　不審も露あらわに立ち止まったアリオンに、フローレンスはむしろほっとする。

（一応、判断力は備わっているのね）

　染しみ付ついた常識には疑いさえ持たないが、知り得た知識から発想を展開させる力がアリオンには備わっていた。正教会の教育を考えれば、奇き跡せきだと言っていい。

　ただ、疑問を持ったのは素す晴ばらしいが、ここで発はつ揮きされるのには少々困った。

　フローレンスは当然の顔をして「城下視察の一いつ環かんです」と言い切ろうとしたが、カフィエズに先を越されてしまう。

「いいえ、聖下。この先も城下なのです。整備が行き届いていないだけで」

「なんと!?」

（ちょっと待てえっ！）

　あんまりなカフィエズの言げんにアリオンは目を剝むき、フローレンスは心の中で盛大に突っ込みを入れた。そのまま口から飛び出さなかったのを、自分で褒ほめたい。

「これより先も、城下、と!?　町だと言うのか！　この自然のままの大雪原が!?」

（見たまま自然だもの！　町じゃないもの！）

　しかし言いくるめるための噓うそとして手っ取り早いのは確か。

「で、では、この柱は何だ？」

「装そう飾しよくです」

　カフィエズは顔色一つ変えずに言い切った。

（なわけあるか！）

「今は昼間のため皆働きに出ていますが、家のない者は、夜こちらに帰ってくるのですよ」

（死ぬわよ！）

　スノウフラウの夜を雪原で、身一つで越こせるならやってみろ。

「なんと……哀あわれな。これもまた神しん罰ばつか……」

　肌に突つき刺ささる気温から、夜の外気に晒さらされる辛つらさは想像できたようだが、信しん頼らいし切っている聖騎士から生活の場であると言われたせいで、そもそも不可能だという現実には思い至らない様子だ。

（違うから！　国民にそこまで苦を強しいるほど、ラハ・ラドマだって貧まずしくないんだから！　収入格差が大きくないから、むしろ路上生活者は他国よりずっと少ないのよ！）

　スノウフラウ近きん郊こうでは凍こごえ死じぬから当然だが、そうではない地域でも、国民のほぼすべてが必要充分な生活ができている。

　言ってやりたい──が、ここで聖騎士の言と真っ向から対立しても、得られるのはフローレンスの満足のみ。

（くっ……。後で必ず訂てい正せいしてやる！）

　アリオンの頭上から睨み付ければ、にやぁ、と実に底意地の悪い笑えみが返ってきた。

「人の住む地とあれば分わけ隔へだてなく扱あつかうべきだな。ならば二人とも、参るとしよう」

「あ、ありがとうございます」

　決意の言葉と共に見上げてきたアリオンに、フローレンスは慌あわてて表情を繕つくろい、礼を言う。カフィエズへ向けずにいられなかった顔は見られていない、はず。

　合意を得て町の外へと踏み出すが、もちろんアリオンを遠くまで引きずり回すつもりはない。目的のものはすぐ近くに用意してある。

「まあ、聖下。あちらをご覧ください。珍しいものが」

　フローレンスが指し示したのは、町を出て最初に目に入る大木。その根元で寛くつろいでいた灰はい銀ぎんの毛並みを持つ狼おおかみ……に、見えなくもない大型犬だ。フローレンスがアルフルードに頼たのんで用意してもらった仕込みである。

　先祖の血を濃こく残している、なるべく狼に姿の近い種を選んでもらった。

（本物を見たことのない聖下なら騙だませるはず！）

　犬や猫ねこではなく狼を用意したのは、襲おそわれたときの危機感を強く煽あおるためだ。

「フローレンス姫、あれは……」

「はい、狼ですわ」

　目もく論ろ見み通どおり、アリオンの声にはやや怯おびえが滲にじんでいる。自分より強い生き物に対して、本能的に抱く恐きよう怖ふ心しんからだ。

「狼……」

　フローレンスの肯こう定ていを受け、アリオンは呟つぶやく。声はまだ強こわ張ばっていたが、それ以上に興味を抱いたらしく、この場から逃げようとはしなかった。

「……ん？　あれ？」

　そんな二人の後ろで、カフィエズが疑ぎ問もん符ふの付いた声を上げる。気にはなったが、アリオンが先に喋しやべり出したので、問う機を逸いつした。

「なるほど、神が新たなる地へと人を導いたとき、銀の毛並みの狼が付き従ったという。ラハ・ラドマもまた、神の導きを待つ地。良き先さき触ぶれかもしれぬぞ」

　時間が経たち少し冷静になり、アリオンは自分が襲われる可能性を理性で除じよ外がいする。万ばん物ぶつの主あるじである神の代理人を襲う生き物など、いるはずがないのだから、と。

　恐怖心をなくしたアリオンは、滅めつ多たに接触しないだろう動物に完かん璧ぺきに魅み了りようされ、食い入るように見つめている。

「しかし、なんと凜り々りしいものか」

　そしてぽろりと本音を零こぼす。導きどうこうより、単純に触れ合いたい気持ちが勝まさってきている様子だ。

　アリオンが見せた関心に、フローレンスは微笑ほほえましくなる。直後に打うち砕くだくのに罪ざい悪あく感かんはあるが、計画はそのまま実行させてもらう。

（興味を持ってくれてよかったわ）

　いきなり襲われるよりも、自分が接触を望んで声をかけてから拒きよ絶ぜつされた方が効果が高い。最も早はやアリオンに警戒心などないから、さぞ驚いてくれるだろう。

　それにしても立派な個体だ、とフローレンスも感心する。こちらの存在に気が付き、姿勢を低くして窺うかがう様子など勇ゆう猛もうそのもので、獲え物ものを品定めする野や獣じゆうのよう。

（それにしても、何か、打ち合わせのときに見た子と違う、気がしなくもない……？）

　気のせいだろうか。動物と触れ合うことがあまりないので、自信がない。

（どうする？　引っかかったなら、やっぱり安全を取ったほうが……）

「フローレンス姫、フローレンス姫」

　迷うフローレンスに、カフィエズから緊きん迫ぱく感かんのない呼びかけがされる。

「何？」

「うん、あれ、本物の狼だよ」

「……は？」

　カフィエズの言葉に一いつ瞬しゆん、啞あ然ぜんとして。

「ええ!?」

　フローレンスは動揺の声を上げた。

（やっぱり!?　というか、違う子とかそういう次元でもなかった！）

　本物はまずい。危なすぎる。アリオンに怪け我がを負おわせてしまったら本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「いざとなったら殺やるけど、聖王様には違う教育になっちゃう気がするから、予定変更して退ひいた方がいいんじゃないかな」

「そ、そうね」

　カフィエズの提てい言げんに、即座に首しゆ肯こうする。致ち命めい的てきな事態に陥る前に気付いてもらえてよかった。

　──まさか本物だったとは。まったく分からなかった。

（って、よく考えたら、わたしも本物見たことなかった！）

　狼に似た犬を用意したのだから、と思っていた分だけ余計に犬だと信じ込んでいた。危ない。これ以上刺し激げきしないうちにと、フローレンスは町に戻るべくアリオンに声をかけようとする。だがその前にアリオンは狼へと向けて一歩足を踏み出してしまった。

「聖下!?」

「これも縁えんだ。あの狼にも祝福を与えてやるとしよう」

　害される心配をしていないため、アリオンは純じゆん粋すいな好こう奇き心しんと憧どう憬けいに顔を輝かがやかせている。

（狙ねらい通どおりだけど違うー!!）

　アリオンが手を伸のばしたとき、一ひと吠ほえして身構え、襲いかかりそうな体勢を取ってくれれば充じゆう分ぶんだったのだ。懐なつかない獣の存在は、聖典の聖人と己の違いを浮うき彫ぼりにするから。

　しかしその相手が野生の狼となると、現実を知ってもらうどころではない。

　己に向かって前進してきた人間に、狼は即そく座ざに行動を起こす。飛びすさり、顔を天へと向けて遠とお吠ぼえを発した。

　直後、町の四方から応こたえる声が響ひびく。

（群れが近くにいる!?）

　野生の獣けものが、見計らったように集団で町に近付くなど不自然すぎる。人じん為い的てきな背景があると考えるなら、これはメレディスによる策さく略りやくだ。

　呼び寄せたとはいえ、獣任せというのは何とも雑なようだが、アリオンの側にいる聖騎士がもし本物だったら、話は変わる。積極的にアリオンを狼に喰くらい付かせる働きをしたはず。

　聖典的には聖王を襲う獣がいる邪の国ラハ・ラドマの浄じよう化かを唱となえ、対外的にもアリオンを護まもれなかった咎とがを負う。騒さわぎ立てるきっかけとして充分だ。

「聖下！　町に戻りましょう！」

　人の気配が満ちる町に入れば、おそらく狼も深追いはしない。そう思い、背後の町へと目を向ければ、ラハ・ラドマの兵士二人が緊きん急きゆう事じ態たいと見て取って駆かけ寄よってきている。

　だが町を囲うように響いた遠吠えに、不安を感じた町がざわつき出した。特に観光に出てきた貴族たちが慣れない土地への不安も手伝って、強く動揺を見せている。

　往おう来らいに出てきた彼らは当然、目に入った兵士を捕つかまえて状況を問う。どちらも蔑ないがしろにできない兵士は選せん択たくを突きつけられ、うろたえたあと、足を止めてしまった。

（まずい！）

　早く合流し、安全を確保しなければ──。

　だというのに、アリオンは欠片かけらも危機感を抱かずにフローレンスを振り返り、むしろ不思議そうに首を傾げた。

「何を言う？　仲間まで呼んで余を歓かん迎げいしようとは、見上げた心意気ではないか」

「そうではありません！　今のは──」

　もう無礼だなんだと言っていられない。フローレンスはアリオンの腕うでを摑つかんで引っ張り、町中へ逃にげ込もうとするが──遅かった。




　ろぅ！




　猛たけ々だけしい吼ほえ声ごえと共に、早くも合流した一匹が、横合いから襲いかかってくる。

「ちッ」

　カフィエズが飛びかかってきた狼を、鞘さやに納おさめたままの剣けんで叩たたき落とす。悲鳴を上げて後こう退たいしたまだ若そうな狼は、距離を取って対たい峙じする。

　狼が意図したかは定さだかではないが、町への道を完全に遮られてしまった。

（合流が早い……！）

　アリオンが不用意に近付いたせいもあるだろうが、狼たちはどことなく興奮して見える。歯は茎ぐきまで晒して牙きばを剝く様よう相そうは、こちらを完全に敵と見なしていた。

「……何？」

　きょと、として振り返り、アリオンは自分を襲った狼の足あし跡あとを視線で追う。

「何を、したのだ」

　その質問は、カフィエズへか、狼へか。言っているアリオンの視線は定まらず、どちらとも取れない。

「聖下！　離れないでください！」

　立ち塞がる狼を前に、兵士とすぐの合流は不可能だ。集まってきた群れが、遠巻きに円えん陣じんを作り始める。

「町まで強行突とつ破ぱする。いいね」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　得意とする可か動どう式しきの奇き剣けんならまだしも、現在のカフィエズの装備は聖騎士の剣一本。全方向から襲い来る狼を捌さばききるのは無理だと、フローレンスへ通告する。

　カフィエズの手が回らない狼には、フローレンスが対応しなくてはならない。といっても、できるのは身を挺ていして庇かばうことぐらいだ。

（この際、わたしが怪我を負う程度は問題ないわ）

　だが今ここで──ラハ・ラドマの地でアリオンに傷を付けるのだけは避けなくては。

「行くよ！」

　合図と同時にカフィエズは身を翻ひるがえし、町への道を塞ぐ一頭に斬きりかかる。睨み合いの均きん衡こうが崩れ、狼たちは一いつ斉せいに襲いかかってきた。

　アリオンの手を引き、半なかば引ひき摺ずるようにフローレンスはカフィエズのあとを追う。しかしアリオンが狼に見入ったまま自失の状態なので、どうしてももたつく。

　当然だ。そうなるように仕向けた。だから──

　獣の息いき遣づかいがすぐ後ろに聞こえたとき、フローレンスはアリオンから手を離し、その背をカフィエズに向けて押し出し、託たくした。代わりに自分は振り向いて腕を突き出す。

「フローレンス姫!?」

（食らい付かれるのなら、せめて腕！）

　腕を失おうとも、致命傷にはならない。

　はたして、獣の牙が肌に届こうかという瞬しゆん間かん。

　ぎゃんっ、と後方で狼の悲鳴が上がる。飛びかかってきた一匹は仲間の声に反応し、フローレンスの腕を蹴けってその反動で一気に距離を開けた。

　勢いをつけるための踏み台にされたフローレンスは、なす術すべなく尻しりもちをつく。その目の前で、狼たちの円陣が割れて乱れた。

　狼の包ほう囲い網もうを恐おそれず踏み込んできた少年は、進行方向にいた数匹を打うち払はらい、フローレンスたちに走るよう促す。

「早く町の中に！」

「言われなくても！」

「わ!?」

　まだ幼さの残る声で指示を飛ばした少年の言葉に即座に動き、カフィエズはアリオンを担かつぐ。驚きの声を上げるアリオンを荷物扱いで運び、町へと駆け込んだ。

　野や次じ馬うままで増えて対応に手間取っていた兵士二人と合流し、彼らはそのまま外へと向かい、入り口の近くまで来てたむろしていた狼を追い払いにかかる。

　狼は明らかに人間の領りよう域いきと分かる町中まで深追いはしてこずに、吼え立てながら雪原の彼方かなたへと消えて行った。

　ほっと息をついたフローレンスの前に、手が差し伸べられる。

「ご無事ですか、フローレンス姫」

「はい、大事ありません。ありがとうございます、セクト殿でん下か」

　手を取って立ち上がり、フローレンスは助けてくれた相手に礼を言う。

　飛び込んできたのはイスカの弟であり、現在は騎き士し団だん領りよう所属の従じゆう騎き士しであるセクトだった。兄の結婚式へ出席するために近く帰国するとは聞いていたが、それがこの瞬間に、というのはなんという偶ぐう然ぜんか。

「そして、お帰りなさいませ」

「ただいま戻りました。それにしても、町の近くに獣が来るなんて珍しいですね」

　人口の少ないラハ・ラドマでは、人と獣の住み分けがきっちりしている。はぐれた子どもならまだしも、群れが人の町を襲うなどそうそう起こらない。

　不思議そうに首を捻ひねるセクトには、人為的なものだと説明するべきだろうが、長くなるので後にさせてもらおう。

　今は──とアリオンへと目を向けると、彼はカフィエズの肩からとうに下ろされていて、地面に座り込んで呆ぼう然ぜんとしていた。

　フローレンスの目線を追ってアリオンの様子を見たセクトは、気負いなく近付いて屈かがみ込む。目線を合わせてから、穏おだやかに声をかけた。

「大丈夫だった？」

　自分と同じ年頃だと見て取ったセクトの口調は、やや親しげなものになっている。

　恰かつ好こうで正教会の関係者だとは分かっているだろうが、聖王その人だとは思っていない様子だ。無理もない。

「……う、む。大たい義ぎであった」

「どういたしまして」

　尊大な労ねぎらいの言葉にも、セクトは気にした風もなく笑顔で応おうじた。それからフローレンスへと向き直り、一礼する。

「遅くなりましたが、兄上とのご結婚、おめでとうございます」

「ありがとうございます、セクト殿下。これからもよろしくお願いしますわね」

　挨あい拶さつの内容でアリオンもセクトの身分を悟り、驚愕に目を瞠った。

（さて。どんな反応になるのかしら）

　できれば、命の恩人にあんまりな態度を取らずにいてほしいものだ──と願いつつ、フローレンスはセクトを示し、アリオンに紹しよう介かいする。

「聖下、彼はセクト・ヴァル・ラハラドマ殿下。ラハ・ラドマの第二王子にして、騎士団領の従騎士です」

「あ、この間試験に通って正式な騎士になりました！」

「それはおめでとうございます」

　元々、実力も教養も充分であっただろうから、順当だ。

「というか──、え、聖下!?」

　さらりと聞き流しかけてしまった単語に一いつ拍ぱく遅おくれて反応し、セクトも驚いて再びアリオンへと顔を向けた。どちらも啞然とした様子で互いを見合う。

「どうしてラハ・ラドマに聖王陛下が……」

「無む論ろん、貴方の兄君のご結婚を祝福されるためですよ。──お久しぶりです、セクト殿下。私を覚えていらっしゃいますか？」

　そこで初めてセクトはカフィエズと相あい対たいし、すぐに気付いた。

「貴方、は……！」

　今のカフィエズはフローレンスが大だい砂さ漠ばく帝てい国こくに輿こし入いれする直前、騎士団領で会ったときと同じ聖騎士姿だ。当時気付けなかったフローレンスを責めた理由が分かる程度には、素すのカフィエズに近い面おも影かげを残している。

　彼を認識したセクトが見せた感情は、驚きと怒いかりと屈くつ辱じよく。

　負の激情を入り交じらせ自分を睨むセクトの顔を、カフィエズは愉ゆ快かいそうに堪たん能のうする。

「……其方、罪人に知り合いがおるのか？」

　聖騎士とラハ・ラドマ人が知り合う機会などほぼない。アリオンの疑問は当然だ。だがカフィエズは平然と答えを口にする。

「はい。以前に少し。私も騎士団領へ随ずい伴はんいたしましたので」

「そう、か。そうであったな」

　アリオンも、ソロンと共に自分の護衛にあたったことのある聖騎士を覚えていたようだ。納なつ得とくしてうなずく。

（二人が出会ったのはそこでではないけれどね……）

「なぜ、貴方がここに」

　セクトの問いは不審と警戒を露わにしていた。彼が身構えるのは自然だと言える。

　対してカフィエズは煽るように目を細め、楽しげに笑顔を向けるだけ。取り持つためにフローレンスが間に入った。

「大丈夫ですわ。彼はわたしたちの新しい友人と懇こん意いにしている方ですから」

　カフィエズの所属は大砂漠帝国。皇帝がエスカ・トロネアに歩み寄った話は、すでに西大陸中で知らぬ者などない。その背景を持ってここにカフィエズがいる理由と立場も、セクトには察さつせられるだろう。

　アリオンに新しい友人のことを突っ込まれたら、ソロンかメレディスの名前を出すつもりだ。友好など欠片も育んでいないが、最近知り合った相手には違いない。

　……ソロンだけなら、イスカに対しては友人だと肯定しそうな気はする。

「──……そう、ですか」

　数秒かかってフローレンスの言わんとすることを理解したセクトは、ぶつけたいだろう衝動のすべてを吞のみ込こんだ。

　カフィエズとセクトの間には、操あやつった側と操られた側という因いん縁ねんがある。セクトの表情は複雑な心情をそのまま現していたが、それ以上取り乱しはしなかった。

　だがやり取りを見ていたアリオンの方は、湧き上がった蟠わだかまりを隠かくさず声を荒らげる。

「なぜ、然さ様ように親しげに振ふる舞まっている!?」

　己の常識に従い叫さけんだものの、咎とがめるべき相手を定められない様子で、アリオンはカフィエズ、セクトと順に睨んだ。

「おかしいではないか！　其そ奴やつはただの罪人であるぞ!?　神の騎士が、何を親しくしているのか！　恥はじを知れ！」

「失礼しました」

　さらりと謝罪し、カフィエズはアリオンの背後に控える位置へと立ち戻る。そうなると自然、アリオンの怒りに晒されるのはセクト一人となるのだが──。

　アリオンがセクトに向けた瞳ひとみには、単純な怒りとは言えない揺ゆらぎが含まれていた。
















「おかしい……。おかしい、はずだ。何なに故ゆえ余が、罪人に、獣に……」

　セクトを見上げ、次いでアリオンは柱の先へと目を向ける。追い散らされた狼の姿は、もう影かげも形もない。しかし雪を荒あらした足跡はくっきりと残っていて、獣に襲われた現実をアリオンに突きつける。

「……なぜ、狼は余を襲ったのだ……」

　野生の獣に遭遇したら、襲われることもあるのは当然だ。だからセクトはアリオンの言葉に不思議そうな顔をした。

「余は、何もできなかった……？」

　己に確認させるように、アリオンの紡つむぐ言葉はゆっくりと形となる。

「なのに、神から程ほど遠とおい其方が、余にできぬことを成したのだと……？」

　何者にも害されず、万能であるはずの神の代理人が、道を踏み外した奴隷に救われた。フローレンスが演出した現実を、アリオンは認める。

「ええと……。そう大おお袈げ裟さなことではないと思いますよ？」

　アリオンが受けた衝撃の本質を、出会ったばかりのセクトは理解できていない。そのため、真しんに疎そ達たつな様子で言い放つ。

「僕の得え手てだったので、確かにお力になれたと思いますが、聖下ができて僕ができないことだって沢たく山さんあるでしょうし。それだけの違いではないでしょうか」

「──……」

　セクトに言われ、アリオンは黙だまって自らの手に目線を落として考え込んだ。

　表情を硬かたくしたアリオンに、セクトははっとした顔をして訊ねる。

「聖下、どこかお怪我でも」

「うるさい、控えよ！」

　セクトの気き遣づかいに対して、アリオンは癇かん癪しやくじみた大声を上げ、言葉を遮った。その剣けん幕まくに驚きつつも、セクトは再度、問いかける。

「怪我はされていませんか。それとも他に問題が？」

「ない」

「なら、よかった。──失礼しました、聖下」

　アリオンの否定にセクトはほっと安堵を見せ、今度は引き下がった。

　命じられたからではない。セクト自身の意志でだ。それはアリオンにも伝わったらしい。苦いものを吞み込んだような表情で顔を逸そらした。

「では、僕はこれで」

　国外での経験を積み重ねているセクトは、ラハ・ラドマが正教会にとってどういう存在であるか、身をもって知っている。アリオンの態度は、どう対応すべきかを充分に伝えてくるものだった。

　セクトはその場を離れ、王宮へ向かう道を歩いていく。自分で拒こばんでおきながら、アリオンは眉まゆを下げて、遠ざかる背を見えなくなるまで目で追っていた。

　しばしの時間が流れたが、いつまでもこうしているわけにはいかない。

「聖下、わたしたちも王宮へ戻りましょう」

「……うむ」

　フローレンスがかけた声に、アリオンは小さくうなずいて返す。幾いく分ぶんかしっかりした声だった。そしてのろのろとした動きではあったが、腰こしを上げる。

　しかしその意識は狼とセクトに囚とらわれたまま。

「一つお伺いしますが……。聖下は先さき程ほどの一件を、神の試練であると考えますか？」

　唐とう突とつとも言えるフローレンスの問いに、アリオンはゆっくりとした瞬まばたきを繰くり返かえす。数秒考えたあと、小さく首を横に振る。

「違う。あれは神が余に与えたものではない。……余が自みずから、招まねいたのだ」

　不用意に近付いたから狼が攻撃してきたのだと、アリオンは理解していた。ラハ・ラドマの責任だとも思っていない様子に安堵する。

「神は、万物の主だ。そして余は、その神の代理人であるという。しかし……」

　もう一度、アリオンは己の手に目線を落とす。

「……余は、何ができるのだ？」

　ぽつりと零れ出た問いに、フローレンスもカフィエズも答えない。アリオンも二人の返しを求めなかった。

　彼の中でもきっと、答えが出ている。

　あとは整理する時間と、認める覚悟が必要なだけ。

「戻りましょう」

　再度アリオンを促し、帰き路ろにつく。

　ふと、メヘラザーテから聞き及んだメレディスの主張を思い出す。真実を見なければ、アリオンはきっと幸福なままでいたのだ。それは間違いない。

　傷付けると分かったうえで実行した。悄しよう然ぜんとした姿に、罪悪感が過よぎらなかったわけではない。

　それでもやるべきだったという思いは、今も同じ。

（貴方が自分の手で何かを成すのはこれからよ、聖下）

　アリオンには充分に未来の時間があるのだから、己が何者でもない事実に負けないでほしいと、祈る。

　そして、アリオンが見み出いだす道が自分たちと交まじわっていることを、フローレンスは心から願った。
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　アリオンを王宮に送り届けて別れたあと、フローレンスは猛もう然ぜんと足を動かし、次の目的地へと向かった。目指す場所は飼し育いく小ご屋や。本来アリオンを脅おどかす予定だった犬の所在を確かめるためだ。

　犬がいなくて代わりに狼が──となれば、嫌いやな予感しかしない。

（まさかだと思いたい……。けど、そうでなくても知らなくては）

　犠ぎ牲せいが出たかもしれないと思えば、すぐにも確認せずにいられなかった。

　常より早く歩いているせいか、それとも胸むな騒さわぎのせいか、動どう悸きが酷ひどい。フローレンスが息を切らせて飼育小屋へ辿たどり着つくと、そこには先客がいた。

「イスカ……!?」

　彼に会えて嬉うれしいはずなのに、今は心が苦しい。

（借り受けていた子が殺されてしまっていたら、どうしよう）

　狼を呼び寄せたのは十中八、九メレディスの仕し業わざだ。待たい機きしていた犬に、狼がどのような行動を取ったか──。

　興奮した様子を見ているだけに、悪い想像が膨ふくらむ。

　逃げてくれていたらいい。けれど、もし死んでしまっていたら。

　……どうしようもない。命は取り返しがつかないのだ。

　そうと理解していたつもりなだけで、人ではないからと軽けい視しして、安あん易いに決めた計画だったのだろうか？

　改めてした自問への答えは、迷わず出てくる。

（いいえ。それでもわたしは変えなかった）

　重さが等価であっても、優先する順番は人によって違う。ならば己が選んだ結果の責任を受け止める覚悟をするべきだ。

「フローレンス。どうした？」

　振り向いたイスカの腕の中には、狼と見み紛まがうばかりの立りつ派ぱな犬がいた。

「その子!?」

「ああ、心配して来てくれたのか」

　駆け寄ったフローレンスに、イスカは腕を伸ばして抱かかえていた犬を見せる。ぶらん、と体が伸びて足と尻尾しつぽが垂れ下がった状態で、されるがままだ。厳いかめしい顔付きからは想像できないほど大人しい。

「話は聞いた。この通り、こいつは無事だ」

「──……」

　五感で事実を認識した途と端たん、フローレンスは力が抜けて地面に座り込んでしまった。

「どうした!?」

　イスカは焦あせって犬を下ろすと、フローレンスの横に膝ひざをつく。

「ご、ごめんなさい。安心しただけです」

「そうか。それならよかった。無事に逃げてくれたこいつにも、感謝しないとな」

「ええ、本当に」

　この犬を選んでくれた飼育係の目め利ききにも感謝だ。

「部屋まで送ろう」

「あ、待ってください。他にも用事があるのです」

　まずは確認を、と思ってこちらに真まっ直すぐ来たが、同じか、いっそそれ以上に大切な後あと始し末まつが存在している。

「臭においを消せる、強い香かおりの薬草水を用意して、町の周囲を回ってこなくてはいけません。都合の付けられる人がいればいいのですが」

　狼が呼び寄せられた何かが絶対にあるはずなので、迅じん速そくに処理すべきだ。

　とはいえ今は結婚式の準備で城中が忙いそがしい。フローレンスの側付きであるミリアでさえ、つきっきり、というわけにいかないほどだ。

　何しろエスカ・トロネアから来ている侍じ女じよがミリアだけなので、花嫁の故こ郷きように敬意を払うべく、装飾その他諸もろ々もろの確認にあちこち駆り出されている。

　一度休んだ方がいいと思うのだが、本人がもの凄すごくやる気だから止めにくい。でも次に会ったら伝家の宝刀「わたしのためを思うなら」を泣き落としと共に使うつもりである。

　そんな状況なので、作業を頼んでもあまり影えい響きようが出ない人を探さなくてはならない。

「ああ、そうか。それなら俺たちで済ませてしまおう。フローレンス、時間はあるか？」

「え、は、はい」

　アリオンの視察に付ふ随ずいして、どのような想定外が起こるか分からなかったから、フローレンスの予定には余よ裕ゆうを持たせてある。備えていたイスカも同様だ。

　自じ衛えいのために、兵士数人を確保して同行してもらうつもりだったが、すでに予定が詰つまっている人の時間を奪うより、己で動いた方がいいとは思っていた。さらにイスカが来てくれるなら、二人で充分だ。

　そんなことは王族の仕事ではないと、エスカ・トロネアなら確実に眉をひそめられる。だがラハ・ラドマでは驚かれる以上の反応はない。

　身分や役職とは仕事を円えん滑かつに回すための仕組みでしかないから、手が空あいた誰かが他の仕事を手伝ったって構わないのだ。

「わたしは大丈夫です。……そういえば、アルフルードは一緒ではないのですか？」

　アルフルードはイスカと聖騎士の監視をしていたはず。ならばイスカと共にここにいる方が自然だと思うのだが、姿がないことにようやく気が回った。

「アルは聖騎士たちを見ている。まだ一応な」

「そうでしたか」

　所在がはっきりしているならそれでいい。

「分かりました。では、同行をお願いします」

　改めて自分から頼み、フローレンスはイスカと二人で獣が嫌きらう香こう草そうを混ぜた水を持って、再び町へと下り、外との境を潜くぐった。

　野次馬の姿はもうない。事が終わった現場に、寒さに震ふるえながら立ち続ける奇き特とくな趣味の持ち主はいなかったようで、何よりだ。

（こういうときは、本当に気候に感謝ね）

　カフィエズもセクトも刃やいばは使っていなかったが、相そう応おうの力は振るっていたと思う。襲われた町の入り口手前にも狼たちの血が落ちている可能性があったので、念のためにざっと水を撒まいておいた。

　そして根本に狼がいた大木へと向かう。側に行って屈み込み、やはりと息をつく。

　木は濡ぬれていた。水で何かを流したのだ。おそらく、動物の血と脂あぶらを。

「地面に掘ほり返された跡あとはないな」

「幸いでしたわ」

　より強く獣を惹ひきつけるために、小動物の死し骸がいが埋うめられている可能性も考えたが、杞き憂ゆうで済んだ。未いまだに木が乾ききっていないのだから、時間がなかったのかもしれない。

　自然体系の中で訪れる生死は理ことわりだ。しかし命の循環とは外れた謀はかりごとで利用された死には、申し訳なさを感じる。

　人間の嗅きゆう覚かくでは分からないが、このまま放置していたら、臭いにつられた第二、第三の肉にく食しよく獣じゆうが集まりかねない。スノウフラウは獣の都みやこだなどと悪あく評ひようを被こうむるのは御ご免めんだ。

　木の幹に薬草水をかけながら一周。これで大丈夫だろう。

「フローレンス」

「はい？」

　では次に、と移動しようとしていたフローレンスは、イスカに呼びかけられて体の向きを変えた。

「無事でよかった」

「ありがとうございます。皆のおかげですわ」

　兵士と引き離されたときはひやりとしたが、結果的には目的を達した。アリオンにも傷は付けていないので、本人が言い出さない限り問題にできない。しようとしても、おそらくアリオンが否定する。

　自らが獣に襲われたことを、アリオンは口にしない。否、できない。

　自分を神の代理人だと信じているはずの信徒たちの前で告白できるほど、心の整理がつけられていないはず。

　己が悪いわけではなくても、恥はずかしさや気き後おくれを感じて人には言えない。そんな心理が人には働く。

「不測の事態の中で、皆、よくやってくれました」

　無事に済んだのはアリオンの護衛がカフィエズであったのと、セクトの帰国が重なった好運が大きい。でなければ、怪我を負わずに済んだとは考えにくい。

　けれどカフィエズとセクトの存在がなくとも、致命傷を負う前には兵士の応おう援えんが間に合っていただろう。そこは疑っていない。

「怪我もしていないか？」

「はい。ご覧の通り」

　両手を広げてみせて、フローレンスははっとする。いつの間にやら手て袋ぶくろに血の染みが付いていた。

「……」

「……」

　一瞬、何とも言えない沈黙が落ちて、次の行動に移ったのは二人同時だった。手袋を外し、腕を見て──。

　何ともなかった。

　手袋の下からは常と変わらぬ、傷一つない白い肌が現れただけ。

「返り血だったようですわね」

　ほっとしてフローレンスは手袋を薬草入りの水の中へと沈める。怪我をしていたら、城下に戻らなくてはならないところだった。

「ああ、よかった。……驚いた」

「っ!?」

　片腕を取ったままだったイスカの指が、素す肌はだをなぞる。血の付いていた辺あたりを正確に。

　普段、あまり人に素肌を触ふれられることはない。まして、男性に。

　優しい刺激だからこそ余計に神経が集中して、敏びん感かんになってしまうのか。ふるりと小さく身み震ぶるいをして、フローレンスは焦りと羞しゆう恥ちに顔を赤くする。

　けれど嫌だとは思わなかった。だからイスカに腕を預けたまま、代わりのように睨む。

「わたしの気持ちが、少しはお分かりになりまして？」

「え」

「わたしの驚かされっぷりは、この程度ではありませんわよ」

「いや、それは……」

　心当たりがない、などとは言わせない。

　フローレンスの強い視線にイスカはうろたえ、ややあって腕から手を離し、両手を広げて上げてみせた。降こう参さんの意思表示だ。

「悪かった。弁べん解かいできないな」

「責せめてはいませんわよ？」

　そこは誤解してもらっては困る。

「己が傷付くことを恐れず、信念のもとに行動できる貴方を、わたしはいつも眩まぶしく思います。力になりたい気持ちこそあれ、止めるつもりはありません。──ただし」

　息を整えるために言葉を切り、告げた。

「わたしを想ってくれるのなら、貴方もまた同じだけ想われているのだと、心の隅すみに留とどめておいてくださいね」

「隅は無理だな」

「え!?」

「貴女あなたは俺の中心にいるから」

「……っ」

　落差で攻せめるの、やめてほしい。

　一いつ旦たん凍こおり付つきかけた心臓が、一気に鼓こ動どうを速くした。今の数秒で、大層体に負担をかけたに違いない。

「いつもすまない」

「いいえ、それ以上のものをいただいていますわ」

　己の意思に忠実だから、イスカはわりと、平然と無茶をする。考えたうえでそうしたいというのなら、仕方がない。だってそれは、往おう々おうにしてフローレンスもそうしたいと願っている行動だから。

「わたしは貴方の目指す未来を信じています。そのために一歩を踏み出す、そして託たくす勇気をいただいてきました」

「俺も同じだ。貴女が隣にいるから、俺は決断に覚悟を持てる」

　するりとイスカは指を滑すべらせ、フローレンスの手の平を包んで軽く持ち上げた。

　それから本番前の予行のように、手袋を脱ぬいだときに一緒に外れた指輪が嵌はめ直される。

「瀬せ戸と際ぎわまで時間をかけてしまったが、貴女に誓ちかうべき花を、決めた」

　以前フローレンスは、結婚指輪に互いの国の象しよう徴ちようを交わらせるお願いをした。その答えがもうすぐ明かされる。

「楽しみですわ」

「……ああ、うん。大丈夫……だと思う、多分」

　フローレンスが期待を口にすると、イスカの目が微び妙みように泳いだ。気がかりな問題があるのか。

「貴方が選んでくださったのですもの。絶対大丈夫です」

　どの花であっても問題ない。そう、たとえ臭しゆう気きを放つ寄生植物、ラフレシアでも。

　……本当にそうだったら意味は確認したいが。

　フローレンスの答えに、イスカはほっとした様子を見せた。

（き、気になる）

　しかしどうやら、イスカは選んだ花を明かしそうにない。ここまできたら実物を見るまで想像を楽しむのも悪くないと思い、フローレンスも追及はやめた。

「貴女となら、この先迷っても悩んでも、進んでいけると信じている」

「わたしもです。そのために──。今は所しよ用ようを済ませてしまいましょう」

　本来の目的を果たすべく、フローレンスは行き先を指で示す。

「行きましょう、イスカ。ぐるっと町を一周です。中々の重労働ですわよ」

「軽い運動になっていいんじゃないか。二人きりの時間が得られて、正直嬉しいとも思ってる」

「……」

　真に二人きりのこの一時が貴重であるのは間違いない。しかし全面的な肯定はし難がたい。

「……悪かった。重労働、が正解だな」

「……そこそこ過か酷こくですが、確かに運動とも言えますわね」

　そしてせっかくだと気付いてしまったら。

「では、わたしに合わせてゆっくりお願いできますか？」

　ほんの少しにするから、この時間に甘えたい。そう思ってしまった。

「もちろん。適度であることは重要だ」

　フローレンスの意図を理解して、イスカも共犯になってくれる。真剣な表情で見合ってから、堪え切れずに声を立てて笑う。

　はしたなかったかもしれない。でも、素直に笑いたい気分だったのだ。

（ああ。気持ちいい）

　感情に正直でいられる素晴らしさに、存分に浸ひたる。

　王族でも一市民でも関係なく、人は人でしかない。それを当然のように受け入れられるラハ・ラドマという国の形を尊とうとく思う。

（この国を紡ぐ一人となる。とても、誇ほこらしいわ）

　だからこそ、願う。一人でも多くの人がラハ・ラドマを認めてくれればいいな、と。

　そして、フローレンスもまた、イスカと共に力を尽つくしていく所存だ。

　ラハ・ラドマと触れ合ったアリオンにも、この国を魅み力りよく的てきだと思ってもらえたら嬉しい。

　次に備えて、希望を目指して頑がん張ばろう──。

　体力は削けずったが、やる気は満ちたので差し引きで考えれば有ゆう益えきな一時となった。
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　式まで五日を切った日、ついにフローレンスのドレスが完成した。

「わ……あ……っ」

　衣い裳しよう部べ屋やに持ち込まれた、純白の婚こん礼れい用ドレス。輝く無む垢くな佇たたずまいに、フローレンスは感動の声を上げた。

　胸むな元もとは立体的な花で彩いろどられ、切り返しの下からはレースの花びらが散らされている。淑しとやかな真しん珠じゆのきらめきは、清せい雅がな花嫁衣装にこれ以上ないほど相応ふさわしい。

　二の腕を飾かざるのは、繊せん細さいな刺し繡しゆうで透とう明めい感かんのある長手袋ロンググローブ。純真な貞てい淑しゆくさを保ちつつ、少女の持つ美しい肌の魅力も損そこなわせない。

　引き裾トレーンは胸元と同じく立体的な花で華はなやかさが表現されており、シルクの光こう彩さいが輝きに移ろい、淡あわく色付いて見える。

　絢けん爛らんでありながらもうるさくない。絶ぜつ妙みようの美しさだ。

　綺き麗れいだ、と思う。そして可か愛わいらしさもある。フローレンスの年齢に合わせてくれたのだ。

「さあ、姫。最後の調整をいたしましょう」

「ええ、お願い」

　ドレスという括くくりは同じなのに、まったく別の物に感じてしまう。ミリアとジゼルの手を借りて袖そでを通し、鏡に映った自分と向き合った。

　文もん句くなど出てきようもない出で来き栄ばえに、それでも物足りなさを感じてしまったのは、きっと衣装が持つ意味がゆえだ。隣にいるべき人がいないと、このドレスは完成しないのだから。

　実際に身に纏まとい、細かな仕上げを詰つめていく。その途中でこうした方がああした方がと意見が出てきてしまうのは、侍女二人も真しん剣けんに考えてくれているためだ。

　やや疲つかれを感じてきた頃、控えめなノックが響く。今フローレンスが何をしているかは、関係者なら大体の人間が知っているから、おそらく重要な用だろう。

　訪れたのは、未来の義は母はだった。

「ごきげんよう、フローレンス」

　姿を見せたアレイシャは、いつも通りに美しい。

　重ねた年齢が醸かもし出だす、円えん熟じゆくした濃のう厚こうな婉えん麗れいさ。性差こそあれ、彼女とイスカの血けつ縁えんは、最早疑いようもない。

（同性のわたしですらくらっとするもの……！　血筋、怖い……！）

「ふふ。もうほとんど娘だもの。いいわよね？」

「はい、お義か母あ様さま」

　優しく慈いつくしむように名前を呼ばれたフローレンスは、満面の笑みでそう返したものの、後半、少しだけ息を詰まらせてしまった。

（う。まずい。何コレちょっと泣きそう）

　アレイシャから『娘』と呼ばれたとき、不意に胸の奥からじわりと何かが込み上げてきたのだ。最初フローレンスはその正体が分からなくて戸惑ったが、アレイシャの微笑みを見ているうちに、すとん、と丁度いい場所に収まる感覚を得た。

　これは新しい家族として迎えられる実感を得て震えた、感激だ。

　でもここで泣く理由を訊かれたら恥ずかしい。本当は全然恥ずかしくなどないはずだが、フローレンスは面おも映はゆさに悶もだえ死じぬ確信があった。

　なので、すぐに言葉を継ついで誤ご魔ま化かす。

「ミリア、ジゼル。少し休きゆう憩けいにしましょう」

「かしこまりました」

「では、お茶をお持ちいたします」

「ごめんなさいね」

　作業を中断させてしまったと思ったのだろう。アレイシャは申し訳なさそうな顔をした。

「いいえ、そろそろ休もうかと思っていたところなんです」

　本当のことだ。息を詰めっぱなしでは作業もはかどらないし、残っているのは仕上げだけ。休む余裕を持てないほど急ぐ必要はない。

　ドレスをしわにするわけにはいかないのでフローレンスは立ったままだが、アレイシャには寛くつろいでくれるよう頼んだ。ややあってお茶の用意が整い、一息つく。

　それからじっとフローレンスを見つめたアレイシャは、すぐに相そう好ごうを崩してうなずいた。

「とても素す敵てきよ、フローレンス」

「ありがとうございます。素晴らしいドレスを用意していただきましたわ」

　反射的に無ぶ難なんな答えを返してしまったフローレンスは、言い終えた瞬間から後悔する。社交辞令とまったく同じように義母へと返すのはいかがなものか。

　もちろん、アレイシャと顔を合わせるのは初めてではない。だが未だに慣れはない。ついかしこまってしまうのだ。

　彼女自身はやや天然の入ったのんびり屋さんで、穏やかな性格の付き合いやすい女性なのだが──あれだけ近くにいるイスカにだってまだ慣れないのだから、これはもう仕方ないと思ってほしい。

（お義と父う様さまよりは、ちゃんと向き合えはするのだけど）

　ちなみにラハ・ラドマ国王の前に出たときは、面おもてを上げることさえはばかられた。

　フローレンスは素そっ気けなく聞こえそうなお礼を顧かえりみて内心落ち込んだが、当のアレイシャは特に気にした風もないようだ。

　この辺りもイスカと一緒で、彼女は人の言葉の悪意を疑わない。

「気に入ってくれた？」

「はい、もちろん」

「よかった。大切な日だもの。心からの笑顔でいてほしいわ」

「ええと……。それは、大丈夫です」

　──だって、相手がイスカだ。

　若じやつ干かん声量を落とし、気恥ずかしそうに言ったフローレンスに、アレイシャはそれはもう、直視し難いほど艶あでやかに美しい笑顔を披ひ露ろうした。

　同性だから耐たえられたが、異性だったら無理だっただろう──とフローレンスは眩まばゆさに貫かれながら、悟りの境きよう地ちで己を維い持じする。

（将来のイスカを見てる気がする。揺らがない心を育てなくちゃ……！）

「あの子、わたしに少し似ているでしょう？」

「はい」

　即そく答とうしてしまった。

「だからね、心配だったの。わたしもあまり異性とご縁えんがなくてね。二、三言話すと、皆倒たおれてしまうのよ。あの子も似たような状況だと言っていたから、どうなってしまうのかしらって」

（そうか、倒れるのか……）

　ここまで人外の美び貌ぼうを極きわめると、不ふ埒らちな輩やからへの対処すら不要になるらしい。

「もちろん、いずれ受け入れてくれる方と出会えるとは思っていたわ。でも、出会えるまでは結構、こう……胸が痛くて」

「……」

　それは違う──と言おうとして、やめた。本人たちが悩んでいるのは確かだし、幸いアレイシャは国王と出会って、母として順調な人生を歩めている。今更何も言うまい。

「あの子が愛した子が、あの子を愛してくれて嬉しいわ。至らない子だけれど、どうかよろしくね」

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　改めて互いに頭を下げる。顔を上げたアレイシャは、次に来訪の本題へ移った。

「それで、お邪魔した理由なのだけれど、帝国から輸入した花が、今日すべて咲さき揃そろったそうなの。でも、中にはこちらでは育ってくれなかった品種もあって、残念だけど今回は諦あきらめてちょうだいね」

（あ、その件か！）

　なるほど、それなりに急ぎの用だ。

　納得して、同時に申し訳なさに身が縮ちぢむ。

「すみません……。我わがままを言って」

　式場を飾る花のすべては、大砂漠帝国からの輸入品にすると決めていた。もちろん花アレルギー体質のためだが、それを知るのはイスカとミリアのみ。傍はたから見れば、ただの道どう楽らくに見えてしまうかもしれない。

（親しん善ぜん大たい使しになってるおかげで、多少の言い訳にはなったと思うけど……）

　庭師を始め、多くの関係者に手間をかけさせている。

　事情を素す直なおに話すべきなのではと、ずっと引っかかってきた。けれど踏ん切りがつかなくて、ここまで来てしまったのだ。

　心苦しさにフローレンスの肩は自然と落ちる。

「世の中には、『そうしたいから』で通っていい事こと柄がらも、沢たく山さんあると思うの。なぜならそれは、その人にとって必要なことかもしれないから」

　アレイシャは優しく微び笑しようして席を立ち、柔やわらかな手つきでフローレンスの頭を撫なでてくれた。

「本当にただの我がままを言う人は、そんな顔はしないものよ」

　だから気にしなくていいのだと、何も訊かずに受け入れてくれる。

「……ありがとうございます」

（いつか、話そう）

　そして何をそんなくだらないことを気にしていたんだろうと、笑い話にするのだ。

　じわりと涙で滲みそうになる視界を、慌てて瞬きを繰り返して確保する。

「そう、そういうわけだから──。早いうちに予定を付けて、庭を見に来てほしいの。咲いた花を見てもらって、式場にどれを飾るか希望を訊いておきたいから」

「分かりました。着替えてすぐに伺いますわ」

「あら、ドレスの調整はもういいの？」

「……実はちょっと座って休みたいなと、根こん性じようのないことを考えていますわ」

　おっとりとした雰ふん囲い気きにほだされてフローレンスがつい白はく状じようすると、アレイシャは実に楽しそうな笑い声を上げた。

「では、もう少しご一緒してもいいかしら？」

「もちろんですわ。喜んで。──ミリア、ジゼル、着替えをお願い」

　フローレンスの体から婚礼衣装を手早く、しかし丁てい寧ねいに脱がし、型崩れしないよう収しゆう納のうされる。結婚式までの間、衣裳部屋の主あるじはこのドレスだ。

　身み支じ度たくを済ませ、アレイシャの好意に甘あまえて少し足を休ませてから、フローレンスは東にある月げつ霜そうの庭へと向かった。

　陽ひが一番長く当たる月霜の庭は、王宮庭園の中で比較的花を育てやすい区画だ。そこは今、実に異国情じよう緒ちよ溢あふれる様相をしている。

（思えば、ここが始まりだったのよね）

　イスカに花アレルギーがバレた場所。あの日、積年の劣れつ等とう感かんから心が救われたことを思えば、無条件で良い思い出になりそうなものだが、もれなく羞恥心がくっついてくるのでそうとも言い切れない。

　見慣れない帝国の花々の先に続く、ガラスの温室。繊せん細さいだと分かっている種がそこで大切に護られている。その一角に、とても馴染み深い花が咲き誇っていた。

　黄薔薇と、赤薔薇。

　二つの花が正しく意味を果たすとき、フローレンスとイスカは真実夫婦になっている。そのとき、何かが変わっているだろうか。それとも変わりはしないのだろうか。

　不安と期待と喜びと。フローレンスはしばし、薔薇に見入った。アレイシャも急せかそうとはせず、隣で長閑のどかに珍しい花々を観賞している。

　──が、不意に表情を厳きびしくして、宮きゆう殿でんの入り口の方へと向き直った。

「！」

　ラハ・ラドマの人間が見せるこの手の反応に、気のせいはない。

（というか、お義母様もなんだ……！）

　武術を学ぶことを真剣に検討するべきだろうかと、フローレンスの頭を過る──が、どうにも身につけられる気がしなかった。

（……うん。人間、適性ってあると思うんだ）

　別の分野で頑張ろう。

　フローレンスがひっそりと結論づけた直後に、兵士が一人駆け込んできた。

「王おう妃ひ殿でん下か、王女殿下、失礼いたします！」

「何事ですか」

「はッ。その──」

　兵士は声量を落としてから、先を続ける。

「セリス殿下が所しよ望もうされたお飲み物に、どうやら毒物が混入していたらしく……」

　報告する兵士の声は震えていた。当然だ。他国の、しかもエスカ・トロネアの王太子が自国で害されるなど、大問題になる。

「それで、お兄様は……？」

「事前に発覚いたしましたので、殿下もこの件はご存知ありません。ですがご報告には上がるべきかと思いましたので、こちらに参りました」

　兵士の報告に、フローレンスたちは揃ってほっとし、肩の力が抜けた。

「ご苦労様。今、西大陸の勢力争いは熾し烈れつさを増しています。これからも細心の注意を払うよう、皆に申し伝えなさい。──それから、よく気付いてくれましたと、功労者に伝えておいてください」

「ありがたきお言葉、しかと預かりました」

　何事も起こらなくてよかった──と、フローレンスの心が安あん堵どで占められたのは一瞬。立ち去る兵士の背を見送ったときの思考は、もうセリスを案じたものからかけ離れていた。

（使える）

　──そのためには、今すぐ動かなくてはいけない。

「お義母様、すみません。わたし、お兄様に会いに行ってきます」

「ええ……。お願い。わたしたちも全力で企たくらみを阻むけれど、殿下ご自身も知っていていただいた方がよいでしょうから。お伝えするのは貴女からがよいでしょう」

　アレイシャは身内の恥よりもセリスを心配してくれた。許可を得てアレイシャと別れると、フローレンスは真っ直ぐセリスのもとへと向かう。

　その途中でばったりイスカと会った。時間から見て、同じ報告を受け取ったのだろう。

「フローレンス！　──話を聞いたか」

「はい。お兄様のところへ行く途中です」

「一緒に行って構わないか？」

「もちろんですわ」

　むしろ、イスカには同席してもらわなくては困る。セリスの部屋に着いたら、イスカへの伝言を頼み、雑談をして待つつもりだった。

　そうしてイスカと共に訪れれば、セリスはいつも通り、朗ほがらかに迎え入れてくれる。

「ああ、二人とも。丁度よかった。これから呼ぼうと思っていたところだ」

「何かあったのですか？」

　セリス側からも会いたかったと言われ、イスカはさらに緊張した顔をした。

「うん？　何かがあったんだろう？　厨ちゆう房ぼうが少し騒がしかったそうだから」

　別件かと構えてしまったが、どうやらセリスの用もフローレンスたちと同じだ。

　さすがに他国の王宮内で、その国の王族よりも先に内情を知ることはできなかったようだが、核かく心しんに近い情報がもたらされている気配がある。どうやって得たのかを訊くのは無意味なので口にしないが。

　──正直に言う。ほっとした。

「お兄様も人間だったのですね……」

「お前には俺が化け物か何かに見えるのか？」

　しみじみと言ったフローレンスに、セリスは苦く笑しようしてそう返す。

「化け物、というか、ええと……」

　近い、かもしれない。

　少なくとも、自分とは違う、手の届かない存在だと思っていた。セリスは何でも知っていて、何でもできる人だったから。

　フローレンスは言葉を濁にごしたが、セリスは考えを察してしまう。表情を崩さないままで首を横に振る。

「そんな大層なものになれるなら、俺はもっとお前に好かれているとも」

「まあ。わたしは幼い時分から変わらず、お兄様を敬けい愛あいしていますわ」

　馬鹿にしてくれるなとフローレンスが怒おこった声で言えば、セリスは一瞬虚きよを衝つかれた顔をして、それから柔らかく笑みを見せた。

「俺も、お前を愛しているよ。──ありがとうな、フローレンス」

　それからすぐに、芝しば居いがかった大おお仰ぎようなため息をつく。

「しかし俺が化け物に見えなくなったのなら、お前も同じ舞ぶ台たいに立ってしまったということだな。やれやれ。いつまで可愛い妹でいてくれるやら」

「あら。決まっているではありませんか。いつまでもですわ。お兄様が、わたしの敬愛するお兄様でいてくださる限り」

「なら心配はいらないか。……だが、そうだな。もしもお前が俺の前に立ち塞がるのなら、俺は己を振り返るべきなんだろう。そんな相手が同世代にいる運命に、俺は感謝しよう」

　言ってセリスは、フローレンスとイスカへと、順番に目を合わせた。

「そのときはよろしく頼む」

「責任重大ですね」

「そうだとも。そして俺はわりと自信家だから、素直には忠告を聞いてやれない。頑張ってくれ」

　よろしく頼むと言った口で、また図ず太ぶといことを言ってくれる。どちらも本心だとは察っせられたが、我が兄ながら厄やつ介かいな人だと、フローレンスはしみじみとせずにいられない。

「さて。呼ぶ前に来てくれたんだ。話は聞かせてもらえるな？」

「実は──……」

　先程受け取った兵の報告をそのまま話すと、セリスは顎あごに指を添そえて数秒思案してから状況の確認を始める。

「それはさっき起こったばかりで間違いないな？」

「はい」

　だから急いで来たのだ。

「なら丁度いい。せっかくだ。倒れてしまおう」

　セリスが出した結論は、フローレンスが考えていたものと同じだった。

「倒れる、ですか？」

　イスカとしては、身辺に気を付けるよう重ねて働きかけるつもりで訪れたのだろう。しかし己が摑むべきものに貪どん欲よくであるセリスの考えは、身を守るだけに留まらない。

「そうだ。いいか？　俺は少し前に体調を崩した。だからお前たちは今、見み舞まいに来た。ただし原因は不明だ」

　土地が変わって体調を崩すのはよくある話だ。仕掛けた側からすれば、自分たちが謀はかったことの効果が出たかどうか、見極め難い。

　死亡が隠される可能性こそ低いものの、毒によって生死の境をさまよっている状態かもしれないし、毒とはまったく関係ない体調不良の可能性もある。

　その答えを与えないよう情報を遮しや断だんするぐらい、セリスの側そつ近きんなら必ずこなす。

「可愛い妹の結婚式を成功させるために、こちらから機会をくれてやろう」

　言ったセリスの瞳には、狩かる獲物を追い立てる道筋を描えがいた、冷れい徹てつな光が宿っていた。

「結婚式の予行演習は間もなくだな？」

「はい。わたしとイスカと、付き添いのミリアとアルフルード。そして進行の一部を担になう聖下にもご参加いただくことになっています」

　正教会にとって都合のよい人間だけが一堂に会する、絶好の機き宜ぎ。

「聖騎士は参加するな？」

「しますわね。聖下の護衛という名めい目もくで」

「ならその人員、俺の方にも割さいてもらおう」

「お願いできますか？」

「もちろんだ」

「ま、待ってください」

　淡たん々たんと話を進める兄きよう妹だいに、イスカが待ったをかけた。フローレンスとセリスは揃って振り向く。

「義兄上を囮おとりにする、と言っているように聞こえます」

「そう言ってるが？」

　何ということもなさそうに、セリスは肯定した。

「なあ、義弟おとうと。戦いで一番被ひ害がいを出さない方法を知っているか」

「奇き襲しゆう、ですか？」

「惜おしい。交戦から逃のがれられないなら次に狙うべき最善だな。正解は『そもそも交戦をしない』これに限る」

　剣を交える前に決着をつけるのが最良だと、詭き弁べんのような問答をする。しかし事実だ。交戦しないための戦いというものが、世の中にはある。

「例えば、予定通り俺がフローレンスの付き添い役をして予行演習に参加したら、聖堂を舞台にラハ・ラドマと正教会の正面衝しよう突とつになるだけだろう？」

「……そうですね」

「だから、俺が外の聖騎士を引き受けてやる。今から臥ふせっておけば正教会にもこちらの意図は伝わるから、そのための手を講こうじてくれる」

　そうなれば、ラハ・ラドマが相手にするのは、聖堂内に配される聖騎士だけでいい。

「心配はない。これでも俺は美う味まい餌えさだ。絶対食い付く。聖下を生き延びさせたら俺たちの勝ちだ。──フローレンス、お前のおかげでな」

　セリスが送ってきた視線と言葉を受け、フローレンスは少しだけ動揺した。

　その言葉は、現段階でフローレンスの狙いがある程度成果を上げていることを意味している。結果への責任を、強く意識せずにはいられない。

「……お兄様は聖下のご様子をご存知なのですね？」

「もちろんだ。俺の人脈を侮あなどってくれるなよ。聖下はここしばらく、どうも元気がないらしい。ずっと物思いにふけっていると言っていた」

　正教会が面会を断りにくい南方の貴族にも、セリスは伝つ手てを持っている。彼らを通じてアリオンの近きん況きようを把握するぐらいは容易たやすい。

「今の聖下なら、正教会が自分を殺しにかかってきても、最低限現実を認められそうだ。上手くやったな」

「いいえ。上手く運ばなくてはならないのはここからも同じです」

　どこかで後おくれを取れば、ただ無意味に傷付けただけで終わる。だから、上手くいったと言うにはまだ早い。

「もっともだ」

　フローレンスの慎しん重ちような姿勢に、セリスは満足そうに同意した。

「イスカ、王宮の見取り図を頼む。悪いが隠し事はなしにしてくれ」

「分かりました」

　本来、王宮内の詳細かつ正確な地図など他国の王族に見せるべきではないが、イスカはためらいなく了りよう承しようする。

「それと──。お前、来ている聖騎士たちを全員把握しているか？」

「はい。王宮内にいる者ならおそらく」

「結構。お前がつけた力量の目算を教えてくれ」

「全員、サンレット卿に準じる手て練だれです。ラハ・ラドマの一いつ般ぱん兵へいで聖騎士を止めようと思えば、三対一で勝率三割を覚悟してあたらなければならないと思います。サンレット卿を相手にするなら、十人でも怪しい」

　現実的に一人の人間と十人がかりで一斉に戦うのは無理だが、力量を数字化するとそうなるということだ。

　改めて聞くとぞっとする。セリスも同様なようで、げんなりとした表情を隠さなかった。

「ああ……。ラハ・ラドマ兵でさえそうなんだな……。強きよう硬こう手段を一番有効だと捉とらえている以上、当然だが。幸いなのは、工作員としての技能がそう高くないところぐらいか」

（確かに、高い、とは言えないのだと思うけど）

　セリスに毒を盛ろうとして、出で端ばなで挫くじかれる程度の拙つたなさだ。

　カフィエズの支し援えんがあった気がしなくもないが、工作に卓たく越えつしている、と言えないのは確かだろう。

　ソロンを直接知っている身としては、想像に難かたくない。聖騎士たちは手先の器用さを磨みがくよりも、筋肉を鍛きたえた方が有ゆう意い義ぎと見なしているのだ。彼らは純粋な戦せん闘とうの専門家で、正教会が長い時間と莫ばく大だいな金額を費ついやして作り上げた精せい鋭えいである。

　露ろ呈ていするほどの小こ細ざい工くを、危険を犯おかして弄ろうするよりも、信じているのだ。自分たちが磨いてきた、聖騎士という剣の強さを。

「聖騎士による暴力を強行するなら、当事者しか存在しない、という条件を満たす必要がある。彼らが欲しい状況をこちらで作ってやろう。絶好の条件を添えてな」

　限られた人間の目しかない会場と、襲いやすい、孤こ立りつした標ひよう的てきを。

「だから、予行演習当日も含めて、俺は体調を崩して臥せていることにする。向こうにもそのつもりで準備をしてほしいから、予あらかじめ教えておかないと」

「待ってください。策であると言うなら演習当日は仕方ないとしても、今からは危険です」

　部屋にこもって臥せるセリスは、それこそ狙ってくださいと言っているようなものだ。

「確実性を取るために今からだ。当日だけやって食い付いてこなかったら、笑い話にしかならないぞ。──フローレンス、お前は王妃殿下と話し合って客人の保護を頼む」

「はい。お任せください」

　結構な騒ぎになるのは目に見えている。他国からの客人を巻き込まずにおくための一計が必要だ。

　フローレンスはセリスの考えに賛同している。きっと自分も同様の手段を取るから。

　それを否いなと思うのは、この場では一人。

「義あ兄に上うえ、フローレンス……！」

「心配してくださって、ありがとうございます」

　納得できないイスカの気持ちは、妹としてとても嬉しく思う。

「けれど、ごめんなさい。わたしはお兄様の策に乗ります」

　危険は増すが、上手く運べば一番犠牲が減る方法だから。

「心配はありがたく受け取ろう」

　やり取りを聞いていたセリスも、本題へと戻る前にイスカへ声をかける。

「……義兄上」

「しかし、舐なめるな。俺の護衛に、俺を護り切れない無能などいない」

「っ」

　視線と声を鋭するどくして言ったセリスに、イスカは言葉を詰まらせた。その反応を引き出してから、セリスはすぐにいつもと同じ、柔にゆう和わな微笑に戻る。

「それぞれが成すべき役割をこなすだけだ。俺のことより、お前こそ分かっているな？」

「な、何をでしょうか」

「ちゃんとフローレンスを護れよ」

　乱らん戦せんとなる聖堂に、身を護る術がないフローレンスは存在しなくてはならない。

「当然です！」

「結構。なら、問題ない」

　セリスはさらりと締め括った。そしてこれ以上は受け付けないとばかりに話を進める。

「俺か聖下が死んだ段階で、正教会はどうとでも言い訳をつけて自分たちがやりたい方向に話を持っていく。まあ、最悪俺が生き残れれば、正教会の責任を追つい及きゆうして秩ちつ序じよは変えずに戦ってやるけどな」

　少なくとも、正教会に一方的に糾弾される展開にはならない。

「パルポワ卿はまず間違いなく自分のための生いけ贄にえを用意しているから真に片付くとは言えないが……。姉上と正教会の関係を明らかにして断だん罪ざいすれば干かん渉しようする余地が消えるから、とりあえずは収しゆう束そくさせられる」

「繫がりが上手く証立てられるでしょうか？」

　切り捨てる前ぜん提ていで用意している人物ならば、むしろ足が付かないのではないか。

　イスカの危き惧ぐはもっともだ。しかしセリスは爽さわやかに笑って言い放つ。

「何言ってるんだ。証しよう拠こは作るものだぞ、義弟」

「……」

「パルポワ卿と繫がっているなら、そのまま裁さばく。身代わり羊スケープゴートにされただけなら、自白と引き換えに取り込む。そんなところだ」

　自分に累るいが及およばない限り、メレディスはリュシエラが追い落とされるのを必ず黙もく認にんする。

　エスカ・トロネアの政変は、メレディスにとって身の安全と秤はかりにかけるほどの大事ではないからだ。

「俺は、自分の身は何とかする。──が、どうだ、イスカ。聖下を護り抜く自信はあるか？」

「必ず護ります。聖下も、義兄上も。必要ないと思われるかもしれませんが、義兄上の護衛にはうちからも相応の者をつけさせていただきたい」

「……俺は別に構わないけどな？」

　エスカ・トロネア近衛このえ兵へいで聖騎士を相手どろうとすれば、尋じん常じようでない被害を出すのは目に見えている。だからセリスは、初めからラハ・ラドマ兵を頼たよるつもりでいたはずだ。

　必要ないとあえて言ったのは、借りにしないための方ほう便べんである。イスカの口から言わせて、厚こう意いで付けられたのを許きよ容ようした、という形にしたいのだ。

　交こう渉しよう次し第だいで、イスカはセリスから、見返りを引き出せた。

　フローレンスもそれは分かっていた。でも、口を挟はさもうとは思わない。なぜならそれは、フローレンスが愛するラハ・ラドマの気き質しつならではの判断だからだ。

　物言いたげに自分を見たセリスに、フローレンスは誇らしげににっこりと笑い返す。

「ラハ・ラドマは、命で商売をしたりはしないのですわ、お兄様」

「……耳の痛いことだ。よろしく頼む」

「はい。お任せください」

「期待してるよ」

　掛かけ値ねなしの本心だと、作った甘さのないセリスの声の響きで分かった。

「さて、じゃあそろそろ退出してもらえるか。病人の枕元に長く詰めるものじゃない」

「分かりました。──お兄様、どうか、お気を付けて」

「もちろんだ。俺は負けるのは好きじゃないからな」

　命を賭かけ代しろに乗せたとまでは言えないが、近いものはある。けれどセリスは確率の低い博ばく打ちなど打たない人だから、きっと大丈夫だ。

（だって聖下とお兄様と、どちらの損そん失しつが大きいかといえば、お兄様だもの）

　セリスが生きている限り、西大陸の形勢は変化しない。

　メレディスは己の才を信じているから、相手が誰でも勝つのが当然の意識で行動する。強引な手段でも踏み込めるのがその証あかし。

　だがフローレンスは彼女が自身に抱くのと同じぐらい、セリスの手しゆ腕わんを信頼している。

「では、失礼します」

　見舞いの体ていを装よそおい、フローレンスとイスカはセリスの部屋を辞じす。これからその通りになるので、誰も疑わないだろう。

（まずは緘かん口こう令れいを徹てつ底ていしておかないと）

　思い立ち、フローレンスはイスカと共にひとまず厨房へと向かう。しかしいくらも行かないうちに、意外な人物と鉢はち合あわせた。

「あ……」

　相手もフローレンスたちに気付き、足を止める。とっさに反応できていない様子だったので、フローレンスは意図的にゆっくりとした口調で挨拶を述べた。

「ごきげんよう、聖下」

「……う、む」

　遭遇したのは、護衛を一人だけ伴った聖王アリオン。連れている聖騎士はカフィエズである。

　フローレンスが背後に目を向けたのに、アリオンはすぐに気が付いた。

「先日の視察と同じ者だ。余が同行を頼んだ。でなくば少々……具合が悪いかもしれぬゆえ。皆に黙って抜けてきた」

　カフィエズが本気で目を盗んで連れ出したのなら見み咎とがめられていないのは確実だが、アリオンの意図が分からない。

　フローレンスの視線に聡さとく答えてから、しばし。アリオンは言葉に迷った様子で瞳をさまよわせた。ややあって心の準備を済ませ、口を開く。

「見舞いをと、思ったのだ」

「え？」

　思わず、といった声を上げてしまった。セリスが倒れたという偽いつわりの情報を流すのはこれからなのに、どういう経けい緯いでアリオンが知ったのか。

　フローレンスが抱いた疑問は、アリオンが次に放った言葉ですぐに解消された。

「この騎士とメレディスが話しているのを聞いたのだ。セリス殿下が体調を崩されたとは本当か？」

（あぁ……！）

　情報源には納得した。カフィエズならこちらの思惑を読んでもおかしくないし、あとでどうとでも言い逃れできる言葉選びも、都合のいいように解かい釈しやくさせる言い回しもお手の物だろう。

　しかし、今アリオンとセリスを会わせる意味はなんなのか。

（そもそも、面会とか無理だし）

　顔を合わせたら、セリスが不調などきたしていないとバレてしまう。

「ありがとうございます。兄も喜びますわ。けれど──申し訳ありません。今はお会いいただくことができないのです」

　貴人に対し、見舞いを断る理由をぼんやりさせることは珍しくない。その内容は想像してもらえばいい。

　だがフローレンスが選んだ無ぶ難なんな答えは、アリオンが訪れたいもう一つの目的に答えを与えてしまう。

「やはり、そうなのだな」

「やはり、とは？」

　明らかに傷付いた様子を見せたアリオンに、フローレンスはうろたえつつ訊ねる。

「余は、以前救きゆう済さい院いんを巡ったことがある。そのとき余に声をかけられた者は、皆揃って快かい癒ゆし、活力を取り戻した」

「それは……」

　アリオンが吐と露ろした過去で、フローレンスにもカフィエズの目的が分かった。彼は過去の奇跡も消し去りにかかっている。

　覚えた感情は、寒けと感かん嘆たんの両方。

（なんて容よう赦しやのない。……そして、効果的だわ）

　アリオンが経験した救済院での奇跡は、おそらく正教会の仕込み。純真な子どもを騙すには充分といえる。

「フローレンス姫、あのとき、余と共にいた其方に訊きたい。神しん託たくとは、何なのだ？」

　聖王その人が口にするには、あまりにそぐわない問いかけだった。

　正教会が与えてきた答えなら、アリオンは即座に自分で口にできる。なのに改めてフローレンスに訊ねてくる時点で、気付いているのだ。

　そこに偽りがあるのだと。

「わたしは神官ではありませんので、神の声は聞こえません。しかしもし、選ばれたはずの聖下にも声が届かないのであれば、それは聖下を選んだのが『人』だからでしょう」

「……神は、おられぬのか？」

「分かりません」

　下手な相手に聞かれれば不ふ信しん心じんだと咎められるだろうが、アリオンには捉え方の一つとして、知ってほしいと思った。

「いないと断ずることはできません。しかしいるとも言えません。なぜならわたしにはその存在が感じられませんから。──聖下は、どう思われますか？」

「……分からぬ。余も、神の声を聞いたことがない」

　その事実を、アリオンは初めて認識したのだ。

「余の側にある者たちは、余は神の代理人であるのだから、余の言葉こそが神の言葉だと言った。しかし余は……神のように万能ではない」

　自分は神の代理人ではない。アリオンは狼に襲われた事件で己の身に起こった現実を、この数日間で受け止めた。そして認めた。

　気付いた瞬間は、さぞかし愕がく然ぜんとしたはず。だがアリオンは現実を拒絶して逃げるのではなく、先へと思考を進めていた。

　自分という存在の真実へと。

　──なんという皮ひ肉にく。

（おそらく聖下が聖王に選ばれたのは、年齢と容よう色しよくと身の上の都合が合がつ致ちしただけの、ただの偶然。けれどこの子は──賢かしこいのだわ）

　都合の悪い部分はともかく、しっかりと教育を施されていたために、本来の才格が芽吹いたか。図はからずも正教会は、自分たちにとっては厄介な、未来の聖王に相応しい子どもを選んでしまったのかもしれない。

「では余は、なぜ選ばれたのだ？」

「神託が偽りであったとも、断言できません。たとえ現在の聖下が何もお持ちでなかったとしても、はるか未来を見据えての采配である可能性もあります」

　ですが、とフローレンスは続ける。おそらくアリオンが一番知りたくて、そして知りたくない現実を告げるために。

「もし偽りであるのなら、聖下が選ばれたのは人間の都合です」

　神は、関わっていない。どこにも。

「──……」

　覚悟は、していたようだ。アリオンの反応は大きくはなかった。ただ瞳を揺らして、肩を落とす。

「……そうか」

「しかし聖下、それは重要なことでしょうか」

　顔を俯うつむけたアリオンと目を合わせるためにイスカは膝を突き、寄る辺をなくして途と方ほうに暮れる少年を見上げる。

「余は、神ではなかったのだ。いや、代理人でも何でもない余を祭り上げているようでは、神官たちも誰一人、神の声など聞こえていないのではないか!?」

　怒りと落らく胆たんと、屈辱と絶望と。

　周りのすべてが虚構であったと気付いてしまった少年は、悲ひ懐かいに嘆なげく。

「では、神を騙かたる正教会とは、そもそも何だ？　これでは威い光こうを利用しただけの咎とが人にんも同然ではないか！」

　感情を高ぶらせ、アリオンの瞳にみるみる涙が浮かぶ。

「余を信じて祈った者、寝しん食しよくさえ削って働いた金を寄き進しんに来た者もいる！　家族が病やまいに倒れ、医者には治せぬから、余に縋すがるしかないのだと！　懸けん命めいに！」

　アリオンの叫びにフローレンスは驚き、息を吞む。

（覚えているのね……！）

　自分に救いを求めた者の必死さを、背景にして流すのではなく、アリオンはきちんと一人一人を見ていた。そうでなければ、今の言葉は出てこない。

「余は詭き辞じをもって善良なる信しん心じんを食い物にした、ただの罪人であったのだ……」

　己の神性を疑わなかったアリオンは、当然の意識で人々の信しん仰こうを受け取ってきた。今更違うと言われても、過去は覆くつがえせない。

「どう詫わびればいい。神も人も欺あざむいて生きてきた余は、どうすればよいのだ」

　激げつ昂こうでは誤魔化せない、根本にある罪ざい悪あく感かん。

　ひとしきり激げきした末に消しよう沈ちんしたアリオンへと、イスカは穏やかに声をかける。

「これから、誠実に生きればよいのではありませんか。気付いた貴方の前には、違う道が拓ひらけただけ。どうか恐れるのではなく、見つめてください」

　これまでの過去、行動一つさえアリオンは選べなかった。しかしこれからの未来は彼自身のもの。両方をしっかり見み据すえてこそ、己が進みたい道が見えるはずだから。

　与えられた答えに、アリオンはゆっくり目を瞬き、焦しよう点てんを合わせてイスカを見る。溺おぼれていた絶望の闇やみから、現実へ引き戻された表情で。

「奇跡の力は人にはない。しかし信心はときに苦境を支える力になります。信仰の対象である聖下に、心を救われた人は多いでしょう。それは事実としてそこにあるものです」

「……」

　アリオンはこれまで間違いなく、神秘の聖王だった。

　無心に信じていた者だけではない。だが信じた者にとって本物たり得るぐらいに、アリオンは聖人として相応しい振る舞いをしてきた。

　もしアリオンが聖人の存在に価値を見出すのなら、今度は自分の志こころざしとして抱くことができる。

「貴方がこう在りたいと望む聖王となればいい。目指す自由と権利は誰にでもあります。たとえ届かなかったとしても、歩んだ分だけ望んだ姿に近付いていけるでしょう」

「……人は決して、神にはなれぬ。近付けるなど……不ふ遜そん極きわまる」

　弱々しく頭かぶりを振り、アリオンは一歩、後ろに下がった。そしてそのまま踵きびすを返すと、己の部屋へと引き返していく。

　その背はとても小さく、背負わされた荷は押おし潰つぶされそうなほどに重い。

　交かわされた会話に満足そうな笑みをフローレンスたちへと向けて、カフィエズはひらりと手を振ると、アリオンのあとに付いて去って行った。

「こんなときに突きつけるのは、酷こくだっただろうな」

「けれど今しかありません。どのような聖王として座すか──聖下が何かを望むのなら、変へん革かくの機会でもあります」

「支える手助けができればいいんだが」

「大丈夫ですわ、きっと」

　──イスカの言葉は、きっと響く。

　相手を想った真実が、そこにあるから。
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　結婚式の予行演習を翌日に控ひかえたその夜──どうにも寝ねつけないでいたイスカは部屋を出て、ぐるりと王宮を巡めぐった。大勢の来客を迎むかえているため、普ふ段だんよりも夜警にあたっている兵の数が多い。自然、交かわす挨あい拶さつの量も多くなった。

（客人からすれば、この程度の人数で何を、と言われるんだろうな）

　けれどラハ・ラドマでは、史上最多ではないかと思う。

　張はり詰つめた空気が息苦しくて、少し辛つらい。そう感じているのは、どうやらラハ・ラドマの民たみだけのようであるが。

　歩みを進めていくうちに辿たどり着ついたのは、式場となる聖堂。無人のはずのその中に、こんな夜中にもかかわらず人の気配がする。

「!?」

　場所が場所だけに見過ごせない。イスカは迷わず踏ふみ込んだ。──が、視界に入った姿に一気に気が抜けた。

「おや、イスカ殿でん下か。こんな時間にこんな所でどうしたんだい？」

「それはこちらの台詞せりふだろう」

　聖せい騎き士しの恰かつ好こうをしたカフィエズが、実に堂々と訊たずねてくる。彼が今ラハ・ラドマやエスカ・トロネアを害する理由はないはずだが、独特の価値観を持っている相手なので、油ゆ断だんはできない。

「式場の仕し掛かけを把は握あくしに来たのさ。予行演習中、会場は孤こ立りつさせられる手て筈はずだから」

　封ふう鎖さそのものを妨さまたげるわけにはいかないが、事が起こったとき、すぐにラハ・ラドマ兵を迎え入れられるようにする下準備だ。

「しかし、どこもかしこも頑がん丈じような王宮だねえ。やっぱり歴史が歴史だからかな。いっそ扉とびら壊こわして突とつ入にゆうすれば？　って言いたいとこだけど、これだけしっかりした造りだと、壊すより開ける方が早いかな」

　コツコツと厚い金属の扉を叩たたいてカフィエズは言う。

「実行される予定は変わりなしか」

「首しゆ謀ぼう者しやは自分に刃やいばが届かないのを知っているから、やめる理由がないねえ。命めいじるだけなら気楽なものさ」

「気楽では……ないと思うが」

　命じるしか許されない状況の方が辛い場合だってある。体験で知った葛かつ藤とうを思い出しつつ、イスカは本心から言ったが、カフィエズの言葉にも理解が及ぶようになっていた。

「くっ、ふふっ。普ふ通つうの人はそうだよ。何ならちょっと悪い人でも良心が咎とがめるね。でも、気楽にやっちゃう人もいる」

「……そう、なんだな」

　そしてメレディス・パルポワは──『気楽にできてしまう』人だ。

「聖せい下かはどうされている？」

「ぼんやり考えごとしながら過ごしてるよ。く、ふ。荒あら療りよう治じ、効きいてるみたいじゃないか」

「……そうか」

　立ち直るには、しばらくかかるかもしれない。

　承しよう知ちして仕掛けたことだが、後ろめたさはある。上う手まくいったと単純には喜べない。

　そんなイスカを、カフィエズは実に楽しげに瞳ひとみをきらめかせながら眺ながめていた。

「君は面おも白しろい人だねえ」

「今、面白がられるような何かがあったか？」

「うん。変わらないなと思って」

　返ってきた答えを、不思議に思う。

（確か、フローレンスやメヘラザーテ陛へい下かが言うには、彼が面白がるものは変化するもので……）

　事じ象しようの楽しみ方と、人の楽しみ方は別なのだろうか。

「……それはお前にとって面白いのか？」

「そうだねえ。珍めずらしいから。──僕はね、君を純じゆん粋すいなんだと思ってた」

　カフィエズの口調には、露ろ骨こつな嘲あざけりが滲にじんでいてとても分かりやすかったのだが、一応、確認する。

「褒ほめてないよな？」

「もちろん。君の年ねん齢れいで純粋だったら、ただの馬ば鹿かだよ。純粋さが美点なのは子どもの時だけさ」

　辛しん辣らつな見解をさらりと言う。

「希け有うな人材だなあとは思ったよ。何しろ僕が吞のまれたぐらいだ。自じ慢まんだけど、僕は陛へい下かにだって恐おそれを抱いだいたことはない」

「そうなのか」

「そういうところ、陛下は普通の人だからね」

「まるで俺が普通ではないような言いい様ようだな」

　納なつ得とくできない感情のままイスカが眉まゆを寄せると、カフィエズは短く笑った。

「武ぶに優すぐれた、ただの善いい人だと思ってた。けれど、違うね。何を手にするためでもない、それどころか失う可能性を想像して尚なお、自分の信念を貫つらぬき続けるとか。どうやるんだろうね？」

「誰だれにも恥はじない生き方をしたいだけだ」

「だろうねえ。──まあそういうわけで、君に関して僕はフローレンス姫の読みに負けたわけだよ。あ、不都合を隠かくそうとするアルは論ろん外がいね」

「容よう赦しやないな……」

　友人の論外扱あつかいに、微び妙みような気持ちになる。もしここにアルフルードがいたら、きっと手が出ているだろう。それでもカフィエズは同じように口にした気はするが。

「どんなに残ざん酷こくでも事実は仕方ないよねえ。まあ、だからどうってわけでもないしさ」

「なるほど」

　カフィエズにとって、能力は人の評価と必ずしも一いつ致ちするものではないようだ。独特な物差しの持ち主だが、そこには共感を覚えた。

「俺もそう思う」

「くっ、ふっ」

　イスカが真ま面じ目めにうなずいて同意すれば、カフィエズは楽しげに笑って返す。

「君は有ゆう能のうな為い政せい者しやにはなれない。最悪に備えて人を疑うより、信じたいことを信じてしまう人だから。でも純粋じゃなくなってそれができる君は、最早狂きよう人じんか傑けつ物ぶつのどちらかだね」

　──どちらでもないという主張は、通じないものだろうか。いや、傑物だと評価してもらえるなら嬉うれしいが、やはり身みの丈たけには合わない。

「君は英えい雄ゆうにはなれない。一を捨てて百を救う決けつ断だんをする強さがないから。でも、英雄の中心には君がいるだろう。なぜなら君は理想だから。英雄になるために多くの秀才が切り捨てる部分を、最後まで持ち続ける愚ぐ者しやだからさ」

「愚おろかと思うか？」

「僕は捨てるからね。割を食う行こう為いだ。そのままの君でどこまで信じた仁じん道どうを貫つらぬけるか、とても興味があるよ」

「それには答えられるな。どこまでも、だ」

　フローレンスが愛してくれた自分だ。この先も変えるつもりはない。……成長したいとは思っているが。

「楽しみにしてるよ。──さ、そろそろ帰った方がいい。人が来たら面めん倒どうだし」

「そうしよう。……ああ、最後に一つ、いいか」

「何かな？」

「気を付けてくれ」

「……」

　カフィエズは工作が本職だが、だから心配ない、ということにはならない。本人が飄ひよう々ひようとしているせいで緊きん迫ぱく感かんは薄うすいが、危険な役目を負おってもらっている。

「君はさ……。いや、違ちがうかな」

　カフィエズは呆あきれた目線をイスカに投げかけて、しかし敏びん感かんに表情を読み取ってきた。

　一変して愉ゆ快かいそうになり、心遣いを受け取る。

「くっ、ふ。うん、そうするよ」

「ああ。では、またな」

　カフィエズが何を言おうとしてやめたかぐらいは、イスカにも察さつしが付く。

　そして彼が言葉を吞み込み否定した通り──決して、イスカは純粋に心配できていたわけではない。

　顔を見れば、どうしたってカフィエズがラハ・ラドマ王宮で引き起こした事件を思い出す。被ひ害がいに遭あったセクトやジゼルはもっと顕けん著ちよで、カフィエズを見かける度たびに反射的に身構えてしまっている。

　許してはいない。だが、同時に過よぎる思いがある。

（カフィエズにとっては、ただの仕事だったんだ）

　帝てい国こくのために行動した結果だ。単純な善よし悪あしでは片付かない。

　なぜ、そんな非ひ道どうな仕事が存在するのか。

　──戦争中だからだ。

　直接戦っていなくとも、西大陸と中央大陸はずっと戦争を続けていた。そして今も、どこかとどこかが水面下で争っている。

（争いなど、なくなればいい）

　偽りのない本心だ。しかし未いまだ過去に怯おびえて武力に頼たよるラハ・ラドマが、それを口にする資格はあるのだろうか。

　イスカはそっと、腰に佩はいた剣けんの鞘さやを撫なでた。帯たい剣けんして歩くのに、違い和わ感かんを覚えなくなってしまったのはいつからだったか。

（……俺は）

　望むものと現実との乖かい離り。イスカは一つ深く息をついてから、足を王宮へと向けた。

　心はもう、答えを出している。

　勇気の先に覚かく悟ごがないだけで。
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「いかがでしょう、姫」

「うん、完かん璧ぺきだと思うわ」

　本番さながらに婚こん礼れい衣い装しようを着付けてくれたミリアに、フローレンスは鏡に映る自分を確認しつつ応じる。小物は省しよう略りやくし、ドレスもよく似せた別物だが、デザインは同じだ。

（何事もなければ本物を着たいところだけど、仕方ないわよね……）

　本番はそれだけで緊きん張ちようするに決まっているから、せめて着慣れておきたいのに、という気持ちはある。だが今日は物ぶつ騒そうな予定が満ち満ちているので、とてもではないが本物を着て臨のぞむなどできない。

　支し度たくを終えると気を紛まぎらわすものがなくなって、フローレンスは一いつ層そう落ち着かない心地ここちになった。

「……セリスお兄様はどうされているか、聞いた？」

「演習開始までは、お部屋に留とどまられるようですわ。そのあとは先方の出方次し第だいかと」

　訊ねたフローレンスに、ミリアは当然のように答えを返してくる。

「そう……」

　予定通りだ。それでいい。……不安を感じる個人的な心以外は。

　返事を受けたフローレンスから零こぼれ出た息は、様々な思いを含んでどっしりと重たいものになってしまった。

「ミリア、貴女あなたはお義か母あ様さまと必ず一緒にいてね」

　今日のミリアは賓ひん客かくの安全対策を担になうアレイシャと行動すると、事前に取り決めてある。

　対策の内容とは、ズバリ、王妃主しゆ催さいのスノウフラウ観光案内だ。

　名産品であるアイスクリームぐらいならば、城下に出て楽しんだ者もいるだろう。だがもう一つの名物、自然現象を見るには秘ひ訣けつがある。

　今回は午後からの外出でラハ・ラドマ城下の観光をして、主役メインは日にち没ぼつ時の太たい陽よう柱ちゆうにした。実際に見られたら幸運だと思っている。

（つい先日狼おおかみ騒さわぎがあったばかりだから、町の外に出る勇ゆう敢かんな人も少なかったはずだわ。太陽柱が見られなくても、景色だけでそれなりに満足感を得られるでしょう）

　雪景色の美しさは、自信を持って紹しよう介かいできる。

　娯ご楽らくの少ないラハ・ラドマ。何でもいいから暇ひまを潰つぶしたい人間も少なくない。王家主しゆ催さいの観光ともなれば断りにくさも増す。

　そうやって客人を連れ出して、王宮内を可能な限り関係者のみにするのだ。

「……ええ。承知しております」

　フローレンスの切な訴えを、ミリアは口くち惜おしそうな顔で受け入れる。身を護まもれない人間が聖堂内に増えれば、イスカたちの負ふ担たんを増やすと分かっているから、耐たえてくれた。

「ジゼル。姫をお願いできますわね？」

「はい、必ず」

　アリオンの護衛として入国した聖騎士は五十人。

　数日彼らを観察したイスカが付けた目算は、平均して六りつ花か四つひらで渡り合える程度、というものだった。

　四つひら使用に耐えられるのは、ほとんどが成人した伯はく爵しやく位い以上の者。それ以下の耐たい性せいしか持たない者は、後方に待たい機きさせることになった。

　立ち回りに必要な空間を考えれば、聖騎士の配分は聖堂とその外へ四対六、と言ったところか。

（実力的にも、本人の希望的にも、サンレット卿きようは確実にこちらに来るわ。……お兄様のためには嬉しいけれど、イスカのためには嬉しくないわね……）

　場所が限られる聖堂ではどうしようもないが、メレディスがセリスに食い付いた場合、彼にはできる限り聖騎士との直接戦せん闘とうを避さけてもらうつもりだ。そのために王宮の見取り図を渡し、客人を避ひ難なんさせたのである。

（あとは時間との勝負）

　聖堂での戦いを切り抜け、セリスと合流する。この時点でアリオンも己おのれの命が正教会に狙われていると理解するはずだ。一応、それで収しゆう束そくさせられる。

　これほど緊張感に満ちた結婚式の予行演習もあるまい。後うしろ髪がみを引かれていそうなミリアをアレイシャのもとへと送り出し、準備は整った。

　会場入りを知らされるのを、ジゼルと二人で落ち着かない心地で待つ。──と、扉が叩かれた。

「！」

　ジゼルと揃そろってびくっと肩を跳はね上あげてから、ちょっと照れた視線を交差させる。いよいよだとジゼルが応対に向かったが、訪おとずれたのは連絡係の侍じ従じゆうではなかった。

「直前にすまない。少しいいか」

「え!?」

　姿を見せたイスカに、びっくりする。

　物騒な予定付きだが、体てい裁さいはあくまで予行演習なので、結婚式の式次第に則のつとって進行される。新郎であるイスカは先に会場入りして、フローレンスを待っていなくてはおかしい。

「何かあったのですか？」

「いや、ただ会いたくなってしまったんだ。しばらく一緒にいていいか？」

　緊張しつつの問いには、否定と共にそんな答えが返ってきた。一いつ瞬しゆん詰つまってから、慌あわててうなずく。

「も、もちろんですわ」

　用事がなければ会えないような間柄ではないし、事が起こる前に一目でも顔を見ておきたい、という気持ちはフローレンスにもあった。

　だから今来てくれて、言葉を交わせて──それだけで安心する。

　フローレンス同様、イスカが着ているのも本番の衣装とは別物だ。お値段も落としてある。ラハ・ラドマの財政的に、傷いたむ可能性の高い衣装に本番さながらの金額をかける余よ裕ゆうなどない。

　しかし、デザインはほぼ、本物と同じである。

　互いを見合った状態で、しばし立たち尽つくす。

（イスカは多分、綺き麗れいなんだろうなって思ってた、から……）

　衣装に負けることなどない人だ。たとえボロを纏まとっても、いっそ大たい人じんの風格に早変わりさせるぐらい力のある美び貌ぼうの持ち主だから。

　申し分なく格好良かったけれど、そういう意味でイスカの花婿姿は、フローレンスの予想を裏切ったとは言えない。

　ただその姿を見たときに強く、対ついになるのだと感じた。

　純白の衣装は、誓ちかいの礼装。

「フローレンス」

「は、はい！」

　あまりに深く見入っていたらしい。名前を呼ばれて意識が急浮上して、自分の声に驚おどろいた。目の前にイスカのびっくりしている顔があって、恥ずかしさが募つのる。

「緊張、しているよな、当然……」

「あ、いえ。そちらではなく」

　イスカが隣となりにいて思い詰める必要などない。皆を信じているし、万が一彼らが敗れたなら、同じ場所で命が潰ついえるのを、なぜ恐れなければならないのか。

　もちろん、敗れた先の混乱を避さけるために全力を尽くす。無駄に命を捨てる気もない。だが今回同じ場に立ち、危険に身を晒さらすのは必要な行程だ。

　訪れる結果を受け入れる覚悟ぐらいはしているし、自分たちが敗れたところで、未来が絶ぜつ望ぼう的てきだとも思っていない。

　王族として役目を果たせないのは申し訳ないが、人々の意志は個人の欲望に負けるほど容易たやすくないと信じている。

　だから反射的に否定してから、フローレンスは後こう悔かいした。

「他に気がかりがあるのか？」

（ですよね！）

　当然この質問を受けることになると、どうしてもう一歩速く思い至らなかったのか。

　──見み惚ほれていたせいだ。仕方ないではないか。

「ええと、ですね……っ」

　フローレンスは少しだけ葛藤した。しかし。

「……貴方あなたに見惚れて、ぼんやりしていました」

　もう言い訳をする必要は感じなかったので、正直に言った。けれど吹っ切れているかといえば──赤く染まった頰ほおが答えを告つげている。

「え」

　フローレンスの答えに、入れ替わりのようにイスカがうろたえて。

「あ、ありがとう」

「いえ……」

「本当は、俺が先に言うつもりだったんだ」

「手短にお願いします」

　恥ずかしいので。

　素そっ気けなく聞こえなくもない言葉だったが、決して嫌いやがってはいないフローレンスの感情を、イスカはきちんと汲くみ取とってくれた。微び笑しようと共に首を横に振ふる。

「ここでは言わない。すべての言葉は、本当に捧ささげるべきときまで取っておこうと思う」

　仮かり初そめと分かっている花嫁姿を本物のように称たたえられるのは微妙な気がするので、なるほどとうなずけたものの──やっぱり少し、残念な気持ちもある。

「だから、今は感謝だけをしよう。その姿で貴女を迎むかえられることを、嬉しく思う」

「──はい」

　ここに来るまで、大変な回り道をした。けれど帰ってきた。自分たちの力で、心で、求めて勝ち得た状じよう況きようだ。

「わたしも、自分の隣にいるのが貴方なのだと……。実感が湧わく、というのは今更すぎて幼いのかもしれませんが、そんな気持ちになりました。その日を、共に迎えたいと」

　交わされるのに相応ふさわしいと言うかのように、言葉はするりと滑すべり出てきた。心もただ、穏おだやかだ。受け入れた側のイスカも同じく。

　神の前で正式な伴侶となることを誓うためのこの衣装が、厳おごそかな気持ちにさせてくれるからかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶだ。必ず」

「ええ、貴方となら、きっと」

　怖おそれはない。

　微笑さえ湛たたえてフローレンスはイスカに応こたえる。

「では、先に行く」

「はい。またすぐ後で」

　最後の戦場へと、一足先にイスカを送り出す。フローレンスは己も向かうそのときを、ただ静かに待った。





[image: ]






　当の正教会から認みとめられていなくとも、ラハ・ラドマで行われる結婚式の様式は、西大陸の多くの国と同じく正教会のものだ。

　名を呼ばれ、イスカは聖堂の扉を潜くぐり、式場へと踏み出した。まだ飾り付けられていない聖堂の雰ふん囲い気きはいつものままで、一気に演習感が増す。

　先にフローレンスの花嫁姿を見てしまい、少しばかり違う緊張をしていたから、この落差に正直、ほっとした。

　中央に敷しかれた赤あか絨じゆう毯たんの先では、心ここにあらずといった様子のアリオンが、聖せい王おうの正せい装そうで待機している。

　アリオンの手前で立ち止まり、右手に立つ。アルフルードが控えると、次はフローレンスが呼ばれた。

　花嫁の介かい添ぞえ人にんは本来実じつ父ぷだが、残念ながらエスカ・トロネア王は出席しない。代わりに本番ではセリスが務つとめる予定である。

　だが彼は自らを囮おとりにするため、この場にいない。今日は兵士の一人が代役を務めている。無ぶ骨こつすぎるにもほどがあるが、戦力は一人でも多い方がいい。

　花嫁の付つき添そい人にんは、ジゼル一人。これも何も言われなかった。

　フローレンスがイスカと並ぶ位置まで足を進め、左側に立つ。式しき次し第だいに則り、アリオンが口を開きかけたところで、暴力的な音を立てて扉が閉まった。

　驚くには値あたいしない。音に振り返れば、アリオンの護ご衛えいとして同席していた聖騎士たちが、各おの々おの剣を抜ぬいて臨りん戦せん態たい勢せいとなっていた。

「茶番はここまででよかろう」

　先頭に立つソロンが待ち切れない様子で言うのに、フローレンスは息をつく。

「普通、逆ではない？　現世最後の思い出にと、待ってくれるものだと思うのだけれど」

「そういうものか。それは悪かった」

　フローレンスの軽かる口くちを、ソロンは真まに受けた様子でそう返してきた。もっとも受け入れるつもりはないだろうし、続きをどうぞと言われても困るが。

「では、聖下。死んでいただこう」

「……何なに故ゆえに？」

　ソロンが己に刃を向けたことに、アリオンは驚きを見せなかった。ただ感情を麻ま痺ひさせた声で理由を問う。

「貴方の死が、正教会に必要だからです」

「余よは、ここで死ぬために其方そなたたちに選ばれたのか？」

「そうとも言えません。ただ現状では、生きているより死んでいただいた方が価値があるようになっただけでしょう」

「……そうか。誰でもなく何でもない余は其方たちの都合で聖王に選ばれ、そして其方たちの都合で死ぬのだな。──愚かな余には似合いの最後かもしれん」

　笑おうとしたのかアリオンの喉のどは震ふるえたが、失敗に終わる。乾いた声で絞り出した言葉が精一杯だ。

「させません」

　傷付き疲れ、抗あらがう気力を失っているアリオンに代わり、イスカが彼に求められた死を拒きよ絶ぜつする。

　何も知らないままで命を落とした方が幸せだったのかどうか。それはアリオンにしか分からない。

「聖下。これまでの貴方がどれだけ人の都合に振り回されていたのだとしても、それが世界のすべてではありません」

　言いつつ様子を盗ぬすみ見みれば、アリオンは表情を凍こおらせたまま、だが視線は僅わずかに動いて、イスカを見た。

「だから必ず、俺たちが貴方を護ります」

　その先で、アリオンの本当の感情と向かい合うために。

　そうして一歩前に出て、アルフルードと共にフローレンスとアリオンを庇かばう位置に立たち塞ふさがった。その後ろでフローレンスがアリオンの腕うでを摑つかみ、じりじりと壁かべ際ぎわに移動する。アリオンはフローレンスにも抗あらがわなかった。

　全体の役どころをざっと見渡し、ソロンは眉を寄せる。

「貴き君くんは後だ、王おう太たい子し。どうせ武器の一つも隠かくしているだろう。大人しく取りに行け。私が聖下を殺す時間で丁度よかろう」

　すでに得え物ものを持つソロンと丸まる腰ごしのイスカでは、分ぶが悪い。というより、勝負にならない。それは分かっている。ソロンの言げんは正しい。

（だが、退ひくのは今じゃない）

　動かないイスカに、ソロンもいつまでも待ちはしなかった。

「無む手ての貴君が立ち塞がろうが、結果は変わらん。──道どう理りで選べ！」

　アリオンを見捨て、ソロンを倒たおす機会を得ることを。

「断る！」

「残念だ！」

　叫さけんだイスカに応え、ソロンは床ゆかを蹴ける。同時に聖騎士たちも一いつ斉せいに動いた。その中に一人だけ、周囲から逸いつ脱だつした者が現れる。

「！」

　ソロンの背中へ向けて、大たい剣けんが投げ付けられた。半歩動いてソロンはかわし、代わりにその軌き道どう上じように移動したアルフルードが剣を受け取る。

　同時にイスカはアルフルードと入れ替わるように後こう退たいし、祭さい壇だんの裏へと潜もぐり込む。

　大剣を投じたのはカフィエズだ。聖騎士用の大剣をアルフルードへ渡した代わりに、自みずからの武器である奇き剣けんに持ち替え、周囲を牽けん制せいして大きく下がる。

　カフィエズの役目は戦うことではない。扉を開け密みつ室しつを解かい除じよし、戦力の差を覆くつがえすことだ。

（外は──交戦していない！）

　イスカは音を意識的に拾い上げ、確信する。扉の外に待機しているのは、援えん軍ぐんとして配置したラハ・ラドマ兵のみ。扉さえ開けば、数の差で制圧できる。

　それが分かっていたから、正教会側は前もって扉を封ふうじる仕掛けを施ほどこした。カフィエズはその全容を把握しているはずだが、実際に扉を開けるためには、邪魔な聖騎士を抑える盾たてが必要だった。

「邪じや魔まだ、どいてろ!!」

　盾役を担になうのは、アルフルードだ。

　剣の投擲によって開かれた聖騎士群の僅かな隙すき間ま。そこにすかさずアルフルードが飛び込み、駆かけ抜けた。その先から人の壁かべが閉ざされるのも構わずに。

　ソロンはアルフルードと、聖騎士の中に紛れ込んでいた間者の存在を認にん識しきしたが、自ら追いはしなかった。

　イスカが祭壇から現れ、ソロンへと迫せまったからだ。その手には双剣が握にぎられている。

　その間にフローレンスとジゼルはアリオンを連れ、警備にあたっていたラハ・ラドマ兵士たちの背後へ後退するのに成功していた。

「カフィエズ！」

「久しぶりだけど、素直に効くかな!?」

　アルフルードは、カフィエズとしかと瞳を、一瞬後には呼吸をも合わせる。

「天星に白はつ虹こうがかからんとも、我わが宿しゆく星せいは刃となりて晶しよう霧むを払う！」

「天星に集つどう宿星よ、暁あかつきを導き果てぬ義ぎを尽くせ！」

　暗示をかけるように──否、事実暗示をかけるために、カフィエズはアルフルードへと言葉の魔ま術じゆつを注そそぎ込こむ。そしてアルフルードもカフィエズの暗示を拒こばまない。

　自己潜啓イドリズムと催眠支配エゴリズムの二重掛がけ。大だい砂さ漠ばく帝てい国こくにおいて最大威力を発揮する秘ひ儀ぎ。術じゆつ者しや同士の相あい性しようと関係性の構こう築ちくが重要になるため、今なお成功例はアルフルードとカフィエズの一組のみだ。

「後ろは護る。扉を開けろ！」

「任せた！　で、任された！」

　アルフルードが得え手てとする大剣は、ソロンのそれほどではないが重量級の武器に分類される。必然的に上から斬きりつける、という軌道の決まった攻こう撃げきが主体となる制約はあるが、技術の乏とぼしい使い手が振り回すだけでも、当たりさえすれば威い力りよくを発はつ揮きしてくれる武器である。

　では技量と呼ばれるものが存在しないかといえば──もちろん、そんなことはない。

　背後のカフィエズを護り、周囲を取り囲む十人の聖騎士と相対する。

　前方と左右から突つきつけられる三本の剣を、アルフルードは僅かに立ち位置をずらしただけでかわしてみせた。同時に、打ちかかってきた一人に剣の腹を叩き込み、肩を砕くだいて力を殺そぐ。

　通常ならば戦力として脱だつ落らくするところだが、聖騎士は動きの精せい彩さいすらさほど欠かずに踏み止まる。アルフルードは微かすかに顔をしかめたものの、感情を見せたのはそれだけだ。

　二人、三人と──人数の多た寡かを使って繰くり出だされ続ける剣けん先さきは、ほとんど位置を変えないままで見切られ、アルフルードには届かない。一人ずつ、しかし確実に、一振りごとに傷を負うのは圧あつ倒とう的てきに聖騎士の方だった。

「っ……！」

　戦うためだけに鍛きたえ上あげられてきた聖騎士たちに、じわり、と動どう揺ようが滲む。

　大剣を扱うための技ぎ巧こうとは、つまりは歩法に集結する。

　そこに在あるはずなのに、捉とらえられない。聖騎士たちは与あずかり知らぬことだったが、かつてアルフルードは戦場でとある称しよう賛さんを贈おくられていた。大砂漠帝国において、尊とうときものの一つにたとえられて。




　──歩の極きわみ、流水が如ごとく。武の暴ぼう威い、濁だく流りゆうが如ごとく、と。




「さあ」

　気け圧おされ足を引いた聖騎士たちに、アルフルードは傲ごう然ぜんとした笑みを浮かべる。

「ここは通行止めだ。通りてェなら、覚悟決めてかかってきな」

　入り口を守り、戦場の一角で多くの聖騎士を引き受けたアルフルードだが、後ろの人間が順番待ちをするような合かつ戦せんとは違う。手の空あいた数人は、他の──そして最大目標であるアリオンへと向かった。

　与あたえられた命令に従う戦士としてのみ能力を磨みがかれてきた聖騎士は、殺すべき相手の地位に頓とん着ちやくする精神性など持ち合わせていない。

　向かってくる数は七人。対するラハ・ラドマ兵は皆伯爵家出身の成人男子五人だ。数では劣るものの、彼らはすでに六花四つひらを飲み下し、フローレンスとアリオンを壁を使った半円の内側に庇い、防ぼう御ぎよの構えを取っている。

　彼らは己の役目を違たがえない。隣り合う者同士で連れん携けいを図はかり、まずは確実に相手の攻こう勢せいを防ぐことに注ちゆう力りよくする。それでも手が届かないそのときは──

　力負けし、体勢を崩くずした兵の一人への追つい撃げきを、お仕し着きせのスカートの内側から、足に括くくりつけた細さい剣けんと短刀を抜き放ったジゼルが庇う。彼女もまた、己の体が耐えられる限界、六花二ひらを使用済みだ。

　ジゼルの力では一瞬を防ぐのが精せい一いつ杯ぱいで、けれどその一瞬が命を救う。ジゼルが弾はじき返かえされるときには、兵士が戦列に復帰していた。

　そしてジゼルはフローレンスとアリオンを護る、最後の壁としての位置に戻る。時に一手を放ち、支し援えんに徹てつしながら。

「……っ」

　すぐ目の前で繰り広げられる戦闘に、フローレンスは明らかに動揺していた。息も速く、浅い。それでもアリオンを庇う体勢は変えなかったし、目を逸そらしもしない。

　見ていなくては、できることさえできなくなるから。

「フローレンス様。貴女は必ずわたしたちでお護りします」

　告げるジゼルの言葉には、覚悟を決めた強さがしっかりと存在していた。

「我らが国章、双そう剣けん六花の誇ほこりに懸かけ、ここは絶対に通しません」

　各所で繰り広げられる戦況を見渡して、イスカと向かい合うソロンは爽そう快かいそうに笑う。
















「ああ、快い気配だ」

　恍こう惚こつとして目を細め、ソロンは喜き色しよくに満ちた声を上げる。

　双剣を手にすると同時に、イスカは六花もすべて胃いの腑ふに納おさめた。効こう能のうは──ほぼ完全に体に回った状態となっている。

「見ろ。おお、手の震えが止まらん。恐きよう怖ふか、歓かん喜きか。どちらも同じか」

「……貴方はなぜ、そうなったのだろうな」

　ソロンは常じよう人じんではない。──常人でなくなるしかなかった、と言うべきか。ソロンの実力を身につけるには、物心つく前からの鍛たん錬れんが必要だ。

　イスカと、同じように。

「望まれたからだ。そして、望んだからだ。貴君と変わらん」

「……そうだな」

　自分自身と周囲、環かん境きようが、その人物を形成する。

「俺は、貴方のような人を作り上げなくてはならない世界は、嫌だ。だからここで、変えさせてもらう」

「できるのか？」

「やってみせる。歩んだ一歩は、必ず前へ進む」

　どれだけ途と方ほうもなかろうとも、必ず。

「大きなことだ」

　感心した声を上げつつも、ソロンは首を横に振る。

「小難しい野望に興味はない。だが悪くはないと思うぞ。貴君にとって正しく障しよう害がいである私を、全力で排はいしに来るがいい！」

「そうさせてもらう！」

　仕掛けたのはイスカが先。

　戦士としての勘かんが働いたのか、ソロンはイスカの速さを侮あなどらなかった。見切るために全神経を使い、その場に留まり反はん撃げきの機を狙ねらう。一方のイスカは真逆。ソロンの目が慣れる前に攻勢で押し切ってしまいたい、と考えていた。

（サンレット卿は、必ず見切ってくる。対応され始めたら絶対に勝てない！）

　身体能力も実戦経験もソロンが上。ならばイスカが見出せる勝しよう機きは、ソロンにとって初しよ見けんとなる、ラハ・ラドマの速さと剣技の二つ。

　幅はばの広いソロンの大剣は、身の半分以上の防護が可能。盾と化した鋼はがねの位置を誘ゆう導どうするために、イスカは彼の左側面を極きよく端たんに狙って右手を振るう。突つくのではなく、斬るために。

　ソロンは防御に徹しはしなかった。一ひと太た刀ち目めは回かい避ひ、続く左手の一いつ刀とうを崩して、攻撃に移るつもりだ。

　彼の見切りの目は決して間違っていない。イスカの右手の剣は浅く聖騎士服の繊せん維いを掠かするだけで終わる。だが、変化はここから。

　続くイスカの左手は、右手と交差させる形で、同じくソロンの左に狙いを変えていた。

　ソロンが大剣を動かしたからだ。

「!?」

　ソロンの大剣は、すでに盾の役割から外れている。引き戻す時間はない。彼にできるのは、体勢を崩すのを承知で避よけることだけ。イスカの左手は空くうを切ったが、体の芯しんはすでにソロンを追って動いていた。

　予測したのではない。

　見てから、動いたのだ。

「なんと……!?」

　ソロンの足が、腕が、力を入れた瞬間何をするかを見定めてから、イスカは動いている。

「それで間に合うだと!?」

　動きを見てから動いているのに、先手を取る。

　純粋な筋力で生み出される速さには、イスカの肉体ではソロンに勝てない。だからソロンはきっと、訳が分からないだろう。

　六花がもたらす速さは、人体の限界を超こえる。

　脳が下し、命めいを走らせる神経が悲鳴を上げていた。過か剰じような負ふ荷かを訴うつたえ、熱で焼き切れそうだ。熱いはずなのに全身は冷たくて、感覚もないまま流れ落ちる脂あぶら汗あせが、イスカに己の体の状態を告げている。

　ソロンの動きに合わせて隙を突く。避けきれない裂れつ傷しようが徐々に深さを増していき、紅べにを散らした。

　そのうちに気付く。ソロンは避け切れていないのではない。むしろこの短時間で、イスカの速さに対応しようとしている。

　彼の狙いを読んだ瞬しゆん間かん、イスカはぞっとした。

　互いの手を知ったあと、一、二戦あれば結果は違っていたかもしれない。だがこの戦闘中にイスカの反応に慣れ切るのを待っていては間に合わない、とソロンは判断した。

　代わりに、ソロンは実に彼らしい結論を導き出したようだ。

（計っている……！）

　イスカの一刀を死なない程度に受け、致命傷を抉えぐれる反はん撃げきを見み舞まう、その瞬間を。それさえすめば、あとは死んでも構わない覚悟で。

　イスカが狙いを悟さとった瞬間、ソロンの瞳が獰どう猛もうに輝かがやく。

　それは喜色としか呼べない光だった。

（来る！）

　躊ちゆう躇ちよする間は最も早はやない。イスカ自身、どうせ長時間は戦えないのだ。だから正面から受けて立つ。

　ソロンは力で。イスカは速さで。

　互いの防御の弱い部分に、凶きよう器きを振るう。

　決着のための交こう錯さくは、一瞬。

「ふ……、ふふ……っ」

　すべてが決まったあと、声を上げたのはソロンが先。愉ゆ快かいそうな笑い声に被かぶさって、鈍にぶい音を響ひびかせ重量の鋼が床に落ちる。

　イスカの体を両断しようとした大剣は、その目的を達せずにソロンの手から取り落とされていた。

　両腕を貫つらぬいた、イスカの双剣によって。

　腕を開いたため、無防備となったイスカの胴どう体たいは袈け裟さ懸がけに斬られたが、致ち命めい傷しようには至っていない。

「ああ……。なるほど」

「命を取ることに固こ執しつした、貴方の負けだ」

「違いない……」

　だらりと下げられたソロンの両腕は、もう動かせない。上じよう腕わんと前ぜん腕わんを繫つなぐ関節を貫いた剣をイスカが引き抜けば、栓せんを失った傷口から血が滴したたり落ちる。

　自由の利きかない腕を持て余したまま、ソロンはどかりと床に座った。

「斬れ、鬼き人じん」

「必要がない」

　ソロンはすでに戦えない。それで充じゆう分ぶんだ。

「私から剣を奪うばって、どう生きろと？」

「そう言うと思ったから、重要な繊維は斬っていない」

「……ふむ？」

　イスカの言葉にソロンは意外そうな顔をして、己の指先を見つめ──うなずいた。

「甘あまいことだ。確かに私は貴君に負けた。しかし、メレディスはどうかな。エスカ・トロネア王太子が、今頃どうなっているか」

　ソロンの目が見ているのはイスカの背後。アルフルードたちの戦せん況きようだ。扉はまだ閉ざされたままで、アルフルードが浅くない傷を負っているのも見て取れた。

　質量差は大きい。ソロンを降くだしたところで、状況が劇げき的てきに改善したとは言えなかった。

　それでもイスカは揺ゆらがない。

「──さあ」

　イスカに応えるように、扉がゆっくりと開かれる。同様にソロンの瞳も。

　そして完全なる敗北を悟って、ソロンは深く息を吐いた。

　光量はさほど変わっていないはずなのに、初めは線となって、徐々に太く広がっていく光の筋を眩まばゆいとイスカが感じたのは、それが希望であったからか。

「勝負はまだついていない」

　開かれた扉から雪な崩だれ込こんできたラハ・ラドマ兵によって、質量差が逆転した。聖騎士たちは、数に押し切られるまま捕とらえられていく。

　その刹せつ那な。後方にいた聖騎士たち数人が最後の足搔きとばかりに己の武器を振りかぶる。その目が狙っているのは、聖王アリオン。

「！」

　気付いてイスカは足を踏み出す──が、無理だ。届かない。

　投擲の進路を塞ぎ叩き落とすしかない。しかしイスカの手が凶きよう刃じんを打ち払うよりも速く、疾しつ風ぷうが走った。

　周囲の誰より小こ柄がらだったその影かげは、人の林の中で瘦そう軀くを潜らせ、前線へと躍おどり出る。そのまま、聖王へ向けられていた凶刃をことごとく一いつ掃そうした。

「セクト！」

「待たされすぎですよ、兄上。ご無事ですか？」

「もちろんだ。お前の方こそ無茶をするな」

　合流する兵士たちの方にセクトを配置したのは、イスカの身に万が一があったときのためだ。しかしセクトは兄の心配をさらりと聞き流す。

「無茶はしていません。ご覧の通りです」

「……まったく」

　後ろについて回っていた弟は、年々太ふて々ぶてしくなっている気がする。

　兄のため息を笑顔で跳ね返すと、セクトはその奥、フローレンスに抱かかえられたまま床にへたり込んでいるアリオンへと歩み寄った。

「ご無事ですか、聖下」

「……大事ない」

「それならよかった。立てますか？」

　屈くつ託たくなく差さし伸のべられたセクトの手を睨にらみ──アリオンは顔を上げ、叫ぶ。

「不要だ！」

　憤いきどおりのすべてを吐き出すようにぶつけてから、アリオンは顔を歪ゆがませ、引きつった笑みを浮かべた。

「ご苦労なことよ。だが、不要だ。何もかも不要だ。残念であったな。余は聖王などではない。担かつぎ上あげた者からも用無しとなった、ただの案か山か子しだ。余に手を差し伸べたところで、何も出てきはせぬ」

「そうですね」

　わりと容赦なく、セクトはアリオンの自じ虐ぎやくに同意してしまう。自分で言っておきながら、ぐぅ、とアリオンは苦しげに呻うめく。

「でも、だからといって心配しない理由にはならないでしょう」

「……な、何？」

　それがどうしたと言わんばかりのセクトの態度に、アリオンは戸と惑まどい、表情から怒いかりも悲しみも抜け落ちた。

「本当の聖人なら、いっそ心配はいらないかもしれません。でも貴方がただの人だというのなら尚なお更さら、怪け我がをすれば痛いでしょう？」

「余は怪我などしたことはない」

「今はしていますよ？」

　セクトが頰を撫なでる仕草をするのにつられて、アリオンも己の頰に触れ──手に付いた赤い液体をまじまじと見つめてから。

「ぎゃああああっ!!」

　何とも間の抜けた間かん隔かくを置いて、悲鳴を上げた。乱戦の中でいつの間にか怪我をしていたらしい。

「掠かすり傷きずだから大丈夫ですよ。でもやっぱり、奇き跡せきが起こって治ったりはしませんね」

「う……、うむ……」

　顔面蒼そう白はくになりつつ、アリオンは茫ぼう然ぜん自じ失しつの体で肯こう定ていする。

「痛いですか？」

「ヒリヒリする」

「ではやっぱり、治ち療りようを受けに行きましょう。痛いって、嫌なことでしょう？」

　差し出されたセクトの手を、今度はアリオンも拒まなかった。多少よろけつつも立ち上がる。

　そして正面からセクトの顔を見て、神しん妙みような様子で口を開いた。

「……其方も、痛かったか」

「いえ、僕は」

　怪我をしていない、と否定しようとしたセクトに、アリオンは小さく頭かぶりを振る。

「余は、余の存在には特別な価値などないと分かったとき、痛かったのだ」

　堪こらえるように衣服の胸の辺あたりを摑み、呟つぶやく。それからセクトを見上げた。真まっ直すぐに。

「それだけで、こんなにも痛かった。そして思い出した。余は、それ以上に其方を否定した。……痛かっただろう？」

「そうですね。……少し」

　しかしアリオンと違って、悲しいことにラハ・ラドマの民は軽かろんじられるのに慣れていた。眉を下げ肯定しつつも、セクトの口く調ちようは穏やかなままだ。

「すまなかった」

「大丈夫です」

　謝罪をしたアリオンに、セクトは笑って答えた。含みなく、真実の強さと共に。

「貴方がそう思ってくれるなら、これから変わるから」

「余はただの傀かい儡らいだ。余の言葉に価値などない」

「そんなことはありません。貴方という一人が、今、認めてくれたじゃないですか」

　確実な変化だ。そして同時に、ひと一人分の価値をアリオンは紛れもなく持っているのだと、セクトが保証した言葉でもあった。

「そもそも、この世に本当に価値を持つものなど存在しないと僕は思います。何かに価値が生まれるのは、誰かが価値を認めたからで、それに価値を見み出いだせない人にとっては、やっぱり無価値なんです」

「う、うむ……？」

「沢たく山さんの人が認めれば幅広い共通価値が生まれるから、まるで優ゆう劣れつがあるように感じるけど。そのものの本来の価値が上下するわけじゃない。誰が何を言おうと、君は君自身の価値を否定しなくていい」

　自分が信じる価値を、他者に定義される必要などないのだ。

「……余は、一人の人、か」

「はい」

　傀儡でも案山子でもない。人間だ。

「そう、か……」

　安あん堵どの息と共にアリオンは肩を落とし、呟く。

「余は特別ではない。偉い人じんではないし、当然、聖人でもない。しかし一人の人間であることまで、否定されるいわれはないのだな」

「もちろんです。けれど一つ、聖下はご自分の影えい響きよう力りよくを誤解していらっしゃいますわ」

　アリオンが己の存在価値を認めたところで、フローレンスは声をかける。

「ご、誤解、と？」

「はい。貴方は間違いなく一人の人間ですが、聖ソエル・メイカルダ正教会の聖王であられるのも、事実です」

「それは……名ばかりのものだ」

「いいえ。今の聖下は名ばかりではありません」

「!?」

　薄く笑んで言ったフローレンスに、アリオンはびくりとして半歩下がった。

　──気持ちは分かる。

　イスカから見ても、今のフローレンスには背筋にぞくりとくる迫はく力りよくがあった。そんな彼女も魅み力りよく的てきだと思う。

　気が逸はやってしまった自覚がフローレンスにもあったのか、彼女はこほん、と誤ご魔ま化かすための咳せき払ばらいをして間を取った。

「貴方の手にある権力は、一いつ切さい変化しておりませんわ。むしろ自覚した分、自由にお使いになれるのだとお思いください」

「う、うむ」

「貴方のお言葉で、先程認めてくださったことを広めていただけませんか」

「!!」

　フローレンスの言葉に、アリオンはぎょっと目を瞠みはる。そこには明らかに、尻しり込ごみした気配が滲にじみ出ていた。

「しかし、余は──……いや」

　うろたえ、首を横に振りかけたアリオンだが、途と中ちゆうで留まり、強く手の平を握る。

「余は……否定されたくないと思った。ゆえに、他者を否定したくないとも思った」

　目を伏ふせたアリオンの瞼まぶたに映うつるのはきっと、傷付けられた自分の心と、自分が傷付けたラハ・ラドマや大砂漠帝国の姿だろう。

　言葉にすることでより強くなった思いに、アリオンは一つ、大きくうなずく。

「教えられた正義とは程遠いが、余の心は、人は人だと、そちらの方が良いと訴えてくる。……余は、それを認めて良いのだな」

　心から生じる単純な感情さえ封ふうじなければならなかった聖王は、ようやく歪いびつな籠かごを抉こじ開ける。

「はい」

　アリオンの独白を、フローレンスは即そく座ざに肯定した。だがその瞳には、罪ざい悪あく感かんが宿っている。

　アリオンがそう考えるようになってくれればと、自分たちに都合のいい方へ、意図的に誘導しなかったとは言えない。

　ラハ・ラドマには、アリオンの力が必要だから。

　心の内を隠して平然とした態度を貫いたフローレンスを見つめ、アリオンは微笑を浮かべてみせた。

　曇くもりを涙で流した、とても澄すんだ瞳で。

「フローレンス姫よ、気に病やむことなどない。これは間違いなく、余の意志なのだ」

「!?」

　フローレンスの罪悪感を汲み取り、それさえ自分の覚悟のうちだと言い切った。場の動揺に構わず、アリオンは前を向く。

「メレディスに話をしに行かねばならぬ。……しかし、余には力がない」

　自分の剣ではなかった聖騎士たちを悲しげに見やり、それからイスカへと目を移す。

「ラハ・ラドマの王太子──イスカ殿下よ。余に、其方の力を貸してほしい」

「今の聖下のご意思は、私が目指したものとも同じ。力を尽くしましょう」

「すまぬ。それと……セクト殿下」

「はい？」

　名前を呼ばれるとは思っていなかったのか、セクトは素すに近い声を上げて小首を傾かしげ、聞き返す。

「……其方には、余の隣にいてほしい」

　自分自身を、初めて肯定してくれた相手だから。

　己を人形にした相手と、戦うために。

　気弱な、縋すがるような瞳を受けて、セクトは優しく、そして力強く請うけ負おった。

「もちろん。君は君自身の思いと主張を言っていい。君の勇気を僕は支持するよ」

「……ありがとう」

　寸すん分ぶんも違たがうことなく、欲しい言葉を本心から与えたセクトに、アリオンは泣き笑いの表情で礼を言う。

「では、行きましょう」

　我が欲よくで世を塗ぬり替かえようとした野望を、潰えさせるために。
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　さわり、と木の葉が風に揺られて音を立てる。

　セリスの耳に聞こえたのは自然が生み出す環境音でしかなかったのだが、側かたわらの貴人にとっては違ったらしい。素す早ばやく懐ふところから短刀を抜き放つと、投擲する。

　ガラス窓を割って、正面にそびえる木の茂しげみを短刀は通つう過か──しなかった。木の葉に紛れた直後、呻き声と共に何者かと一緒に落下する。何者というか、正教会の追っ手だが。

「気付かれたようです。移動しましょう」

　振り返ってセリスに告げたのは、やや色の褪あせた金きん髪ぱつに青の瞳をした壮そう年ねんの男性だ。重ねた年齢以上に、人を圧倒する威い厳げんが彼を覆っている。

　放たれた言葉に反射的に従ってしまいそうな、神しん威いとも言うべき荘そう厳ごんさが、存在するだけで周囲に満ちる──そんな人物だ。

（俺を護るのに相応しい人材って……。いや、ラハ・ラドマの歴史的には正しいのかもしれないが、どうなんだ）

　神が地上に降臨し、人の形を取ったと言ってもうなずけそうなこの男性の正体は、ラハ・ラドマ国王ヴァルフレイ。

　顔を合わせる機会は何度かあったが、挨拶以外の言葉を交わした記憶はほぼない相手。油断ならなそうな人物だなと、勝手に思い込んだ昔を思い出す。

　問題を引き起こされることも付き合いによって生じる益もなかったので、頭の片かた隅すみに存在だけする人物となっていたが──。

　行動を共にしたこの数十分で、セリスは第一印象で抱いた感想をことごとく覆くつがえされた。ヴァルフレイは実際のところ、ただの気のいいおっさんである。

　父、神王。母、夜の女王。長男、妖よう魔ま。次男、天使。

　──この一族の血は一体どうなっているのだろうか。

　全然関係ないところで、セリスはふと、妹を若じやつ干かん不ふ憫びんに思った。家族の贔ひい屓き目めを差し引いても妹は可か憐れんで魅力的だと思うのだが、彼らの中だと埋もれる。浮かないだけ上等か。人間なのだし──……違った、相手も人間だった。

　妙みような思考に支配されそうな頭を振って、セリスはヴァルフレイに付いて移動を始めた。

　ラハ・ラドマ王宮を舞ぶ台たいにした壮そう大だいな鬼おにごっこで、地の利を生かしてここまで時間稼かせぎをしてきたが。

（そろそろ詰みか）

　見つかる度に痕こん跡せきは残り、次の行動が把握されやすくなる。逃にげる先を一つずつ潰され、いずれは。

「鬼ごっこはお終しまいよ。セリス殿下」

　進行方向に現れた聖騎士と、彼らに護られたメレディスが道を塞ぎ、勝利を確信した声がかけられた。振り返れば後ろも詰めてきた聖騎士で塞がれていて、鬼ごっこの軍配は、メレディスに上がったと認めざるを得ない。

「やれやれ、横おう暴ぼう極きわまりない。理由もなく他国でこんな暴ぼう挙きよを起こして、民意が得られるとでも思っているのか？」

「あら、理由ならあるわ。エスカ・トロネアとラハ・ラドマは手を組み、聖王を殺害したのだもの。これは正当な聖せい裁さいよ」

「不確定な情報に踊おどらされるのはよくないぞ」

「そうね。『もし』間違っていたら、わたしにそんな誤りを報告した者が裁さばかれるべきね。間違った情報のもとで、正しい判断などできないのだから。困ったものだわ」

「……ご立派だ」

　冷れい笑しようを湛たたえたメレディスの答えは予想通りすぎて、いっそ退たい屈くつでさえある。

（間に合わなかったか）

　無血での決着は許されなかったようだ。

「セリス・レグナ・エスカトロネア。無益な犠ぎ牲せいを出す前に、投とう降こうなさい」

「断る。冤えん罪ざいで膝ひざを突けるほど、俺の頭は安くないんでな」

「仕方ないわね。──捕らえなさい」

　メレディスが聖騎士たちに命を下し、エスカ・トロネア近衛このえ兵へいとラハ・ラドマ兵が応じて構えた、そのとき。

「やめよ、メレディス」

　澄んだ少年の声に、辺りの空気が凍り付いた。メレディスの表情も一緒に。

　メレディスが塞ぐ道の反対側から姿を見せたのは、ラハ・ラドマ兵に守られたアリオン。その周囲に目を走らせれば、イスカとフローレンスの無事も確認できた。

「余は無事だ。残念ながらな」

「聖下……？　なぜ、ここに」

「余が生いき延のびたのが不思議か？　いや、そうではないな。其方は余が生き延びた際の言い訳を用意しているようだ。では、余が部屋の隅すみで縮ちぢこまるのではなく、ここにいることが意外であったか」

　アリオンは小さく、自じ嘲ちようの笑みを見せる。だがその態度には迷いを吹っ切った堂々たるものがあった。

「其方が余を侮ったのは、実に正しかった。蹲うずくまっていじけて、嘆なげいておったとも」

　とても言葉通りには受け取れない様子で言うと、アリオンは隣に立つセクトを見る。そして再びメレディスへと目を向けた。

「しかし余がやるべきはそんなことではないと、友に気付かせてもらった」

「っ……」

　自分を見み据すえるアリオンの強さに威い圧あつを覚えたか、余裕を持って組んでいた腕に、今は異様な力が加わっている。服に刻まれたしわがメレディスの心しん境きようを如によ実じつに示していた。

「さて──……。そうそう、其方は確か、余がエスカ・トロネアとラハ・ラドマの手によって害されたという報告を受けたと言っていたな」

「ええ、ですから──」

「確かに、誤った報告をした者には罰ばつを与えるべきであろう。しかし誤報に踊らされ浅せん慮りよな行いをした其方も、聖席に座す者としてあまりに迂う闊かつだったのではないか？」

　メレディスの白しら々じらしい言い訳を、同様に白々しい言い分でアリオンは跳はね除のける。

　言い訳に意味などないのだ。そうだと言い切ってしまえば通ってしまう。

　メレディス自身、よく知っているはずだ。権力者にとって都合のいい聖王庁を作ってきたのは代々の聖席で、メレディスもまた、その恩おん恵けいを最大限に貪むさぼってきたのだから。

　自分に向けられたアリオンの言葉と態度を、メレディスは呆ぼう然ぜんと見詰めていた。何が起こっているのか、理解したくないという表情で。

「控えよ」

　一方のアリオンはそんなメレディスに構わず、臨りん戦せん態たい勢せいを解かずにいる聖騎士たちへと、初めて意思を持って命を下した。

　聖騎士たちは──少し迷ったようだったが、まだ動かない。

「待ちなさい。そんなことを、貴方が」

「余が、聖王である」

　メレディスの言葉を遮さえぎり、強く告げる。

　体の前で組んだアリオンの手は、微かに震えていた。己が傀儡だと知って、神しん秘ぴを剝はがされたただの子どもとなって──そのうえで、アリオンは聖王としてここにいる。

「其方たち聖騎士は、聖王庁が抱える神の騎士である。聖席一人の私兵ではない。そしてその者は、今このときをもって軽けい挙きよ妄もう動どうの責任を取り、聖席ではなくなる」

「な、ん、ですって……？」

「メレディス・パルポワ。余とエスカ・トロネア王太子を殺害せんとし、世に混乱をもたらそうとした神の反逆者よ。聖王庁における其方の一切の資格を剝はく奪だつし、またその身は罪人として捕らえられる」

「何を、言っているのです」

　言葉を吞み込んで、理解して。しかし頭が認めることを拒んで、メレディスはただ、降りかかった事態を否定し続けるしかできない。

「待って、どうして──そんなこと。貴方が……だって」

「余は、人形ではない。これでも脳はあるのだ」

「──っ!!」

「聖騎士たちよ。メレディス・パルポワは最早聖席ではない。其方たちに命令する権限を持たぬ。武器を下ろし、控えよ」

　与えられた命に、聖騎士たちは従った。剣を納め、メレディスまでの道を開ける。

　それは、正教会の支配者が変わった瞬間であった。

（いや、違うか）

　皮肉げな笑みを浮かべ、セリスは浮かんだ考えを訂てい正せいする。

　支配者は初めからアリオンだ。他でもない、メレディス自身がそうしたのだ。権力だけを得て、義務を放ほう棄きしたいがために。

　それがどれだけ危あやういことか、気付きもせず。

（ああ、実に見事だ）

　アリオンの自立だなんて不確かなものに賭かけて、しかし信じたからこそ、フローレンスは真に望む結果を摑み取った。

「馬鹿な……。噓うそよ。あり得ない……」

「捕らえよ」

「はッ」

　命に従い、聖騎士が動く。

　アリオンが言った通り、彼らは正教会のための騎士。この場において誰が正教会の意志であるか──聖騎士の中で、完全に覆ったのだ。

「お待ちください、聖下！　これは間違いです！　わたしに罪はありません！　虚きよ偽ぎの報告をした者だけが罰されるべきでしょう！　このような横おう暴ぼうを、聖席の皆が認めるとお思いですか!!」

　人形であったアリオンには己の派は閥ばつがない。この場では聖王の地位だけで命じられるが、いざ裁判となればメレディスを有ゆう罪ざいにまで持っていくのは難しいだろう。

「正しいご判断をなさいませ。迂闊な聖王は、聖人たり得ましょうか？」

　狡こう猾かつさを取り戻したメレディスの瞳に、アリオンはごくりと喉を鳴らす。

　逆らった以上、メレディスはアリオンを許しはしない。彼女にとって、意志を持った傀儡など不要でしかないのだから。

　そして派閥を持たないアリオンでは、メレディスが裁判を切り抜けてしまったら、抗う術すべがない。

　今メレディスに屈くつすれば、聖王を退しりぞくことを条件に、それ以上の制裁から逃のがれる交こう渉しようが可能だ。だがこのままメレディスと争い続けて負ければ──。

　悪い想像がアリオンの勇気を揺らがせる。しかし彼が重圧に負ける前に、第三者──セリスが割って入った。

「何、もちろん皆認めるとも」

　張り詰めた空気をものともせず、アリオンの代わりに平然と言い切る。セリスには現実に成なし遂とげる自信もあった。

（愚かなことだ）

　争う相手がアリオンだけだなどと、窮きゆう地ちに瀕ひんして錯さつ覚かくしたか。

「俺が聖下を支持するからな」

「っ……!!」
















　憤ふん怒ぬの目でメレディスはセリスを睨む。だが彼女にはそれ以上、足あ搔がく術すべすらない。

「大人しくしておくんだな。お前が陥おとしいれた多くの奴やつらと同様、便利に罪を重くされたくなければ」

「……く……っ」

　拘こう束そくされ、連行されていくメレディスは蒼そう白はくになって項うな垂だれ、もう抗いはしなかった。

（さて）

　片付いた物事への感かん慨がいはない。それよりも未来だ。先の話をするために、セリスはアリオンへと目を向ける。

「聖……」

　正教会の変革に関して、アリオンと連携を深めなくてはならない。声をかけようとしたセリスに、フローレンスは唇くちびるの前で人差し指を立て、小さく首を振ってみせた。

　その話はまだ、と。

（今すぐやらなきゃならないんだが……）

　ただ裁判を迎えるだけでは、メレディスが無罪になることはもちろん、逆にアリオンが退位に追い込まれてしまう。報復として何が課されるかも分かったものではない。

　しかしセリスは肩を竦すくめてフローレンスに従い、黙だまった。その方が正しいと思ったから。

　当のアリオンはメレディスが連行されていった方向を見つめたまま、動きを止めていた。

「……余は、これからどうするべきなのだろう」

　許せない、許してはならないという感情が、メレディスの捕ほ縛ばくと共に片付いてしまって、アリオンは呆然と呟く。それに答えを返したのは、隣にと望まれたセクトだった。

「思い出してみたらいいと思うよ」

「……思い出す？」

「これまでの君の人生で、嬉しかったことと辛かったことを」

　言われてアリオンは素直に瞑めい目もくして、しばらくしてから答えを紡ぐ。

「余は、信しん仰こう自体が不要だとは思わぬ。余は偽いつわりの聖王であったが、余を通じて神に祈いのることで、己を支えた者たちが確かにいたのだ。それは聖典が導く在り方としても、間違っておらぬと思う」

「うん」

「余は今度こそ、人のための聖王となろう。苦しい者たちに神の慈じ悲ひを説とこう。明日を信じる一歩を、護るために」

　気持ちだけでは何の足しにもならないと、ただの誤魔化しだと言う者もいるだろう。だが信じて描えがく希望が救いになるときもあるのだ。それをアリオンは知っている。

　与えられたほとんどが偽りだったのだとしても、彼に残った真実も確かにある。

　アリオンの純粋な敬けい虔けんさは、育はぐくまれて根付いた確かつ固こたるものとなっていた。

「困こん難なんな道となりますわ」

　アリオンが己の道を定めたあとで、フローレンスが静かに、言葉をかける。

「……うむ」

　アリオンが目指す形へと動き出せば、正教会はこれから、ますます加速して俗ぞく世せでの権威を落としていく。反対する上層部は少なくあるまい。

　どこまでアリオンが想像できているかは分からないが、少なくとも楽観はしていなかった。フローレンスに答えた声も表情も硬かたかったのが、その証あかし。

　味方は、おそらくいない。

　不安に瞳を揺らすアリオンを見て、セクトは己の父と兄を見上げた。

「父上、兄上。僕、正教会で聖騎士を目指そうと思います」

「！」

　弾かれたように振り向いたアリオンに、セクトは清すが々すがしく笑ってみせる。

「君の勇気を支持する友人が、少なくともここに一人はいるから。頑がん張ばろう」

「共に、来てくれるのか？」

「うん」

　アリオンの確認にさらりと請うけ合あい、しかしそれから、少し気まずげに付け加えた。

「僕は兄上ほどには強くなくて、学ぶために行った騎き士し団だん領りようで何を見出したかって訊きかれたら困るぐらい変わってないけど。──でも今、君の力になりたいと思った。君が目指す正教会がいいって」

「──……」

「というわけで、もうラハ・ラドマに王子として尽くすために帰ってくることはできないかもしれませんが、兄上と義あ姉ね上うえがいるから大丈夫ですよね」

「……まったく。唐とう突とつなところばかり成長しおって」

　ため息をついたヴァルフレイだったが、その口調も表情も咎めてはいない。

「友に誇りとされる友となれ」

「はい、父上！」

　実にあっさりとした許可である。むしろ側で見ていたアリオンの方がためらいを見せるほどだ。

「ほ、本当に良いのか？　もう一日ぐらい、よく考えよ。其方はラハ・ラドマの王子だ。サイエアは其方にとって快い地とはとても言えぬ」

「だからでもあるよ」

　セクトの答えは、とっくに覚悟を決めたもの。

「君を支持したいのも本当だけど、ラハ・ラドマを認めてもらおうって打だ算さんも入ってるから気にしなくていいよ。王子として、サイエアに居場所を作るのはやり甲が斐いのある仕事だと思うんだ」

　多分本気の、しかし冗じよう談だんめかして継ついだセクトの言葉に、アリオンは迷わず、大きくうなずいた。

「己の善なる魂たましいを信じる者は、等しく神の子どもである。仕つかえる神が違おうとも、善なる道を歩む者は兄弟である。信仰は武器ではない。輪となるためのものだ」

　厳かになされた宣言に、自然、その場の全員が敬意を払い、頭を下げる。

　新たな時代の聖王へと。
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　──直後、イスカは六りつ花かの副作用で気を失ったので、事の顚てん末まつは翌日、フローレンスから聞くこととなった。

「では、聖せい下かの後うしろ盾だてになったセリス殿でん下かは、正教会にも強い影えい響きよう力りよくを得たわけだな……」

　これからのアリオンに必要な力であるし、今回の一件を確実に収めるためにも、エスカ・トロネアが正教会に介かい入にゆうしやすくなったのは心強いと言える。

　大陸の権力構造は現状のまま、より盤ばん石じやくに落ち着くようだ。

「そうなりますわ。パルポワ卿きようと、彼女と繫つながっていた者たちから、リュシエラお姉様とクレイルお兄様との癒ゆ着ちやくも遠からず明るみに出るでしょう。エスカ・トロネアではお父様がセリスお兄様の報告を手ぐすね引いて待っているでしょうから、逃げられませんわ」

　語るフローレンスの目線は、手元に集中している。その手に握にぎられているのは色いろ鮮あざやかに熟じゆくした赤いリンゴだ。力一杯刃は物ものを滑すべらせ自分の手を切る──心配はなさそうだが、逆に慎しん重ちようすぎて表面を擦こするだけになっている。

　……それはそれで心配だ。

「……代わるか？」

「いえ！　あの……！」

　フローレンスは断る言葉を口にしかけて──しかし、項うな垂だれた。

「…………お願いします」

「病人というわけでもないし、そう気にしなくていい」

　全身に筋肉疲ひ労ろうと神しん経けい疲労、ソロンに斬きられた傷きずがあるが、それだけである。

　現在のイスカの気がかりは、式当日までに傷が塞ふさがるか否いなかだ。式途と中ちゆうで傷が開いて、婚こん礼れい衣い装しようが血染めになれば参列者も驚おどろくだろうし、──初夜のこともある。

（治りきっていないと、フローレンスから断られる気がする……）

　しかもフローレンスが正しい。自分の往おう生じよう際ぎわが悪いだけだと、分かってはいるのだ。

（傷はそんなに深くないからというのは、駄だ目めだろうか）

「病人ではなくても怪け我が人にんですわ！」

「……違いない」

　事実なので認めざるを得ない。フローレンスの剣けん幕まくから逃げるためもあって、リンゴの皮むきを進める。

　ナイフはあまり扱わないが、見み様よう見み真ま似ねでも意外と上う手まくできた。若じやつ干かん実も削けずってしまったが、初はつ挑ちよう戦せんとしては上出来だろう。仕上げに切り分けて皿に載のせた。

「おかしい……っ。練習ではもうちょっと……」

「凄すごく力が入っていたからな」

　どんよりとした呟つぶやきを耳が拾って、苦く笑しよう交まじりにそう答える。するとフローレンスははっとして口を押さえた。

「な、何か聞こえまして？」

「いや、何も」

「そ、そうですか」

　たまにフローレンスは口く調ちようを崩くずすときがあるのだが、どうも本人は隠かくしたいようなので、聞こえなかったことにしておく。大した違いでもない。

　きっとフローレンスもそう思っているだろう。ただ彼女は、大国の王女に相応ふさわしいと考える自分で在ありたいだけなのだ。

　それでも最近、自分の前で余よ所そ行いきの顔が崩れる頻ひん度どが高くなっているのは気のせいではあるまい。自然とイスカは口元を緩ゆるめてしまったが、フローレンスが気まずそうにこちらを窺うかがっているので、頑がん張ばって真ま面じ目めな顔をしてみた。

「これから、エスカ・トロネアはどうなるんだろうな」

「表おもて沙ざ汰たにはなりませんが、お姉様は王位簒さん奪だつを目もく論ろんだのです。身分剝はく奪だつは免まぬがれませんわ。それらしい名めい目もくを付けて、どこかで幽ゆう閉へい……という形に収まるでしょう。自分の価値が高まるからヴァレリアは喜ぶと、お兄様は言っていましたわね」

「喜ぶ？」

　自分の同腹の姉が苦境に立たされて喜ぶとはどういうことなのか。イスカは不思議に思った気持ちそのままに首を捻ひねる。

「リュシエラ殿下とヴァレリア殿下は、そんなに仲が悪かったのか？」

「というより、どうやらわたしの妹は、好こう悪おで人間関係を作りはしないようです。エスカ・トロネア王女として、一部分だけは見習いたいと思いましたわ」

　ため息をついたフローレンスにはどことなく疲れた空気があって、それ以上踏ふみ込こむのをためらわせた。

「そ、そうか」

「はい」

　そして──しばしの沈ちん黙もくが落ちる。

　重い空気を払ふつ拭しよくしようとしたのか、フローレンスの手が放置されていたリンゴに伸びた。そしてフォークで突つき刺さしたところで、いきなり硬こう直ちよくする。

「？」

「ええと、あの」

（ああ）

　フローレンスは行動を起こしてから、それがイスカへの見み舞まいの品だと思い出したらしい。

（気にせず、食べてくれてもいいんだが）

　悪いた戯ずら心ごころが湧わいたので、少し、試ためさせてもらうことにした。

「貰もらえるか？」

「は、はいっ」

　思いきり肩を跳はね上あげ、フローレンスはおそるおそる腕うでを持ち上げる。手をリンゴの下に添そえ、そっと口元へと差し出してきた。

「ど、どうぞ……っ」

　余よ程ほど恥はずかしいらしい。顔を赤くし、角度はイスカから大きく逸そらされている。

（最も早はや果くだ物ものの方がおまけだな）

　可か愛わいらしく恥ずかしがる姿を堪たん能のうしてから、イスカは力の入れすぎで細かく震ふるえているフローレンスの手首を摑つかむ。その細さに改めて驚きつつ、リンゴを口の中へと収めた。

　途と端たん、まるで大仕事を終えたかのようにフローレンスが深く息をつく。

（……まあ、ここまでが一ひと揃そろえで許されるだろう）

　脱だつ力りよくしかけていたフローレンスの手からフォークを奪うばう。イスカの意図に気付いたのだろう。フローレンスは小さく声を上げた。

　さくり、と別の一切れにフォークを刺さして。

「いえ、あの、イスカ……！」

「貴女あなたもどうぞ」

　笑えみながら言うと──意外と、フローレンスが思い切るのは早かった。

　一度ぎゅっと目を瞑つぶって気合いを入れると、顔を一いつ層そう火ほ照てらせたまま、一気に距きよ離りを詰つめ、ぱくりと──いった瞬しゆん間かん、ノックの音がした。

「ぅえっほっ」

　当然のようにフローレンスはむせて、苦しそうに何度か空から咳せきを繰くり返す。

　──悪いことをしたかもしれない。

　フローレンスが落ち着いた頃合いを見計らって、ミリアが来訪者の名を告げてくる。それは、今回の件の後始末に奔ほん走そうしている二人だった。

　一気に熱が冷めたらしいフローレンスと共に入室の許可を出すと、来訪者二人──セリスとカフィエズが疲労を感じさせない朗ほがらかさで挨あい拶さつをする。

「元気か、義弟おとうと。時間をもらうぞ」

「恋人の語らいを邪魔して悪かったね。でもすぐに新しん婚こんさんになるんだし、もうちょっとぐらい我が慢まんしてても問題ないよね」

「……テメーの言い方は何か下品だ」

「そう？」

　イスカの侍じ従じゆうとして控ひかえていたアルフルードが嘆たん息そくするが、もちろん言われた当人のカフィエズに堪こたえた様子はない。

「何かありましたか」

「今後について話したいと思ってな。──お、上手いじゃないか、フローレンス」

　皿の上のむかれたリンゴを見て、セリスが感心した声を上げる。フローレンスは見み栄えを張ることなく、隠し切れない沈しずんだ口調で真実を告げた。

「……それはイスカが」

「……そうだったか」

　二人の間に気まずい空気が流れる。しかし次の瞬間には何事もなかったかのように、セリスはフローレンスの隣となりに椅い子すを持ってきて座り、本格的に話し込む体勢を取った。

「話とは、どのような内容でしょうか」

「まずは関係者の権利から──だが、ここにフローレンスがいるなら、エスカ・トロネアの現状の話はいらないかな。じゃあ、本題に行くか。第三聖席の件だ」

「問題を起こしているのですか？」

「いや、大人しいよ。腕が使えないせいもあるだろうが、あれは待てができる優ゆう秀しゆうな番犬だ。顔が知られてなければ俺が欲しいぐらいなんだけどな」

　残念そうにセリスは言う。これはおそらく本気だ。

「何ならお前たち、うちに来ないか。好こう待たい遇ぐうを約束するぞ」

　爽さわやかな笑顔で、セリスは背後のアルフルードとカフィエズを振ふり向く。共に行動することの少なくなかった二人を、どうやら気に入ったらしい。

「光栄ですが、遠えん慮りよしておきます」

「悪くないけど、エスカ・トロネアより帝てい国こくの方がまだ面おも白しろそうかなー。もうちょっと大きな事が起こりそうなら、改めて声かけてよ」

「大事件は御ご免めんだ。やれやれ、残念だよ」

　エスカ・トロネア王おう太たい子しからの誘さそいも、二人にはさほど魅み力りよく的てきではなかったようで、揃そろってさっくり断った。カフィエズはいつも通りだが、アルフルードは心なしかげんなりして見える。……余程こき使われたか。

（できる限りやってしまう、真面目な気き質しつだからな……）

　セリスには悪いが、アルフルードが迷わずラハ・ラドマに残る選せん択たくをしたのが、素直に嬉うれしい。

「まあそれは仕方ないとして──こちらもとても惜おしくはあるんだが、第三聖席は大だい砂さ漠ばく帝てい国こくに引き取ってもらおうと思っている」

「は!?」

　驚いた声を上げたのはイスカだけだった。周囲の思考についていけないことに若干恥ずかしさを感じつつ、説明を請こう。

「パルポワ卿と共に、神しん裁さい宮ぐうに送られるはずでは……？」

　聖王庁の法で裁さばかれた者の行く、聖せい職しよく者しやのための牢ろう獄ごくだ。ここに入れられた者が俗世に帰ってきた例はない。

「公式にはそうなる。だが第四聖席は孤こ立りつさせておけばそう怖こわくないが、第三聖席を幽閉し続けるのに、どれだけ労力がかかると思う？　俺はパルポワ卿とサンレット卿を同じ場所に置いておくのは危険だと踏んでいる」

　メレディスが脱だつ獄ごくを計りソロンが便びん乗じようすれば、止めるのは困こん難なんになるだろう。

「かといって、新しい道を踏み出した早々、聖下に死し刑けいを命じろというのも酷こくだし、外聞も悪い。そもそも、主義思想のないサンレット卿は、正教会の方針に従っていただけとも言える」

　結果どうなるかを理解したうえで従っていたのだから、責任はある。だが生まれから立場を選べなかったソロンが辿たどる末まつ路ろとしては、少々残ざん酷こくに過ぎるかもしれない。

「何より惜しいしねえ。実力的に」

「つまり、公式には神裁宮にいると発表して、実際には大砂漠帝国へ行かせる、ということですか？」

　大砂漠帝国にはメヘラザーテを筆ひつ頭とうに、ソロンに対たい抗こうできる人材が揃っている。事が起きてイスカがサイエアにまではるばる遠えん征せいするよりも、ずっと迅じん速そくな対処が可能だ。

「そうだ。降くだした当人として、意見はあるか？」

　意思を汲くんでくれるつもりがあるらしい。しばし考え、イスカは首を横に振った。

「俺に異論はありません。彼も自分の力を存分に振るえる場所が欲しいでしょうし」

「なら決まりだ。よろしく頼たのむぞ」

　これから先ソロン絡がらみでの面めん倒どうを押し付けられるのは、この場で大砂漠帝国の代表となっているカフィエズである。

「まあね、うん。何とかするよ」

「変人同士、気ィ合うだろ」

「いや、彼の嗜し好こうは意味不明だから無理だね」

「お前が言うのか……」

　カフィエズとソロンの趣しゆ味みの方向性が違うのは、イスカにも分かる。あまり嬉しそうではないが、出た結論を拒きよ否ひはしないようだ。それだけ実力を買っているのだろう。

「そうだ、それと、聖下がヴァルフレイ陛へい下かをサイエアに招待したいと言っていた。婚礼の祝福はともかく、やはり洗礼は国の頂点に譲ゆずらないとな」

「そうですか……。聖下が」

　アリオンが積極的にラハ・ラドマの立場を改善しようとしてくれていることに、ありがたさと共に申し訳なさを感じる。この結果を求めていたからこそ、そうさせてしまったのではと気が引けるのだ。

「イスカ」

　沈んだ声こわ色いろを聞き取って、フローレンスが優しく名を呼び、眼まな差ざしで諫いさめてくる。

（……ああ、そうだな）

　そうではない。自らの意志だとアリオンは言った。

　ならばその意志にこちらが介入しているのではなどと驕おごる方が失礼か。

「今更すぎるが、これで本当にラハ・ラドマは西大陸の一員だ。おめでとう。お前の功績は、傑けつ士しとして名を残すに相応しい」

「ありがとうございます。けれど、俺が成なし遂とげたわけではありませんから」

　イスカの言葉を過ぎた謙けん遜そんと受け取ったか、セリスの眉まゆがほんの微かすかに動いた。

　だが、事を軽く見て言ったのではない。イスカは穏おだやかに微び笑しようする。

「俺の声に応こたえてくれる誰だれかがいたから、その結果です。だから俺も、届いた誰かの声には応えていきたいと思う。それだけです」

　ひと一人ができることなどたかが知れている。しかし一人一人が動くからこそ、時代が形となるのだ。

　望みに向けて声を上げるのは、動くのは、無意味じゃない。たとえどれほど小さくても、それが一歩だ。

「……まあ、そうだな。やり遂とげたお前が言うと、説得力あるよ」

　認めた台詞せりふと苦笑い。どちらもきっと、セリスが抱いだいた感情の本当だろう。

「邪魔して悪かったな。もう日もないし、養よう生じようしろ。──じゃあな、フローレンス。結婚式、楽しみにしている。幸せなお前の姿を見せてくれ」

「はい。どうか、お兄様も」

「俺はなあ……。まあ、努力はしてみるか。その一歩で変わるかもしれないと、証明されたばかりだしな」

　セリスは人を否定しないが、自分の意見も変えない人だ。なのに、珍めずらしい。

　そんなことを思っているうちに、セリスとカフィエズは部屋を出た。ついでのようにミリアがアルフルードの袖そでを引き、彼らも何気なさを装よそおって退出する。

（幸せな姿を、か）

　セリスがフローレンスにかけたその一言がイスカには嬉しくて、強く心に響ひびく。

「イスカ？　どうしたのです？」

　顔にまで出ていたらしく、早さつ速そくフローレンスに訊かれてしまった。隠す理由でもないので、思ったままを答える。

「やっと認みとめられた気がする」

「結婚なら、大分前に正式に認められていましたけれど……？」

「貴女を幸せにしろと」

「！」

　セリスは王族の婚こん姻いんにおいて、個人の想いなど重じゆう視ししない。妹であるフローレンスにも、当然の責せき務むとして平然と課かした。

　けれど先程セリスがフローレンスへ向けたのは、心を尊とうとぶ言葉。

「信じて、ついてきてくれるか？」

「はい、もちろん」

　改めて口にした求きゆう婚こんに、フローレンスは迷わず応えてくれた。

「貴方が隣にいる道なら、どこまでも」

「俺も貴女と歩める道しか選ばない。……ようやくだ」

　いろいろ波は乱らん万ばん丈じようだったし、当初の予定から二倍近い時間が経っている。

　長い道みち程のりだった。しかし得た経験に無駄なものなどなかったと、断だん言げんできる。

　この愛いとしさを、どれだけ大切に抱えているかと、存分に思い知った。

（ラハ・ラドマだけで生きていた頃の俺なら、きっと単純に喜んで終わっただろう）

　狭い視野の中、見落としてはならないものにすら気付けなかったかもしれない。

　イスカが手にしたのは自分だけの幸福ではない。互いの未来だ。

　愛しい人と家族になる喜びと共に、幸せを護まもるための柱となる意思が芽め生ばえる。

「俺は憂うれいなく式に臨のぞもうという今、もっと浮かれてそのときを迎えると思っていた」

「はい」

　イスカの告白を、フローレンスは誠実な本心と冷静な知性で彩いろどられた、美しい表情で受け止めてくれた。

「わたしもです。確かな形に納まれることが嬉しくて、安心を得るだけだったでしょう」

　けれど──と、二人の瞳に宿る光が同様の意図をもって相手を見つめる。

「違うんだな。結婚式とは、自覚を得て、誓いを立てる日だ」

　愛しているから、夫婦の誓いを交わせるのがこのうえなく幸せだ。

　だが同時に理解する。仮かり初そめの時間は終わり、互いの未来にまで正式に責任を負う。

「この気持ちをいつまでも大切にしていきたい。貴女と家族を支える役割を得たことを、誇りに思う」

「わたしも、貴方と歩めることを誇りに思います。そして家族皆で同じように思える場所を作っていきたい」

　思い描く未来の姿は、これから二人で力を合わせて実現させていくべきもの。

　誰に頼めるわけではない。自分が負うのだ。

「信じています。貴方とだから」

　言ってフローレンスは微笑ほほえんだ。咲き誇ほこる春の花々のように可か憐れんに、愛らしく、人目を奪う魅力的な笑顔で。

（……ああ）

　晴れやかなフローレンスの表情に、強く思う。

　──彼女を護りたい。愛しい人が、輝く笑みで幸せにいてくれるように。

　心に刻んだこの想いは、きっと生涯忘れない。
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（本当に本番前に片付いた……！）

　本物の花嫁衣装を身につけたフローレンスは、未だに信じ難がたい面おも持もちでいた。ここまで上手く事が運ぶと、最後に何か待ち受けているのではと不安に苛さいなまれてしまうほど。

（うん、でも──）

　それは違う、と思い直す。

　辿り着いた結末は望んだままだけれど、偶ぐう然ぜん転がり込んできたわけではない。

　イスカが、セリスが、アリオンが──皆みながそうなりたいと願って、そうなるように努力して、だから叶かなった。皆で勝ち得た結果を奇跡で片付けてしまうのは、あまりに失礼だ。

　そして降って湧いた奇跡でないのなら、神の気まぐれで取り上げられることも怖おそれなくていい。

「……ずいぶん、幸せそうね」

　そんなフローレンスにかけられた声は、どこか面白くなさげなクラウディアのもの。フローレンス唯ゆい一いつの友人枠わくであるシェイル・コーレス王女は、つい昨日ラハ・ラドマに着いたばかり。お隣の国なので、早めに来る必要がなかったのだ。

　クラウディアの到とう着ちやくが騒そう動どう後で、心の底からほっとしている。

　彼女が来てくれて、本当に嬉しかった。含ふくみのない友人──なんと素す敵てきな響き。

「もちろん幸せよ。貴女が来てくれたことも」

「……そ、そう。大おお袈げ裟さね」

　全力で喜んでいる気持ちは過あやまたず伝わったらしい。照れたように、肩にかかるウェーブの髪をくるくると指に巻き付けては、放してを繰り返している。癖くせだろうか。

「でもわたくし、やはりあまり喜んであげられないわ。相手が相手だもの。──ねえ、ここまできてしまったら仕方ないけれど、覚えておいて。貴女はまだ若いし、エスカ・トロネア王女という身分もあるわ。離り婚こんをためらう必要はなくてよ」

「そ、そうね。覚えておくわ」

　未いまだイスカの妖よう魔またる誤解は解とけていない。永遠に解けない気さえしてきた。

「わたくしも国に残ると思うし、必要だったら声をかけてちょうだい」

「ありがとう。──って、待って。決まったの？　結婚」

「まだよ。でもまあ、近いうちにね」

　誰から見てもクラウディアの結婚適てき齢れい期きはギリギリだ。いつ具体的な話が出てもおかしくない。

　であれば、今このときに頼み込んでおくべき話があった。

「クラウディア！　貴女の結婚式は、ぜひ冬にお願い！」

　シェイル・コーレスはラハ・ラドマのお隣。冬であれば耐たえられそうな気がする。

（じゃないと行けない！）

　しかしフローレンスの体質を知らないクラウディアが主張の真意を理解できるはずもなく、訝いぶかしげに首を傾かしげた。

「どうしてわざわざ……。景色もいい、春がいいでしょう？」

「冬が！　いいの！　雪景色も綺き麗れいよ！」

　両手をがっしと摑んで力説して──当とう惑わくしきったクラウディアの表情を間近に見たフローレンスは、そこでようやく冷静に返る。

「ええとあの、できれば、貴女さえよければ……」

　もそもそと口の中で言葉が気弱になっていく。

　呆あつ気けに取られていたクラウディアだが、ややあって柔やわらかい苦笑を浮うかべたあとに、うなずいた。

「まあ、考えておくわ」

「！　ありがとう！」

　ぱっと顔を輝かがやかせて、礼を言う。

　友人の結婚式──なんと幸せな響き。ぜひ、ぜひ行きたい。

　望みの言葉を引き出したフローレンスが、達成感と共にクラウディアの手を放すと、そこで扉とびらが叩たたかれた。

　確認に行ったミリアが迎え入れた相手は、介かい添ぞえ人にんとなるセリスだった。

「悪いな、二人とも。少しフローレンスと話す時間をもらえるか」

「い、いえ。こちらこそ失礼いたしました。ではね、フローレンス。貴女の幸せな姿を楽しみにしているわ」

「ありがとう。またあとでね」

　やや急いで挨拶を交わし、クラウディアは退出する。

「そこまで慌あわてなくてもいいんだが……。俺はそんなに怖いかな？」

「まあ。ご自覚がありませんか？」

「まさか。冗談だよ」

　どこから何が冗談なのか──追及すると危ういそれを、フローレンスとセリスは笑って流した。それからセリスは瞳を柔らかく和なごませてフローレンスを見ると、満足げにうなずく。

「結婚に希望を持つなんて、馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思ってる。……けど、この日をお前がそうして笑顔で迎えられたことが、どうやら俺は嬉しいらしい」

「わたしも、馬鹿馬鹿しいと思っていました。王族の結婚は国のための契けい約やくであるのがほとんどなのだから、夢を持つだけ苦しいと。──だから今、すべての巡めぐり合あわせに感謝しています」

　セリスが本心からくれた祝いの言葉に、フローレンスも同様に笑みを見せる。

　自分でも驚くほど、緊きん張ちようはなかった。あるのは前だけを見詰めた喜びだ。

　ややあってついに、その時を告げる侍女が訪れる。知らせを受けたミリアの手によって、式場へ赴おもむこうとする花嫁のヴェールが下ろされた。

　これは習慣であって儀ぎ式しきではない。けれど白いヴェールによって視界の先の風景が変化したとき、心が切り替わった気がした。

「姫様。どうぞ、旦だん那な様と共に、末永くお幸せに」

　フローレンスは今日、妻になる。

　庇ひ護ごされる少女ではなく、伴侶となる男性と共に己おのれの足で立ち、並んで歩いていく、女性になるのだ。

　目の前のミリアはほんの少し寂さびしそうに、でも誇らしそうに微笑んでくれていた。

「ミリア、今までずっと、ありがとう。これからもよろしくね」

「はい。では、参りましょう」

　フローレンスを待つ聖堂の扉の先に続くのは、中央に敷かれた赤あか絨じゆう毯たん。フローレンスが通る前に付つき添そい人にんであるミリアとジゼルが一歩先に入場し、彼女たちの手によって花が撒まかれ、清められていく。

　花嫁のために完成された道へ、ついにフローレンスは踏み出した。

　左右には盛せい装そうした参列者たち。中にはこの結婚にあまり好意的ではない者もいるかもしれないが、この場に来た以上は覚かく悟ごを決めて祝福してもらおう。

　式場のいたる所に飾かざり付つけられているのは、フローレンスが地じ獄ごくを乗のり越こえ吟ぎん味みを重ね、アレルギーを引き起こさないことを確認し終えた帝国の花々だ。

　祭さい壇だんの手前でフローレンスを待つのは、新郎であるイスカと、聖せい王おうアリオン。真実のみを表した慈じ愛あいの笑みで、彼はフローレンスとイスカを迎えた。

「神の御み前まえで、宣せん誓せいを。──汝なんじ、イスカ・ヴァル・ラハラドマは、この女を妻とし、良き時も悪あしき時も、富とめる時も貧まずしき時も、病やめる時も健すこやかなる時も、共に歩み、他の者に依よらず、死が二人を分かつまで、愛を誓い、妻を想い、妻のみに添うことを、神聖なる婚姻の契約のもとに誓えようか？」

「誓います」

「汝、フローレンス・テア・エスカトロネアは、この男を夫とし、良き時も悪しき時も、富める時も貧しき時も、病める時も健やかなる時も、共に歩み、他の者に依らず、死が二人を分かつまで、愛を誓い、夫を想い、夫のみに添うことを、神聖なる婚姻の契約のもとに誓えようか？」

「誓います」

　互いの宣誓に一いつ切さいの迷いはなく、誠実に、真しん摯しに、揃った相手が己の唯一だと誓う。

「では聘へい定てい、戴たい冠かんの儀ぎに移る」

　新郎の付添人であるアルフルードから、フローレンスとイスカに結婚指輪が渡される。約束の結婚指輪の意い匠しようはフローレンスが希望した雪の結けつ晶しようと──

（これって……ベルゲリー？）

　チランジア種に属する植物の一つだ。樹木や岩石に着ちやく生せいし、土や根を必要とせず、葉から雨や空気中の水分を吸収して命を繫ぐ。その逞たくましさから『不ふ屈くつ』を花言葉に持ち、ベルゲリーはその中でも、寒冷気候に比ひ較かく的てき強い特性を持つ。

　思わず注ちゆう視ししてしまってからイスカを見上げると、少し不安そうにフローレンスの様子を窺っていた。込み上げてくる笑いを抑おさえて、でも堪こらえ切れなくて表情が崩れて、きっと変な顔になってしまったに違いない。まだヴェールがかかっていてよかった。

　イスカが不安げだった理由も納得だ。結婚指輪に不屈とは、勇いさましいにもほどがある。

（でも、分かるわ）

　望む未来を諦あきらめない。裏切らずに進んできた今までだけでなく、これからも。

　イスカがフローレンスに伝えた宣誓は、とてもらしいと思える。

　密ひそかに笑み崩れながら、フローレンスはイスカに左手を差し出した。薬指に結婚指輪がぴたりと収まる。イスカの左手にも相そう似じの意匠を持つ指輪を嵌はめた。

　続いて戴冠儀ぎ礼れいが執とり行おこなわれ、アリオンの手でイスカとフローレンスに宝ほう冠かんが授じゆ与よされる。

　……身長差にちょっと難なん儀ぎしたのは内ない緒しよだ。

（まったく。こういうときのために予行があるのよ、本当は）

　アリオンが羞しゆう恥ちで微かに目元を震わせているのを、見ないようにする努力が辛つらい。

（大丈夫、聖下！　多分まだ伸びるから！）

「で、では。誓いの口付けを」

　取とり繕つくろった様子が覗のぞいたが、後半は厳おごそかさを取り戻もどした。さすがは聖王歴十二年。

　言葉に従いイスカの手がフローレンスのヴェールを持ち上げ、頭の後ろへと流された。

　互いに目を閉じ、熱が重なる。伝え合った温ぬくもりは、唇くちびるを離しても消えはしない。今ここで、心にも刻まれたものだから。

「以上をもって、其方そなたたちの婚姻は神の許しと、祝福を得た。其方たちの未来に、幸多からんことを」

　聖王その人から贈おくられた祝辞に、万ばん雷らいの拍はく手しゆが沸わき上あがった。

「行こう、フローレンス。皆が待っている」

「はい」

　イスカの腕に手を添えて、赤絨毯の上を歩いて戻る。向かう先は聖堂の二階。バルコニーの正面に広がる庭園は開放され、そこでは民衆が自国に誕生した新たな王族を待まち侘わびていた。

　階段の踊り場に辿り着くと、不意にイスカが足を止める。そしてフローレンスを振り向いて、眩まばゆそうな笑みを向けてきた。

「とても綺き麗れいだ。フローレンス」

「ありがとうございます」

「……少しだけ、前げん言げん撤てつ回かいしたい。やっぱり俺は、多分今浮かれている」

　ベールアップを果たした己の妻を前に、イスカは完全に相そう好ごうを崩す。どうやら式中は大分頑がん張ばっていたらしい。

「ふふ。ごめんなさい。わたしはヴェールがあったので、貴方よりずっと楽でした」

「それは羨うらやましかったな」

　フローレンスも、もう取とり繕つくろったりはせず、満面の笑みでイスカに答える。

「よく、似合う。俺にとって貴女こそが世界一愛しく、美しい女性だ。その貴女を隣に迎えられたことが──本当に、嬉しい」

「これからはずっと一緒です。──さあ、わたしを貴方の民に紹介してください」

「ああ！」

　階段を上り切り通路を進んで、目の前に人々の姿が見えた丁度そのとき、フローレンスの視界を白銀が舞まった。

　ほんの少し遅い名残なごり雪ゆき。もっとも、そんなものを気にする者はラハ・ラドマにはいない。バルコニーに姿を見せたフローレンスとイスカを、歓かん声せいをもって迎えてくれる。

　集まった人々の手の多くには様々な花が咲いていて、花か冠かんの王国を想そう起きさせた。

（わ……！）

　主役二人の登場に合わせて、花びらが舞う。陽光に輝く純白の雪と共に、大陸の未来を示し唆さするかのように。

　雪ラハ・ラドマと、花エスカ・トロネアと。──そしてその花は大砂漠帝国のもので。聖王の祝福を得て、今、ここに立っている。

「凄いな」

「はい」

　端たん的てきなイスカの言葉に、フローレンスはただうなずく。

「この光景を、俺は忘れない。希望を持ち、目指して形を成したこの光景を。そして」

「えっ」

　不意に腰こしを抱かれて引き寄せられ、気付いたときには遅かった。

　儀式のためのそれとは明らかに一線を画した強さで口付けられ、フローレンスの頰ほおに血が上る。そこはかとなく歓声が大きく響いたのは気のせいか。

「貴女と誓いを交かわした日」

「あ、ちょ、すみませ……っ」




　くしっ。




　慌ててイスカの顔を押しやって、明後日あさつての方を向いてくしゃみをする。

　皆の歓かん迎げいの気持ちは嬉しいが、やはり西大陸産の花は辛い。大きく振られる手の先に掲かかげられた花々から、花粉が舞い飛ぶのが見えるかのよう。

「うぅ。ええと、何でしたっけ」

「ああ、うん。要約しよう」

　締しまらない訴うつたえにイスカは笑いながら、実に簡かん潔けつにまとめて、告げた。

「フローレンス。貴女を愛している。心から」

　──これに応えられなかったらダメだと思う！

　フローレンスは気合いを入れ、やや早口に、アレルギーに邪魔される前に言い切った。

「わたしも、貴方を愛しています」

　そっと手を伸ばして、イスカの頰に両手で触れる。意図を察して少し屈かがんだイスカに、フローレンスは今度は、自分から口付けた。

　沢たく山さんの温かな祝福に包まれながら。
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　最高の結婚式の余よ韻いんは、残念ながら長くは続かなかった。

　サイエアに戻ったアリオンから、すぐにヴァルフレイが正式に招しよう待たいを受け、宮きゆう殿でん内がその準備に追われたためだ。ヴァルフレイが洗礼に向かうのに、イスカとフローレンスも同行することになったのも要因である。

　これはアリオンと共にサイエアへと行ったセクトのためだ。正式に洗礼を受けないと正教会信しん徒ととして認められない──つまり聖せい騎き士しになれない。ヴァルフレイとイスカのあと、セクトが洗礼を受けるのを見届けてから帰国する予定だ。

　父親同どう伴はんだが、フローレンスはもうこれが新婚旅行でいいんじゃないかなと思っている。

　留守を預かるアレイシャがちょっと寂しそうだったので、名産品を集めてお土産みやげを用意しようと決めた。値段は高くなくてもいいだろう。いや、むしろ高いのはよくないので。

　いろいろ都合を付けていたら、出発は秋口となった。偶然だが、フローレンスにとってはありがたい季節。通る国々に挨拶をして回りつつ、エスカ・トロネアに着いたのは真冬。

　他の国はそこまでではなかったのに、エスカ・トロネアでは真冬でも鼻がぐずぐずする。やはり王都スーツラディーヌは魔ま境きようだ。

　仕方がないので、父と兄に挨拶だけして、あとは四し季き離り宮きゆうに引きこもることにした。季節の花を集中的に咲かせるための四季離宮は、担当する季節以外に花を咲かせない。王都中に満みち溢あふれる花粉のせいで、外よりは楽、というぐらいの効果しかないが。

　故こ郷きようの滞たい在ざいにも散々な態度で臨のぞまざるを得なくなったフローレンスに、その日、意外な贈り物が届いた。

　数日後、贈り主本人が離宮を訪おとずれ、フローレンスはイスカと共に客人を出迎える。

「久しぶりだな、二人とも」

「お久しぶりです、メヘラザーテ陛下」

　講こう和わ条じよう約やくへの調印のため、丁度エスカ・トロネアを訪れていたメヘラザーテと行き会ったのだ。何という偶然か。

　事前に到着の知らせは受けていたので、用意していたお茶の席へと案内する。

　ちなみにメヘラザーテの贈り物とは帝国の伝統衣装で、フローレンスは即そく日じつ袖を通した。

「調子はどうだ？」

「一気に快適になりましたわ」

　メヘラザーテからの手紙には、できる限り贈った服を身につけ、帝国文化における女性の装いの華はなやかさを広めてほしい、とあった。

　親しん善ぜん大たい使しの名を利用し、フローレンスが帝国衣装──もとい、顔に布を巻く口実をくれたのである。この方ほう便べんはわりと成功していて、離宮に務つとめる侍じ女じよたちの三割ほどが、メヘラザーテと共に来ていた商人から服を買って、珍しい着こなしを楽しんでいる。

　形は違えど、そこには洗練された美しさが間違いなく存在していて、王都スーツラディーヌでは流行の兆きざしを見せていた。

「それは何より。こちらとしても、お前のおかげで滞在期間が伸びそうだ」

　テーブルに用意したお茶にもお菓か子しにもメヘラザーテは特に戸と惑まどいを見せず、適度に手を伸ばしてくれた。歓かん待たいが続いて、西大陸の様式にも慣れたのだろう。

「それは喜ばしい……のだと思いますが、大丈夫でしょうか」

「帝国にはウルがいるから問題ない。予定の超ちよう過かはよくあることだ。商人たちにも、満足の行く取引をさせたいのでな」

　帝国は良質な貴き金きん属ぞくの産出地だと皆が知っているので、滞在する先々で商談が弾はずんでいるらしい。交易の主しゆ導どう権けんを握りたいエスカ・トロネアと周辺諸国の間で、白熱した戦いが繰り広げられる様が目に浮かぶ。

　くつくつと笑うメヘラザーテは、実に楽しそうだった。







　そしてフローレンスたちがエスカ・トロネアに滞在している最中に、リュシエラたちの処分が下った。異い母ぼ姉兄きようだいは国内辺境の離宮に送られ、監かん視しの下で一生を過ごすという。

　その知らせを持って来てくれたのはセリスだ。大方の真実が伏ふせられた状じよう況きようなので、人ひと伝づたえにするのは難しい。気にはなっても王宮に出向けずにいたので、わざわざ足を運んでくれた兄に感謝する。

「母君も、お辛い立場でしょうね」

　フローレンスと共にセリスの報告を受けたイスカは、苦さを滲にじませて呟く。

「側そく妃ひ殿どのも姉上たちと同じ離宮に移ることになったよ。本人の希望だ。罪ざい悪あく感かんがあるんだろうな」

「止められなかったから、でしょうか？」

「それもあると思う。だが一番は、最後までエスカ・トロネアの王族に成り切れずにいたからだ」

「王族に成り切れない……？」

「身分じゃなくて、心がな。彼女は他国から嫁とついだ王女だが、いつまでも故こ国こく中心の利を忘れられなかった」

　エスカ・トロネア王の妃となったとき、その欲よく望ぼうを一切抱かなかったはずはない。

　それでも、どちらかを突つきつけられたときはエスカ・トロネアを選ばなくてはならなかった。

　しかしリュシエラの母は、それができなかったのだと言う。

　大国の富を、利り権けんを、自国のために。

「姉上は母君に忠実だった。与あたえられた教育で理性が否と言っても、子が親を否定するのは難しい。……きっとな」

　セリス自身は父王と同類で、心身ともにエスカ・トロネアの王族なので、リュシエラの心境は頭で理解するのに留とどまった言い方をした。

「お前たちには感謝している。明るみに出なかったおかげで、俺たちは血族を殺さずに済んだ」

「それはわたしも同じですわ、お兄様」

　繫がりは薄うすかったけれど、命が助かってよかったと思うぐらいの気持ちはある。

「お前は特に、感じるものがあるのかもしれないな。──生まれた瞬間から尽つくす国が変わらない俺たちと違って、女性は辛い選択を迫せまられる」

　故郷のために嫁ぎ先の国を裏切るか、嫁ぎ先のために故郷を捨てるか。

　フローレンスは故国を切れと教わっていたから、迷わなかった。後の王女たちへの信用のためにも、裏切れない。

　──けれど、苦しかった。

「そのような選択を、させない世になればいいと思います」

「そうだな」

　実例を知るイスカの声は真しん剣けんだった。応じるセリスも。

「いっそ俺が、もっと才覚溢れる神がかった人間ならよかったんだろうが、そう上手くはいかないよな」

「義兄上、それは」

「一つの手段だろう？　姉上に、自分では無理だと思わせられれば、こんなことは起こらなかった。それは俺の罪だ。上に立つ者が無能なのは、それだけで罪に値あたいする。──忘れるな、義弟。下に不満を持たれるのは、上が至らないからだと」

「……はい」

　イスカはセリスが自身に課した責任にうなずきたくなさそうな顔をしたが、否定はしなかった。

「まあ、お前に不ふ徳とくの心配はいらないんだろうけどな。……さて。俺はそろそろ戻るよ。またな、フローレンス」

「はい、お兄様。いずれまた」

　──次に会うのは、いつになるのだろう。

　そう思ったとき、寂しさを感じた。フローレンスはもうラハ・ラドマの人間になったから、兄妹きようだいであっても他国の王族だ。

　抱いた気持ちが伝わってしまったのか、セリスは少し困ったように微笑し、フローレンスの頭を撫なでる。

「立場や行く道が変わっても、俺がお前を妹として愛していることは変わらない。今のところラハ・ラドマと敵対する予定もないし、気軽に遊びに来い」

「……はい、お兄様」

　──そう。これはほんの少し、立場が変わっただけ。

　失ったのではない。だったら無む闇やみに悲しむ方が妙みようだ。新しい関係を恐おそれていては、一歩も進めない。

　そうしてフローレンスたちがエスカ・トロネアを発たつ直前、連れを一人伴ともなって歩くカフィエズを見かけた。金きん髪ぱつを短く刈かった大おお柄がらな男性だ。

　だが──誰であるのか追つい及きゆうするのはやめておくべきだろう。





[image: ]






　ひたすら南下してサイエアに着いたときには、冬も終わりに近付いていた。予定通りの日程でここまで来られたことを、神に感謝してもいいかもしれない。

（せっかく聖王庁に来たんだし、たまにはね）

　神官に案内されて客室に通されると、寛くつろぐのもそこそこにフローレンスとイスカは訓練場へと向かった。セクトを探すためだ。

　洗礼を受けていないため、セクトは聖王庁で客きやく将しようという立場で過ごしている。騎き士し団だん領りようで騎士になった経歴が役立った。

　なんといってもセクトはその圧倒的な存在感で目立つので、すぐに目に留とまる。最後に姿を見たときから半年以上が経ち、セクトは幼さよりも、青年へ移り行く精せい悍かんさを垣かい間ま見みせる少年に成長していた。

「あ、兄上、義あ姉ね上うえ！　お久しぶりです！」

「ああ。どうだ、元気にしているか？　──っと……」

　くだけた調子で弟に声をかけてから、イスカはセクトの隣にいる人物に気が付き、言葉を切る。代わりに挨拶を口にした。

「これは、失礼いたしました、聖下」

「よい。休憩中だからな。ゆえに今の余はただ一人の人間に過ぎん。だが、ここにいることは内密に頼む」

「聖下、それは休憩中というか……」

　ただの休憩であれば内密にする理由はない。そもそも、常に付き従うはずの従じゆう神しん官かんの姿がないのは気のせいか。

「時間が空あいたのは噓うそではない」

「どうせすぐバレるしね」

「それでよいのだ。適当に探せば居場所が分かるぐらいでなければ、いざというときに困るであろう」

　しかし従神官を撒くのはやめないらしい。

　息が詰まるからたまには一人で休きゆう憩けいしたい──という気持ちは分かるので、うるさく言うのはやめておいた。セクトの側を選んでいるあたり、身の安全は考えている。

「程々になさいませね」

「うむ。分かっている」

　それでも一応、形ばかりの注意はしておく。しかしきっと大丈夫だろう。聞き知る聖王庁の状況は、一時の混乱を乗り越え、新体制での穏やかな日常を取り戻しつつある。

　アリオンは信しん仰こうの強要の一切を取りやめたそうだが、上層部の不安と反比例して、寄き進しんの額がむしろ増えたらしい。払はらわされるのではなく、納おさめたい。新体制アリオンの考えに、そう思う人間が増えたということだ。民意がアリオンに集まっているために、表立った反発もできなくなっている。

「聖騎士たちも、変わりありませんか」

「心配ない」

　演習場にいる聖騎士たちを、フローレンスはざっと見渡す。ラハ・ラドマで見た顔を幾つか見つけた。ソロン以外の聖騎士は引き続き聖王庁に残り、神の剣けんとなる役目を負っている。

　その中には、セクトより年若い少年の姿もあった。

「……彼らは」

「未来の聖騎士──となるべく生まれ、育てられた者たちだが、余は彼らに選択権を与えるつもりだ」

「！　そうですか」

　己の人生を己で決める。それができるのは幸運なことだ。許されない生まれが確かに存在しているから。

　だがアリオンは、許されていい幅はばを少しだけ広げる努力をした。

「聖下は、勇ゆう敢かんですね」

「勇敢？」

　尊敬を込めて言われたイスカの言葉に、アリオンは首を傾げる。

「はい。俺たちは何百年とかけて、できなかった。ですが、やはり……」

　静かに目を閉じ、そして次に開いたときには、イスカは心の綾あやを解きほぐした、晴れやかな笑みを見せた。

「聖下のおかげで心が決まりました。ありがとうございます」

　しかし礼を言われた方のアリオンは、何に向けられたものかが分からず、戸惑うばかりである。

「う、うむ？　しかし、イスカ。何の話を──」

「聖下！　見つけましたぞ！」

　そして残念ながらアリオンが疑問を解消する前に、休憩時間の終しゆう了りようを告げる使者がやって来てしまった。アリオンは一いつ瞬しゆんだけ未み練れんを覗かせたが、すぐに切り替えて立ち上がる。

「どうやら次の予定の時間が来たようだ。ではな、イスカ、フローレンス。また今度、ゆるりと語ろうぞ」

「はい。楽しみにしておりますわ」

　幸いにしてこの約束は滞在中に果たされ、互いの近きん況きようを充じゆう分ぶんに語り合えた。

　ヴァルフレイとイスカ、そしてセクトの洗礼も滞とどこおりなく終わり、あとはラハ・ラドマに帰るのみ。

　道中は春真まっ盛さかりになるわけだが、もちろん対策は万ばん全ぜんだ。

　──海路である。

　行きは挨拶などの必要があって陸路を取ったが、世の中には海路という素す晴ばらしい道が開かい拓たくされているのだ。海上に、もちろん花はない。

　停てい泊はくせざるを得ない陸地での数時間以外は、実に快適だった。

　道程の半なかばに来たあたりで、アルフルードとジゼルに花アレルギーがバレた。というか、海上では元気で港に寄る度たび体調を崩すのを素直に心配されたので、ここはもういっそのこと、と勇気を振りしぼって教える決心をしたのだ。

　これから先、イスカの隣に立つにあたって、避さけて通れない道だとは分かっていた。

　──今が、打ち明けるときなのだ！

　結果、ジゼルは納なつ得とくして安あん堵どの様子を見せてくれたのだが、アルフルードには「くだらねええぇぇぇっ!!」と絶ぜつ叫きようされ、「あのときの俺の心労を返せ!!」と勝手な文もん句くを付けられたので軽く言い合いになった。

　翌日、周囲からの目が若干変わっていたような気がしなくもない。しかしイスカに変わりがなかったので、とりあえず頓とん着ちやくせずにおく。

　……後こう悔かいは、ほんのちょっとだけ、している。

　素すで怒ど鳴なり合……話し合いをしたからか、アルフルードの態度から遠慮が抜けた。といっても態度が変わっただけで対応に差を感じなかったので、少しびっくりしつつも、嬉しかった。

　彼らとは結構前からとっくに同志で、アレルギーなど些さ細さいなことだと笑い飛ばしてくれる人たちなのだ。帝国で知り合った幾いく人にんかもそうだが、多少の欠点などまったく気にしない人だって沢山いる。

　きっともう、フローレンスの心は縮ちぢこまりはしない。

　心の底からすっきりして船旅を終え、シェイル・コーレスの港に降り立つ。ここからラハ・ラドマへは陸路を使う。

　およそ半年の大旅行から無事に帰郷したフローレンスたちの、新たな生活への幕開けは、始まりのときと同じく、ラハ・ラドマの暖季へと入る頃だった。
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　時は巡めぐり、肌はだを刺す冷れい気きが日に日に和やわらいでいく。

　頰ほおを撫なでた風に近く訪れる暖だん気きの先さき触ぶれを感じて、フローレンスは抑えきれないため息をついた。

（本当は、これからが外で陽ひに当たるのが気持ちいい季節なんだけどね）

　花が咲さき誇ほこる場所は、どんなに気温が快適でも、フローレンスにとっては地じ獄ごくだ。

　心なしか香りまで先んじて忍しのび寄ってくるかのようで──。

（いえ、待って？）

　気のせいではない。現実に甘く芳かぐわしい香りが漂ただよってくる。

「物もの憂うげだな」

「きゃっ!?」

　背後から声をかけられて、もの凄すごく驚おどろいた。よく耳みみ馴な染じんだ声だったからすぐに動どう悸きも落ちついたが、少々意い地じが悪いのではないか。

「イスカ！　──って、わ!?」

　振り向くと同時に、ふわりと頭に何かを乗せられた。花の芳ほう香こうが一いつ層そう強くなる。

（これは……）

「花か冠かん？」

　手を伸ばして触れて、飾られた物の正体に気付き、疑問形で呟つぶやく。

「今日、やっと咲いたんだ。大分遅くなったが、貴女あなたにきちんと祝福の赤あか薔ば薇らまで贈おくりたかった」

　ソロンとの戦いで負ったイスカの傷きずは数日で完治するほど浅くはなく、その間に赤薔薇は散ってしまった。フローレンスは仕方がないことだったと納なつ得とくしていたが、イスカはずっと気にかけていてくれたらしい。

　頭の上に薔薇があるのに、目も鼻も大人しかった。かつてフローレンスが確かめて、アレルギーが反応しない品種を覚えていて、用意してくれたのだ。

「……ありがとうございます」

　はにかみ、礼を伝えると、イスカもほっとしたように瞳ひとみを和なごませた。それから気負いなく、座るフローレンスの膝ひざに頭を乗せる。

「こうして貴女と外で過ごすのは、間もなくお預けか。貴女のために花のない離り宮きゆうを作れればいいのかもしれないけどな」

「結構ですわ！」

　即そく座ざにフローレンスは力の限りで否定した。ラハ・ラドマの財政で、そんな余分なものを自分一人のためだけに造るなんてとんでもない。

　言ってから、ふと思い出す。

（そういえば、こんなやり取り前にもしたわね）

　そのときは指輪を巡っての遠えん慮りよだった。

　──懐なつかしい。

　今となっては、何をあんなに動どう揺ようしていたのか、昔の自分にちょっと呆あきれる。同時に、もうそんなことでは慌あわてない関係性に、温かな気持ちになった。

　イスカも同様に思ったのか、大切な思い出の一つとして愛めでる、穏おだやかな表情をしている。

「しかしあれも結局、金銭の問題でもあったんだよな……」

「そこは否定できませんわ」

　一連の事件を取とり扱あつかった劇がいよいよエスカ・トロネアで公演されたらしく、最近のラハ・ラドマは観光客で賑にぎわっている。比例してアイスクリームの知名度も急上昇。幸さい先さきはいい。

　そしてその劇のせいで、西大陸では妙みような験げん担かつぎが実まことしやかに囁ささやかれるようになった。

　いわく、くしゃみは幸運の先さき触ぶれだとか、女の子がくしゃみをしたら将来大物になるとか、そういうのが。

（なぜ……。なぜ花アレルギーには触れないでおいてくれなかったの、お兄様……）

　知ってる。面おも白しろいからだろう。

　──全然、まったく、面白くなんかないが。

　フローレンスが頼たのんだ通り、セリスは事実を元にした架か空くうの物語と銘めい打うってくれた。現実のフローレンスの病弱設定がどう受け取られているかは──真実は闇やみの中でいいと思う。

　結婚式でくしゃみを披ひ露ろうしてしまったせいで、メヘラザーテから贈られた『祝福のくしやみ王おう女じよ』の二つ名が大々的に広がってしまったのだ。おのれ元げん凶きよう。

　自分の鬱うつ屈くつはともかく、ラハ・ラドマの好感度が上がったのは望ましいが、やはり名産品が一つでは心こころ許もとない。

「苦労をかけるな」

「とんでもない。苦労をかけているのはわたしの方ですもの」

　だから、自分のできる限りでラハ・ラドマに尽つくさなくてはと思っている。とりあえずは富を集めるところから。

　実は、名産品になりそうな物にもう一つ候補ができたのだ。

　ラハ・ラドマの葡ぶ萄どうは土地柄がらのせいで成長が遅く、代わりに熟じゆく成せい具合が他の地域と比べ格段に高く──ワインが美お味いしい。

　何分量が限られているので、今は自国内で流通させるのがせいぜいなのだが、生産量を増やせればきっと財ざい源げんの一つになってくれる。

（他のどことも違うっていうのは、強さでもあるのよ。これからもっとよく知って、売り出せるものを探していかなくちゃ）

　やり甲が斐いがある。──わくわくしている。

「わたし一人のために、宮きゆう殿でんの木を丸まる裸はだかにさせるわけにはいきませんし、この体質があって貴方あなたと出会えた今、腹立たしいだけでもないのです。……ええ、厄やつ介かいではありますけれど」

「そうか」

「ただ、こうして外で貴方と過ごす機会がしばらくなくなるのは、寂さびしいな、と……」

　帝てい国こくで夏季を乗り越える方法を発見したから、部屋の中でなら会える、と思う。試すのはこれからだ。でも会うつもりだし、叶かなうと見込んでもいる。

　丸きり会えなくなるわけでもないのに寂しいなどと思ってしまって、しかも口にまで出すなんて。

　恥はずかしさに尻しりすぼみになった言葉が、途と中ちゆうで空気に溶とけて消える。

「そうだな。本音を言うと少し、俺も寂しい。陽に輝かがやく貴女は眩まばゆくて綺き麗れいだ。つい、触ふれたくなるぐらいに」

　言いながら、イスカの指が一筋流れたフローレンスの髪かみを弄いらう。
















　自分の髪が揺ゆれる様を目で追いつつ、フローレンスはつい、ため息をついた。

「貴方が言うと、嫌いや味みになりかねませんわよ？」

「なぜだ？」

「貴方の方が綺麗ですもの」

　手を伸ばし、イスカの頭を撫なでる。さらりと指を通り抜ける髪の感かん触しよくが気持ちいい。本当に、どこまでも完かん璧ぺきな容姿だ。

　心地ここちよさそうに目を細め、イスカはフローレンスの髪を解放して、目を閉じる。さわさわと木の葉が揺れる音だけに、しばしの間身を浸ひたす。

　それから少しして、意を決したようにイスカは目を開けて起き上がり、正面に座り直した。

「フローレンス。誰より先に、貴女としておきたい話がある」

「何でしょう？」

「俺は、ラハ・ラドマの歴史を誇りに思っている。それは今でも変わりない」

「はい」

「けれど、生まれてくる子どもには選ばせてやりたいと思うんだ」

「！」

　さらりと口にされた言葉に、フローレンスはびくりとする。まだ兆きざしはないが、遠い未来の話でもないだろう。

「俺は物心つく前から、六りつ花かのための体を作ってきた。始めるときが遅ければ遅いだけ、耐たい性せいが完成するのも後になる。──俺自身が後こう悔かいしているわけじゃない。ただ、もう、本人の意志に任まかせるべき時代なのではと……いや、違うな」

　逃にげようとした自分を戒いましめるようにイスカは言葉を切り、己おのれの責任となる文もん言ごんへと言いい換かえた。

「そういう時代になってほしいんだ。だから、俺の代で区切りを付けたい」

「よろしいのですか？」

　イスカの選せん択たくは、武力というこの国の最強の交こう渉しよう材料を、自みずから捨てるということだ。

「俺は馬ば鹿かな選択をしようとしているか？」

「……そうかもしれません」

　いつか、力を伝えなかった過去を後悔する日が来るかもしれない。イスカもきっと、分かっている。

　──それでも。

「けれど両手に剣けんを握にぎっていたら、握あく手しゆも満足にできませんものね」

　イスカが望む世界に、剣は必要ない。フローレンスも彼に憧あこがれて、そうでありたいと望んだ。ならば自分たちが裏切ってはならない。

「ああ、本当に。手を取り合うためなら、尚更空けておきたいな」

　言ってイスカは手の平を重ね、指を絡めてくる。もっと広い意味で言ったのだし、イスカも分かっているだろうが、二人の関係として間違っていない。

　フローレンスは小さく笑って、目を閉じた。

「ゆっくりとでいい。勇気と覚悟を持てたそのときに」

　囁ささやきが終わると、唇に優しい熱が降ってくる。手にした幸福を喜び、未来への誓いを立てて。




　すべての人の日常が、ただ愛で満みち溢あふれる時代を迎むかえられるように。

　そのための一歩を、二人で刻きざもう。











〈Ｆｉｎ〉
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「花か冠かんの王おう国こくの花はな嫌ぎらい姫ひめ」無事完結巻を迎えました！　業界が色々厳しい現状でここまで来られたのは、お付き合いくださった皆様のおかげです。ありがとうございます！

　思い起こせば二年前、初めて編集部にご挨あい拶さつに行った時のこと。「姫度ゼロ」「結婚相手としては優良なんだけど……」と評価をいただいたヒロイン、ヒーローがよくぞここまでと思うと、感に耐たえません。

　本っ当ーに、最後の最後までイスカの「けど」が取れなくてですね。今こそ言わせてください。頑張りました！　けれどその分だけ楽しんでいただけるものになったと信じています。




　ここからは謝辞を。まち先生、毎巻キャラが増えてすみませんでした。しかし全員魅み力りよく的てきに描いていただいて、とても嬉しかったです！

　どれだけ出番が少なくても登場人物紹介皆かい勤きんのセリスにさすがだなと思いつつ、実は容姿的に一番好きなのはカフィエズでした。本文でも、何しても何させるにも遠えん慮りよのいらない書きやすい奴でした……。

　そして宣伝です。裏表紙にまち先生から糖とう分ぶん増強のイラストとコメントをいただいています！　本編で「あ、挿さし絵えないんだ」と思ったシーンを描いてくださいました。フローレンスが超絶可か愛わいいので、ぜひご覧ください。

　担当様、ここまでご指導いただきありがとうございました。一人では気付けないおかしな部分を的確に指摘していただいてきたおかげで、物語の完成度を高めてこられたと思います。視野を広く持てるようになるのが目標ですが、今しばらくかかりそうです。今後ともよろしくお願いいたします。

　校正様、表記ブレや誤字誤用の添てん削さく、毎巻細かなチェックをありがとうございました。単語の美しい用法に、目から鱗うろこが落ちる思いでおります。自分できちんと用もちいられるよう、努力していく所しよ存ぞんです。




　そしてお手に取ってくださった皆様、シリーズ通して沢山の温かいお言葉をありがとうございます。フローレンスとイスカの物語の結末を、最後に楽しかった！　と思って閉じていただけていたら幸いです。


長月　遥



















著

長月遥

Haruka Nagatsuki




ここまで来ました、完結巻です！

優しいことは恰好いいことだ！　を目指してごりごり書いてきました。考えていたすべてのエピソードを詰め込めたと思います。

こうして描き切れたのも、支えてくださった皆様のおかげです。

フローレンスとイスカが選んだ物語の結末を、どうぞお楽しみいただけますように！










イラスト

まち

Machi




最終巻です。毎回、登場人物がたくさんいて楽しく描かせていただきました！




http://machi.ciao.jp/
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